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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　かつて偉い大だいな文明が存そん在ざいした。

　今ではＥＤＥＮという名が知られているだけの星間文明である。

　その時代には、魔ま法ほうとしか思えないような科学技術テクノロジーが発はつ展てんしていたという。

　人類は時空を制せいし、全銀ぎん河がに巨大なネットワークを創そう造ぞうしていた。

　しかし、それは神の領りよう域いきであったのかもしれない。

　なぜなら、天てん罰ばつのごとき災さい厄やくが突とつ如じよとしてＥＤＥＮに下くだされたから。

　時空震クロノクエイクと呼よばれているその災厄により、人類は移い動どう手しゆ段だんと通信手段を同時に失ったのである。

　そして、ＥＤＥＮは崩ほう壊かいする。

　高度に発達した科学技術テクノロジーと物ぶつ質しつ文明は、ひとつの惑わく星せいだけで維い持じすることが不ふ可か能のうだったのだ。

　ＥＤＥＮの崩壊という現げん実じつに直面したとき、惑星トランスバールの当時の統とう治ち者しやは、賢けん明めいであった。あるいは、残ざん酷こくであった。

　文明を進んで放ほう棄きすることにより、最悪の破局カタストロフは逸のがれられたから。また、その代だい償しようとして、何億という人命が失われたから。

　しかし、生き残った人口こそが、惑星トランスバールの資し源げんで養やしなえる限げん界かいでもあったのだろう。

　百年ほどの後、惑星トランスバールは、いくつかの国に分かれ、それぞれが覇はを競きそい合あう戦せん乱らんの時代を迎むかえる。

　だが、その武ぶ器きはレーザーでもミサイルでもなく、鋼はがねの剣けんや槍やりであり、乗り物は馬と帆はん船せんであった。

　そんな惑星トランスバールに、救世主が出現したのは、六〇〇年あまりまえのことである。

　救世主の名は、シャトヤーン。〝白き月ポジテイブ・ムーン〟の聖母ミストレルである。

　白き月は、先文明ＥＤＥＮの科学技術の結けつ晶しようともいうべき巨大な球形の人工構こう造ぞう物ぶつであり、多くの先文明の遺い産さんと生産手しゆ段だんをも持ち合わせていた。

　白き月は、惑星トランスバールの住人に、遺失技術ロストテクノロジーという天恵ギフトを与あたえることで、先文明の栄光のいくばくかを取り戻もどさせたのである。

　そしてそのなかには、恒こう星せい間かん航行と恒星間通信の技術も含ふくまれていた。

　かくして、ひとりの英えい雄ゆうのもとに統一された惑星トランスバールは、星間ネットワークの再さい構こう築ちくのため、宇う宙ちゆうの大海へと乗りだすことになる。

　星間国家トランスバール皇こう国こくの成立である。

　暗黒時代を生きながらえた人類が細々と暮くらす幾いく多たの惑星を統合し、皇国はその版はん図とを広げていった。

　その拡かく大だいの時代──大航海の時代は数百年におよんだが、皇国が豊ゆたかになり、文明が安定してゆくにつれ、皇王や貴き族ぞくは現げん状じように満足を覚え、星間ネットワークの再構築という使命を放棄するにいたる。

　同時に、神しん聖せいなる白き月と永えい遠えんなる月の聖母ミストレルシャトヤーンに対する畏い敬けいの念も、彼らは失っていった。

　現皇王にいたっては、軍を率ひきいて白き月に乗り込こみ、月の聖母シャトヤーンを妃きさきとし、白き月を直ちよつ轄かつすると宣せん言げんしたのである。

　それは天恵ギフトの時代と大航海の時代の終わりを宣言するものでもあった──
















第１話　明あ日すに向かって打て！
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（来るっ！）

　蘭花ランフア・フランボワーズは心のなかで叫さけんで、ぐっと腰こしを落とした。

　身体からだの前で、両手を絡からみ合わせる。こめかみを冷たい汗あせが伝った。

（右っ！）

　ネットを越こえて飛んできた白いボールに、ランファはすばやく反はん応のうした。真正面でとらえ、すくい上げるように跳はね返す。

「ミント！」

「おまかせ、ですわ」

　ふわりと上がったボールの下に、青い髪かみを短く切りそろえた少女が飛びこんだ。

　ぽすっ。

　ミント・ブラマンシュは細い両りよう腕うでで、大事そうにボールを抱だきとめた。

「さあ、行きますわよ、フォルテさん……」

　そのボールを、背せの高い赤毛の女じよ性せいに放ほうり投げようとしたとき、

「ピピーッ！」

　と、鋭するどい笛の音が響ひびきわたった。

「だめですよ！」

　ひとりの少年が駆かけてくる。歳としのころは十代半ばかそれより下で、小こ柄がらな身体を白衣で包んでいる。黒くろ縁ぶちの眼鏡めがねをかけ、手には携けい帯たい用ようの端たん末まつを持っていた。

「ボールを手で持っちゃいけないんです！」

　少年は、ネット横に直立している審しん判ぱんロボットを指差した。ロボットは手のひらを体育館の天てん井じように向け、首を左右に振ふっている。

「〝ほーるでぃんぐ〟の反はん則そくを取られたじゃないですか～」

「でも、〝ばれーぼーる〟が両手を使うスポーツだとおっしゃったのはリー博士はかせですわ」

「使います、使います。けど、持っちゃだめなんです」

「納なつ得とくできませんわ。どうしてだめなのか、もっとわかるように説明してくださらないと」

　ミントが冷たい目で少年を見つめる。頭の両側から飛びだした三角形のつけ耳が、キリッと上を向いた。

「まあ、いいじゃないか」

　フォルテ・シュトーレンが、ぽんぽんとミントの肩かたを叩たたいた。

「ルールだっていうなら、しょうがないだろ。あたしたちは従したがうまでだ」

「ありがとうございます、シュトーレン中ちゆう尉い」

　博士と呼よばれた少年が、ほっとした顔でフォルテを見上げた。

「正せい確かくなデータを取るためにも、ルールをちゃんと把は握あくしていただく必要があるんです。トランスバール皇こう国こく軍ぐんの精せい鋭えいであるエンジェル隊のみなさんなら飲みこみも早いと思って、お願いしたんですよ」

「飲みこみが早い、ねえ」

　フォルテは首を傾かたむけた。

「ああいうのもオーケーなのかな？」

　視し線せんの先では、ピンク色のふたつの花を髪に飾かざった少女が、たのしそうに右手と左手で交こう互ごにボールをはじいている。

「見て見て～、上じよう手ずでしょう？」

「……おみごと……です……」

　赤い瞳ひとみにライトグリーンの髪の少女──ヴァニラ・Ｈアツシユが、無む表ひよう情じようのまま言った。足もとではリスのような動物が、パチパチと熱心に拍はく手しゆしている。

「えへっ。これって、フライパンでオムレツを返すときの感じに似にてるんですよ～」

「ピピーッ」

　またもや笛が鳴った。審判ロボットの右手が、人差し指と中指をぴんと立てる。

「Ｖサイン？　わ～い、ほめてもらっちゃった～」

「違ちがいます～！」

　リー博士があわてて駆かけ寄よった。

「〝どりぶる〟ですよ。同じプレイヤーは、続けてボールに触さわっちゃいけないんです」

「ええ～っ。そうなんですか？」

「それに、三打以内で相手のコートに返さなくちゃいけません。いいですか？」

「ふわ～い」

　ミルフィーユ・桜さくら葉ばは泣きそうな顔でボールを抱かかえた。ランファがそばに寄って、よしよしと頭をなでる。

「博士、そんなにきつく言わなくてもいいんじゃない？　アタシたちみんな、ばれーぼーるははじめてなんだから」

「そりゃそうですよ」

　リー博士が不思議そうな顔になる。

「ばれーぼーるは、このトランスバール皇国だけでなく、全宇う宙ちゆうで失われていたスポーツですからね。それだけに、これはすご～く重要な実験なんです」

　博士は誇ほこらしげに胸むねを張はった。

「このたび見つかった〝ばれーぼーる訓練ロボット〟は、貴き重ちような遺失技術ロストテクノロジーのひとつです。できるだけ早く正確なデータを持ち帰って、分ぶん析せきにかけないと」

「そりゃ、まあ、そうだけど」

　ランファは口ごもった。

「でも、スポーツって本来、たのしむものでしょう？　アンタも白衣なんか脱ぬいで、いっしょにやってみない？」

「……ぼくにもブルマーをはけと？」

「ぶるまー？」

　ランファは自分の姿すがたを見下ろした。ユニフォームだから、と渡わたされたのは、白いＴシャツに黒い毛糸のパンツのようなものだ。

「ブルマーっていうのか……」

　少々露ろ出しゆつは激はげしいが、着き心地ごこちは悪くない。むしろ身体からだが軽く、全身で空気を感じられるところがいい。

（って言っても、オトコの子にはけとは言えないか……）

　あやうく少年のブルマー姿を想そう像ぞうしかけて、ぶるぶると首を横に振ふる。

「とにかく、ぼくはデータを取るだけで手いっぱいなんです。よろしくお願いしますよ」

「あ、待って……」

　ランファの手はむなしく宙を切り、リー博士はそそくさとコートから出ていった。

（一生懸けん命めいなのはよくわかるんだけど……あの歳としで仕事中毒ワーカホリツクっていうのもねえ）

　せっせとデータを端たん末まつに打ちこむ博士をながめ、ランファは肩かたをすくめた。
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　ことの起こりは一週間前。エンジェル隊が駐ちゆう留りゆうする〝白き月ポジテイブ・ムーン〟でのことだった。

「五人、足りないんです」

　眼鏡めがねをきりっと正し、白衣の少年はまだ幼おさなさの残る声で訴うつたえた。

「被ひ験けん者しやって言ったよね、トーマス・リー博士……だっけ？」

　エンジェル隊のオフィスのソファーに身を沈しずめ、フォルテはピシッと教官用の鞭むちを手に打ちつけた。

「はい、フォルテ・シュトーレン中ちゆう尉い」

「フォルテでいいよ。それって……なにかの実験台ってことかい？」

「そう思ってくださってけっこうです。じつは近年見つかった惑わく星せいリノが、ＥＤＥＮ文明の一大スポーツ施し設せつだったことが判はん明めいしました。ただ、完全な理り解かいにおよぶまでにはいろいろと具体的な実験も必要でして……」

「実験台ですか？　なんだか怖こわいですね～」

　焼きたてのアップルパイを切り分けながら、ミルフィーユがつぶやいた。

「あまり気乗りがいたしませんわ」

「けどさあ、ミント」

　ランファは立ちあがり、ぐいと身を乗りだした。赤いチャイナドレス風の制せい服ふくの裾すそから、みごとな脚きやく線せん美びがのぞく。

「この子も参加するって言ってるんだから、危き険けんはないはずよ。もしあるなら、それこそアタシたちで彼を守ってあげなきゃ」

　さりげなく意見しながら、内心は着々と計画を練っていた。

（ロストテクノロジーの研究者って、ふつうは女じよ性せいの〝月の巫み女こ〟ばかりなのに、この子はオトコ、それもこの歳としで〝博士〟の称しよう号ごうだなんて、超ちようエリートじゃない！　今け朝さの『マダム・ギャプレーの星ほし占うらない』で、第四しし座ざは『新しん鮮せんな出会いがあなたを待っています』って言ってたし。三歳さい年下だけど、将しよう来らい性せいじゅうぶんってことで……）

「でも……」

「ミルフィーは黙だまってて。ねえ、ヴァニラはどう思う？」

　ランファは、さっきからずっと黙って紅こう茶ちやをすすっている少女に声をかけた。

「……任にん務むなら」

　小さな口がぽつりと答える。

「フォルテさんの意見は？」

「まあ、ルフト司令からは行ってこいって言われてるし。ロストテクノロジーに関する調ちよう査さも、れっきとしたあたしたちの仕事だ。ここはボウヤのために一ひと肌はだ脱ぬぐとするか」

　思ったとおり、フォルテが判はん断だんを下す。

「わかりました」

「しかたありませんわね」

　ミルフィーユとミントがしぶしぶうなずいた。ランファは心のなかでガッツポーズを決めた。

「そういうわけよ、リー博士。喜んで協力させてもらうわ」

「どうもありがとうございます！　蘭花・フランボワーズ……さん」

　差しだされたランファの手を、博士がそろそろと握にぎりしめた。

「ランファでいいわ」

（──未来のダンナさまかもしれないんだし）

　と、ランファは心のなかで付け加えた。
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「はあ～、疲つかれた～」

「いい汗あせかきましたぁ～」

　ランファとミルフィーユは板いた張ばりの床ゆかに座すわりこんで、タオルで首くび筋すじの汗を拭ぬぐった。

「これでアタシたちも、いっぱしのばれーぼーる選手よね」

「はい、もうルールはばっちりです。身体からだはまだうまくついていかないけど……」

「ふふん、こういうときは、ふだんからの鍛きたえ方がものを言うのよ」

　ランファは故こ郷きようの惑星で伝でん統とう武ぶ術じゆつ〝カンフー〟を修しゆう得とくしており、運動神しん経けいにかけてはエンジェル隊で右に出る者はいない。

「あれ？　でもランファさん、このあいだから体重が増ふえたって……もがもが」

　だれかが近づいてくる足音がして、ランファはさっとミルフィーユの口を押おさえた。

「お疲つかれさまでした」

　顔を上げると、リー博士が端たん末まつをパチッと閉とじたところだった。

「まだまだいけるわ。博士、次はなに？」

「次はありません」

「へっ？」

「おかげさまで、ひととおりのデータは取れました。あとは帰って分ぶん析せきするだけです」

「そ、そうなの？」

　ランファはあっけにとられて、あたりを見まわした。たしかに最後の笛を合図に、ロボットたちは奥おくの倉庫らしきところに引っこんでしまっている。

「なんだ、もうすこし手ごたえがあるかと思ってたんだけどなあ」

　ランファが言うと、ミルフィーユも残念そうにうなずいた。

「終わりならしかたないですね。わたし、ロボットさんたちにお礼、言ってきます～」

　ピンク色の髪かみをなびかせ、てってっと倉庫へと駆かけていく。

「では、ぼくもコントロール・ルームへ」

　博士はぺこりと頭を下げた。

「すぐにシャトルが迎むかえに来ます。ぼくは施し設せつのメインスイッチを切ってきますから……」

　そのとき突とつ然ぜん、ワーッという耳をつんざくような大だい歓かん声せいがあたりを包みこんだ。

「なにっ？」

　ランファはぎょっとして左右を見み渡わたした。

　いつのまにか、体育館の客席がすべて人ひと影かげで埋うまっている。老ろう若にやく男なん女によ、ありとあらゆる人々がこぶしを突つきあげ、旗を振ふったり、ピイッと口笛を鳴らしたりしている。

「映えい像ぞうのようですわね」

　ミントが本物の耳をぎゅっと押さえた。

「施設の機き能のうのひとつなのでしょうか」

「おかしいなあ。どうして勝手に動きだしたんだろう？」

　リー博士がぶつぶつ言いながら、倉庫の隣となりのコントロール・ルームへと消える。が、すぐに悲鳴があがった。

「うわっ？　どうなってるの？」

「リー博士？」

　ランファはあわててあとを追った。見ると、博士がコントロール・パネルの前であたふたしている。

「まるで言うことをきかないんです～」

　ずらりと並ならんだボタンを片かたっ端ぱしから押していくが、まったく反はん応のうはない。

「壊こわれちゃったの？」

「そんなはずはありません。壊れるわけは……」

　ランファははっとして振り返った。ちょうどミルフィーユが、隣の倉庫から出てくるところだった。

「ミルフィー！　アンタ、またなにかやったでしょう！」

「ええっ？　わたし、なにもしてませんよ」

「ほんとに？」

「ロボットさんたちにさよならを言っただけですよ。あ、そう言えば、審しん判ぱんロボットさんと握あく手しゆしたときに、なにかポチッて音がしたような……」

「……大変です……」

　振り向くと、ヴァニラが立っていた。

「……外に、出られません……」

「なんですって？」

　ランファは体育館を横切り、両開きの扉とびらへと走った。フォルテが足を踏ふんばり、懸けん命めいに扉をこじ開けようとしている。

「ちくしょう！　この扉、うんともすんとも言わないんだよ」

「いったいどういうこと……」

「ピンポンパンポーン」

　ランファの言葉をさえぎって、館内に軽やかなチャイム音が響ひびいた。つづいて、機械的なロボットのアナウンスが聞こえる。

「コレカラ、ろぼっとちーむ対えんじぇる隊ちーむノ試合ヲ始メマス。先ニ二五点ヲ取ッタちーむノ勝チデス。両者、入場！」

　倉庫から審判ロボットにつづいて、黒いユニフォームに身を包んだ選手ロボットたちがぞろぞろと現あらわれた。

「こらっ、あたしたちを外に出しな！」

　フォルテが審判ロボットに向かって、ドタドタと突進する。

「こーとニ入ッテクダサイ。試合ガ始マリマス」

　すでに選手ロボットたちは、片方のコートに整列している。

「ちょっと、リー博士はかせ、いったいなにがどうなってるんだい？」

「それが、よくわかりません」

　博士は蒼そう白はくな顔で、審判ロボットに手を触ふれて調べている。しかし、解かい除じよスイッチのようなものはどこにも見つからなかった。

「スデニ試合もーどニ移い行こうシマシタ。試合ガ終ワルマデハ、外ニ出ラレマセン」

「試合モード？」

　ランファはリー博士に視し線せんを移うつした。

「なんなの、それ？」

「さあ……おそらくさっきまでのは、〝練習モード〟だったんでしょう。なんのために試合なんかするのか……」

「ごめんなさい、わたしのせいで～」

　ミルフィーユが目をうるうるさせて、何度も何度も謝あやまった。
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「両者、礼ッ！」

「よろしくお願いしま～す」

　相手チームと向かい合って挨あい拶さつをすませると、ランファたちはコートに散った。

「本当に試合をするんですか？」

　前ぜん衛えいについたランファの後ろから、リー博士が気乗りしないようすで声をかけた。邪じや魔まな白衣は脱ぬぎ捨すて、いまはＴシャツに短パンという少年らしい姿すがたになっている。

「しかたないでしょう。そうしなきゃ外に出られないんだから」

「はあ……」

　そのとき、隣となりからフォルテとミントのひそひそ声が聞こえてきた。

「わたくしたち、とにかく試合をすればよろしいんですわよね」

「そうだな。ここは適てき当とうにやりすごして、とっとと外に……」

　突とつ然ぜん、体育館じゅうからものすごいブーイングの嵐あらしが起こった。

「やかましいっ！」

　フォルテが、さっと腰こしに手をあてた。ホルスターから、スチャッ、と拳けん銃じゆうを取りだす。光線銃レイガンが主流となったいまでは珍めずらしい、火薬式の銃だ。

「てめえら、まとめてぶっ飛ばしてやる！　そうすりゃ外にだって出られるんだ！」

「や、やめてください！」

　リー博士がその腕うでにしがみついた。

「ロストテクノロジーをなんだと思ってるんですか？　壊れれば、今度こそ本当に失われてしまうものなんですよ！」

「ちっ……」

　フォルテは、しぶしぶ銃を下ろした。

「わかったよ。こいつらに、ばれーぼーるで目にもの見せてやろうじゃないか」

「……ふう」

　博士がほっと胸むねをなでおろした。

（この子ったら、ほんとにロストテクノロジー一ひと筋すじなんだ）

　少年の安あん堵どの口もとを見て、ランファはふと思った。

「ピピーッ」

　試合開始の笛が鳴った。すでに最初のサーブ権けんは、試合前のコイントスでエンジェル隊チームと決まっている。

「行きますわよ～！」

　かけ声とともに、ミントがアンダーハンドサーブを放った。練習のかいあって、ボールは無事に相手コートに落ちる。

　選手ロボットたちの、絵に描かいたようなレシーブ、トス……。

　ズバンッ。

　目にも止まらぬ速さで、ランファの足もとにボールが叩たたきつけられた。
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（えっ……？）

「ピーッ、ろぼっとちーむ」

　観客席に取りつけられた電光掲けい示じ板ばんに、一点が入る。ワーワーと歓かん声せいがあがった。

「すごい……」

　ランファの心しん臓ぞうがバクバクと音をたてた。さっきまでとは大おお違ちがいだ。ロボットたちは本気で勝とうとしている。おそらくそういうプログラムになっているのだろう。

（でも、負けないわ）

　ランファは奥おく歯ばを嚙かみしめた。

（勝負っていうものは、相手が強ければ強いほど、やる気が湧わいてくるのよ！）

　とはいえ、以い降こうの試合経けい過かは一方的だった。まだボールの扱あつかいに慣なれていないエンジェル隊に比くらべ、相手はバレーボールのエキスパートなのだ。コートを縦じゆう横おう無む尽じんに走りまわり、トスを上げ、わずかな隙すき間まを狙ねらってアタックを打ちこんでくる。

　やがて、ランファたちの息が切れてきた。

「ちょいと、博士」

　フォルテがぜいぜいと喉のどを鳴らした。

「ばれーには、タイムとかないのかい？　ふつう、スポーツにはあるもんだろ？」

「あ、はい、そうですね」

　リー博士が審しん判ぱんロボットに駆かけ寄よった。「ピピーッ」と笛の音が響ひびく。

「タイムアウト、えんじぇる隊ちーむ」

（はあ～、やっと一休みできる～）

　ランファが座すわりこんで電光掲示板を見上げると、すでにスコアは〝三対二〇〟という無残なものになっていた。
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「もうやめてもいいんじゃないですか？」

　コートの横で円えん陣じんを組むランファたちに、リー博士が投げつけるように言った。

「なに言ってんの。勝負はこれからよ」

　ランファは笑って答えた。

「無理ですよ、棄き権けんしましょう。勝てもしないものをつづけてどうするんですか？」

「あら、まだ決まったわけじゃないわ」

「そうは言っても、ぼくたちは選手じゃないんですよ。なのにどうしてこんな苦労をしなくちゃいけないんです？」

「苦労？　べつにアタシはぜんぜん苦労じゃないけど」

「そうですか。まあ、たしかにあなたたちは遊びのつもりかもしれません。けれど、ぼくにはいい迷めい惑わくです。ぼくは一いつ刻こくも早く研究所に戻もどって、データを分ぶん析せきしたいんですよ」

　さすがにこの言葉には、ランファもかちんときた。

「だれが遊んでるですって？」

　形の整ととのった眉まゆをぴくりと上げる。

「見てみなさいよ。フォルテさんだって、ミントだって、汗あせをかいて、息を切らしてる。ミルフィーなんか、転んでばかりで膝ひざ小こ僧ぞうがすり傷きずだらけよ」

　ミルフィーユは「てへ」と頭をかいた。その前にヴァニラがしゃがみこみ、リスのような動物──極微機械ナノマシーンの集合体コンプレツクス──に治ち療りようをさせている。

「なのにアンタはどう？」

　ランファは博士をまっすぐ見すえた。

「平気でしょう？　息だって切れてないじゃない。なにもしてないからよ。見ているだけで、ボールを追いかけもしないから……」

「追いかけてなんになるんです？」

　リー博士は首をかしげた。

「ぼくにはもっと大事なことがあります。たくさんのロストテクノロジーを見つけて、貴き重ちようなデータを集めなければ……」

「そんなの、カラッポのデータじゃない！」

　ランファは思わず叫さけんでいた。

「どうして〝試合モード〟があると思うの？　勝つためでしょう？　強くなるためでしょう？　ロボットを作ったひとは、アンタに研究してもらおうと思って作ったんじゃないわ。ばれーぼーるをたのしんでもらうために作ったのよ」

　ランファの頭に、エンジェル隊の一員として自分があやつる紋章機エンブレムフレーム──先文明が残した最高技ぎ術じゆつの賜たま物ものである大型戦闘機──が浮うかんだ。

（アタシはまだ、カンフーマスターを乗りこなしていない。もっと知りたい……だれが、どんな思いで紋章機エンブレムフレームを作ったのか。そうすれば、もっとアタシは強くなれる気がする）

　はるかな遠い過か去こ、この施し設せつは無機的な研究対象ではなかったはずだ。使命に燃もえるロボットたちが、ひと──明あ日すの栄光を夢ゆめ見みる選手たち──を特訓していたはずなのだ。

「ピピーッ」

　そのとき、試合再さい開かいを告げる笛が鳴った。

　はっとしたランファの肩かたに、フォルテがやさしく手を置いた。そして、リー博士のほうに向き直る。

「おまえさんが言うとおりなら、試合はどうせあっという間に終わる。それまで、コートのすみで見てればいいさ」

「…………」

「ただ、ひとつだけ言わせてくれ。おまえさん、さっき、あたしからロストテクノロジーを守ろうとしただろう？」

「あたり前です。大切な遺い産さんですから」

「なら、ランファの言葉の意味もわかるはずだよ。本当に大切だと思うんなら、真マ剣ジにぶつかっていくのが、敬意を払ってるってことになるんじゃないのかい？」

「真マ剣ジに……ぶつかる……」

　ランファの耳に、博士が小さな声でくり返すのが聞こえた。
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　試合は、ロボットチームのサーブから再開された。

　ヴァニラがレシーブし、ミントがすばやくボールの下に入る。

「ランファさんっ！」

「オーケー！」

　絶ぜつ妙みようのタイミングで上がった短いトスを、ランファは後こう衛えいのロボットの頭めがけて叩たたきこんだ。が、ボールは思いのほか浮いて、エンドラインぎりぎりのところで床ゆかに落ちた。

「ふう……ツイてた……」

　エンジェル隊チームに久ひさ々びさの一点が入る。

　休きゆう憩けいをとったとはいえ、体力は限げん界かいに近かった。いっぽうのロボットたちは疲つかれ知らずで、まったく動きは衰おとろえていない。

（ずるいなあ、ほんと。なにか弱点でもわかればいいのに……）

　サーブのために後ろに下がろうとして、ランファはあれっ、と思った。リー博士はかせが、入れ違ちがいにコートの中央に歩いていったのだ。

「ヴァニラさん」

　ささやく声が聞こえた。博士は端たん末まつを開いて、後衛でレシーブに備そなえているヴァニラの耳もとになにごとか告げている。

「……ロボットの……人間と同じ……視し覚かくが……」

　わずかに聞き取れたのは、それだけだった。ヴァニラが小さくうなずき、博士が離はなれる。

「ピピーッ」

　笛が鳴って、ランファは思い切りサーブを放った。選手ロボットがレシーブに走る。が、わずかにタイミングがずれて、ボールはそのままネットを越こえて返ってきた。

「ヴァニラ！」

　ランファの指し示じを待つまでもなく、ライトグリーンの髪かみの少女が両手を構かまえる。

　バシッ、と音がした。しかし浮かびあがったボールを見て、ランファはあぜんとした。

「ボールがふたつ？」

　まさしく、ふたつのボールが同じような軌き道どうを描えがいて、ふわふわと相手コートに飛んでいく。後衛の選手ロボットは、どちらを受けようかと右う往おう左さ往おうした。結局、手近なひとつにためらいがちに腕うでを差し伸のべる。

　しかし、ボールは途と中ちゆうできらきらと光る白銀の粒りゆう子しに変わった。その横で、本物のボールがポンッ、と床を跳はねる。

「ナノマシーン……」

　光の粒子がリスの形をとり、あたふたとネットの下を駆かけ戻もどってくるのを見て、ランファにもようやくわかった。ヴァニラの意い志しに従したがい、ボールという仮かりの姿すがたをとったのだ。

「やるじゃないか、ヴァニラ！」

　フォルテが背せ中なかをばんばん叩いた。

「……消える……魔ま球きゆう……」

　ヴァニラがつぶやいて、リー博士のほうを見た。

「そうか……アンタの作戦なのね」

　ランファははっと気づいた。

「はい。ロボットの五感は人間のものと同じように作られています。ボールも視覚でとらえているはずなので……」

「すごいわ！」

　ランファは思わず、リー博士に抱だきついた。

「え、あ、その……」

「もっとない？　なんでも言ってよ。どんな作戦でもやってみせるわ！」

「でもぼくには……」

「大だい丈じよう夫ぶ、アンタならできる！　アンタの頭ず脳のうとアタシたちのチームワークがあれば、ぜったい勝てるわよ！」

「……はいっ！」

　博士は頰ほおを赤く染そめ、背せ筋すじを伸ばした。

「ぼくが集めたデータによると……」

　こうして、エンジェル隊チームの怒ど濤とうの反はん撃げきが始まった。

　ロボットの擬ぎ似じ脳のうは、わずかだが人間と同じ思念波を発しているようだという博士の意見を聞いて、ミントが精神感応能力テレパシーを使って彼らの狙ねらいを探さぐる。おかげで、フェイントや時間差攻こう撃げきにはまったく引っかからなくなった。

　ロボットチームは流れを崩くずされ、攻撃が単調になった。いっぽう、エンジェル隊チームは俄が然ぜん、士気が高まり、ミルフィーユのへろへろなアタックでさえ、ロボットどうしのお見合いを誘さそって点を取れる始末。

　気がつくと、スコアは二四対二三になっていた。

「きゃあ、わたしたちのマッチ・ポイントです。すごい～」

　ミルフィーユがぴょんぴょん飛びはねる。ランファはその背中をぐいと押おした。

「アンタのサーブよ。しっかりね」

「は～い。ぜったいに入れるから、ランファさん、決めてくださいねっ！」

「まかせといて！」

　ランファはこぶしを握にぎりしめた。

（あと一点……）

　横を見る。リー博士が、肩かたで息をしながらネットの向こうを見つめていた。彼は、頭を働かせるだけでなく、いっしょになってボールを追いかけている。

「そ～れ！」

　ミルフィーユが慎しん重ちようにサーブを打つ。ゆるゆると上がったボールは天てん井じようをかすめ、相手コートに落ちていった。レシーブされたボールが、まっすぐにセッターに上がる。

　左右の両方から、アタッカーのロボットがジャンプする構えを見せた。

「ミント、どっち？」

　ブロックに走ろうと、ランファはすばやく訊きいた。

「それが……後ろなんです」

「後ろ？」

　その瞬しゆん間かん、トスが上がった──前ぜん衛えいのロボットたちに向かってではなく、後衛の、低く腰こしを落としたロボットに向かって。

「なに、あれっ？」

「……バックアタックです！」

　リー博士が叫さけんだ。

　ロボットがアタックラインの後ろでばんと床ゆかを踏ふみきり、弓なりに身体からだをそらした。バネのようにしなやかに、右みぎ腕うでに体重を乗せる。

　芯しんでとらえたボールが、ネットを越こえた。

　ランファが茫ぼう然ぜんと見ていたのは、ほんの一瞬だった。ボールが飛んでくる方向に、さっと身体を躍おどらせる。

（……届とどかないっ！）

　思ったときには、足が出ていた。身体にしみついたカンフーの動きもそのままに、爪つま先さきで思い切りボールを蹴けりあげる。

　ボールはふわりとネットを越え──ぽとん、と相手コートの真ん中に落ちた。

（しまった……）

　選手ロボットは突つっ立ったままだ。観客も静まり返っている。ミルフィーユたちも、あっけにとられてランファを見つめていた。

「ご、ごめん」

　ランファは顔を真まっ赤かにして謝あやまった。

「つい、いつもの癖くせで……ごめん、せっかく博士の作戦でここまで来たのに……」

「ピピピーッ」

　笛が鳴った。長い、長い笛の音だった。

　ランファは電光掲けい示じ板ばんを見上げた。一瞬、両方の得点が消えて真っ暗になり、再ふたたび数字がともる。
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　二五対二三。

　体育館を埋うめつくした観かん衆しゆうから、いっせいに拍はく手しゆが湧わき起こった。

「やった！　勝ちましたよ！」

　ミルフィーユが抱だきついてくる。

「どうして？　アタシ、ボールを足で蹴ったのに……」

「ランファさん！」

　リー博士が携けい帯たい用ようの端たん末まつを床に放り捨すて、満面に笑えみを浮うかべて走ってきた。

「ボールが足に当たっても反はん則そくじゃありません！　身体の一部なんです！」

「そ、そう……そうなんだ」

　ランファの顔がみるみる輝かがやいた。喜びがじわっとこみあげてくる。

「勝った……勝ったのね！」

「はいっ！」

　博士がランファの手を握にぎりしめた。

「ランファさんの言うとおりでした。ばれーぼーるがこんなにたのしいなんて、思いもしなかった」

「でしょう？」

「はい、すごくドキドキしました。ぼく、心のどこかでスポーツなんてくだらない、と思ってたのかもしれません。ずっと勉強ばかりで……結果がすべてだと思ってたから。どうしてロストテクノロジーが作られたかなんて、考えたこともなかった」

「でも、もうわかったわよね」

　ランファは彼の手をぎゅっと握り返した。

「はい。だれかの……ひとの、熱い思いがあったからなんですね」

　そのとき、彼の本当の笑顔をはじめて見たと、ランファは思った。




　トーマス・リー博士が再びエンジェル隊のもとにやってきたのは、それから一週間後のことだった。

「すみません、また五人足りないんです」

「……そ、その格かつ好こうは？」

　オフィスに現あらわれたリー博士を見て、ランファは手にしていたタバスコたっぷりのピザの切れ端はしをぽとりと膝ひざに落とした。

　だぶだぶの長なが袖そでシャツとズボン。顔を覆おおうガードのついたヘルメット。右手には背せ丈たけほどの先の曲がった棒ぼうを掲かかげ、左手にはスケート靴ぐつをぶらさげている。

「〝あいすほっけー〟のユニフォームです」

「あいすほっけー？」

「氷上のスポーツです。小さなパックを追いかけて、スティックを使ってゴールに入れるんですよ。惑わく星せいリノでまた新たな訓練ロボットが発見されたんですが、やっぱり被ひ験けん者しやが五人足らなくて……」

「……だって。どうする、みんな？」

　ランファは振ふり返って、ソファーでくつろぐ四人を見まわした。

「やりましょうよ！」

「わたくしもかまいませんわ」

　ミルフィーユとミントが答える。フォルテは博士を見た瞬しゆん間かんから笑い転げていたが、ようやく人差し指で涙なみだを拭ぬぐった。

「あたしもかまわないよ。あいすほっけーとやらに興きよう味みもあるしね。ヴァニラは？」

「……今度は……分身パック……」

　テーブルの上ではナノマシーンのリスが、ティーセットのスプーンを使ってぶるんと素す振ぶりをした。

「オーケー、みんな」

　ランファは博士に向かってウインクした。

「聞いてのとおりよ。その依い頼らい、受けさせてもらうわ」

「ありがとうございます！」

　リー博士が顔を輝かせた。

「ぼく、決めたんです。もっともっとロストテクノロジーを研究して、失われたスポーツを復ふつ活かつさせようって。宇う宙ちゆうじゅうの人々に、スポーツのたのしさを伝えるんです！」

（へええ、イイ顔になったじゃないの）

　これなら二、三年先がたのしみだな、とランファは心のなかでエールを送った。
















第２話　幸せの黄色いくちばし
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　画面が暗転して、雄ゆう大だいな自然の風景が広がる。

　コバルトブルーの空、流れる白い雲。かなたに横たわる赤茶けた大地。風にそよぐ背せい高たかの草原。

　中央のオアシスのまわりには、色とりどりの動物が顔をそろえている。キリン、ゾウ、ライオン、アルマジロ、カモノハシ、イヌ、ネコ、ハムスター……。

（今日きようは大おお勢ぜいの方がいらしてますわね）

　ミント・ブラマンシュはモニターの前で頰ほおづえをつき、「入室」の指し示じを出した。

　同時に、画面の草原に一頭のパンダが降おりたった。仲間たちに加わろうと、くるくるでんぐり返しをしながら近づいていく。

　ミントは思わず口もとをほころばせた。

　ここは、さまざまな同どう志しが集まる交流の場、〝チャットルーム〟。先文明ＥＤＥＮが遺のこした不特定多数の人間のための通信システムだ。この部へ屋やの名前は『The Room of Animal Costumes』、すなわち『着ぐるみの部屋』。参加者は、登録のさいに決めた動物の姿すがたで画面上に現あらわれる。

「みなさん……」

　ミントは話しかけようとして、動物たちの会話にはたと気をとられた。

〈かわいいだけじゃダメなんだって。本物らしくなきゃいけないそうだよ〉

〈やっぱり賞金が百万ＧＣギヤラともなると違ちがうわねえ〉

　どうやら話題は、このたび惑星ピアで開かい催さいされる「着ぐるみコンテスト」についてのようだ。あるレジャーランドのマスコットを募ぼ集しゆうするもので、優ゆう勝しよう賞金はなんと百万ＧＣギヤラ。宇宙コンビニの新しん規き店てんを、さくっと出せるほどの大金である。

〈へへん、ぼくなんかもう、応おう募ぼしちゃったもんね〉

〈お気の毒さま。賞金はわたしのものよ〉

〈ふんっ。おれの作品にかなうわけないさ〉

〈なんですって〉

　会話は、画面上の丸い吹ふきだしだけで交かわされる。他人の心の声が聞こえる精神感応能力者テレパスのミントにも、彼らの言葉の裏まではわからない。

　それでも──と、ミントは思った。

　陽ひだまりのように暖あたたかかったこの部屋が、いまは空気がぴんと張はりつめている。太陽は相あい変かわらずさんさんと照りつけているが、動物たちの心には真冬のごとき寒風が吹いているようだ。

〈あれ？　パンダさん、いつのまに来てたんですか？〉

　ようやく、アルマジロがミントの来らい訪ほうに気づいた。

〈応募作品はできあがったんですか？〉

「いえ、わたくしは……」

〈早くしないと間に合いませんよ。惑わく星せいピアに届とどく時間も考えて……〉

〈あら、ライバルは少ないほうがいいわ〉

〈そうそう。敵てきを助けるような真ま似ねはやめてほしいよね〉

　険けん悪あくな雰ふん囲い気きに、ミントはいてもたってもいられなくなった。

「わたくしはこれで失礼します。みなさまの健けん闘とうをお祈いのりしていますわ」

　口早に言い、「退たい室しつ」の指示を出す。画面が消える寸すん前ぜん、パンダが深々とお辞じ儀ぎをした。

　暗くなったモニターの前で、ミントは白いつけ耳をぺたりと寝ねそべらせた。

（以前はみなさん、もっとたのしそうにおしゃべりしていましたのに……）

　匿とく名めいで好きなことを語り合える、その気軽さが気に入って、ときどきのぞきにきていたのだが。

「──ント、ミント？」

　はっと胸むなもとを見下ろすと、濃のう紺こんのリボンに取りつけたクロノクリスタル──先文明の携けい帯たい用よう通信機──が赤く点てん滅めつしていた。

「なんでしょう、フォルテさん？」

「──ルフト司令から新しい任にん務むを聞いてきた。オフィスに集まってくれ」
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「そろったようだね」

　月の天使隊ムーンエンジエル・ウイングの隊長ウイング・コマンダー、フォルテ・シュトーレンが、教きよう鞭べんをしならせながら部へ屋やを見まわした。

「今回の任務は、遺失技術ロストテクノロジーの回かい収しゆうだ。どこぞのアホが、未知のロステクを私し物ぶつ化かしていて……おお、サンキュ」

　話を止め、ミルフィーユが差しだした湯気のあがる白いカップを受け取る。

「今日のデザートは、パッションフルーツをブレンドした特とく製せいトロピカル・チーズケーキですよ～」

　腰こしにレモン色のエプロンを巻まきつけたミルフィーユ・桜さくら葉ばが、にっこり微笑ほほえむ。

「こりゃうまそうだ……って、いいから、座すわって話を聞きなさい」

「は～い」

　ミルフィーユがささっと腰を下ろすのを待って、フォルテが説明を再さい開かいした。

「ここから三日ほどいったところにある惑星ピアに、トランスバール皇こう国こくでも有数のエンタテインメント会社、Ｔコーシン社の本社がある。ここの社長が、どういうわけかロストテクノロジーを個こ人じん所有しているらしい」

「それってダメなんですか？」

「アンタねえ、あたり前でしょう？」

　ミルフィーユの向こうで、蘭花ランフア・フランボワーズが人差し指でこめかみをぎゅっと押おさえた。

「実用化されたものならともかく、発見されたロストテクノロジーはかならず〝白き月ポジテイブ・ムーン〟の管理下で研究されなきゃいけないのよ。どんな危険なものかわからないでしょう」

「あっ、それもそうか」

「ったく、おまえさんは……」

　フォルテが言いかけて、あきらめたようにため息をついた。

「来週末、Ｔコーシン社は着ぐるみコンテストを開かい催さいする。新たに建けん設せつするレジャー施し設せつのマスコット・キャラクターを審しん査さするんだそうだ。そこで、社長秘ひ蔵ぞうのロステクが披ひ露ろうされるらしい」

　ミントのつけ耳がぴきっと立った。

「……初耳ですわ」

「なんか言ったか、ミント？」

「いえ……話を続けてくださいな」

「あたしたちはそのロステクを回収に行く。ただ、気をつけてほしいことがある。なんでも同じものを、怪かい盗とうスターバニーが狙ねらっているらしい」

「スターバニー？」

　全員がいっせいに訊きき返した。フォルテがうなずき、顔を部屋のすみに向ける。

「ヴァニラ、説明してやってくれ」

「……はい」

　ライトグリーンの髪かみの少女が、音もなくソファーから立ちあがった。

「……スターバニーは、ロストテクノロジーばかりを狙う神しん出しゆつ鬼き没ぼつの盗とう賊ぞくです。船せん籍せき不明の宇う宙ちゆう船せんをあやつり、白き月ポジテイブ・ムーンに移い送そうされる前のテクノロジーをおもなターゲットにしています」

「エンジェル隊にとっては宿しゆく敵てきというわけね」

　ランファが形のよい眉まゆをひそめた。ヴァニラ・Ｈアツシユが無む表ひよう情じように、手にした資し料りようをめくる。

「……変へん装そうが得意で、素す顔がおはまったく知られていません。今回も、関係者に姿すがたを変えて会場に忍しのびこむ可か能のう性せいがあります」

「というわけだ。くれぐれも、やつに先を越されないようにな」

「でもフォルテさん、どうやってその会場に乗りこむつもり？」

　ランファが首をひねった。

「エンジェル隊が行っても、『ロストテクノロジーなんか知りません』って顔して追い返されるだけでしょう？」

「そこだよ、困こまってるのは」

　フォルテが頭を抱かかえた。

「なにかいい方法はないもんかね？」

　ランファとミルフィーユが視し線せんを交かわした。しかし、よいアイディアはなかなか浮うかんでこない。

（仕方ありませんわね。気は進みませんけれど、あれでいってみますか……）

　ミントはしぶしぶ、作戦をたて始めた。




　　　　３




「──かつてＥＤＥＮ文明には、全宇宙の人々に愛されたマスコット・キャラクターがあった！」

　照明を落としたホールの舞ぶ台たい上で、恰かつ幅ぷくのよい初老の男性がさんさんとスポットライトを浴びていた。

「言い伝えによると、それは美しい黒ネズミの着ぐるみであったという。残念ながらいまではその姿を偲しのぶことはできないが、その毛皮はビロードのようにつややかで、瞳ひとみは夜の海のように神しん秘ぴ的であったことだろう」

　Ｔコーシン社のコリンズ社長は、六百年の過か去こに思いをはせるように両手を広げた。

「かくもリアルな芸げい術じゆつ品ひんが生まれるとは、世界が平和であり、人々の心が豊ゆたかである証あかし！　いま、宇宙の覇は権けんを握にぎるトランスバール皇国にも、今後百年、いや永えい遠えんに人々の心に残る、象しよう徴ちようたるマスコット・キャラクターが必要だと私は思うのである！」

　割われんばかりの拍はく手しゆが湧わき起こる。コリンズ社長が、すました表情でそれを静めた。

「その第一歩として、わが社がこの惑わく星せいに建設するレジャーランドのマスコットを審査する。優ゆう勝しよう賞金は百万ＧＣギヤラ！　さあ、新たなる夢ゆめを担になう着ぐるみをご堪たん能のうください！」

　あたりがぱっと明るくなった。パーティ会場を兼かねた華はなやかなホールに、二十ほどの着ぐるみが散っていく。招しよう待たい客きやくのなかに混まじり、間近で審査してもらうためだ。

「さて、あたしたちも始めるとするか」

　ライオンの着ぐるみをかぶったフォルテが、口もとからぐわっと鋭するどい牙きばをのぞかせた。

「うわあ、フォルテさん、怖こわいです～」

　フラミンゴ姿のミルフィーユが、びくっと飛びのいた。

「そうかい？」

「はい、食べられちゃうかと思いました」

「たしかにこの着ぐるみはよくできてるね。いままで遊園地とかで見たことがあるようなやつとは、一味も二味も違ちがうよ」

「すごいわよねえ。アタシ、社長の演えん説ぜつにちょっと感動しちゃった」

　ランファが、クジャクのきらきらした尾お羽ばねを左右に振ってみせる。

「いまのアタシたち、ＥＤＥＮ文明の最さい先せん端たんにいるのかもしれないわよ」

「そうだな」

　フォルテがたくましい前足で、顔のまわりのたてがみをなでた。視線がミントに落ち、複ふく雑ざつな表情を浮かべる。

「……ところでミント、あの社長がどこにロステクを隠かくしたか、わからないか？」

「それが、ずっと試ためしているんですけど……」

　社長の心の声は、いっこうに聞こえてこない。それどころか、周囲の人間がなにを考えているのか、さっぱりわからないのだ。

「精神感応遮しや断だん装そう置ちが働いているようですわね。著ちよ名めいな方々が呼よばれる場所では、よくあることですわ」

「そうか」

　フォルテはあっさりと言った。もとより、簡かん単たんにすませられる任にん務むとは思っていない。

「しょうがないな。散開して情じよう報ほうを集めよう」

「はいっ！」

　勢いきおいよく返事をし、エンジェル隊は散っていった。しかしすぐに、興きよう味み津しん々しんの招待客たちに囲まれる。クジャクやフラミンゴを指して、口々に美しいだのよくできているだのとたたえているのが聞こえる。真っ黒なアシカに扮ふんしたヴァニラも、「まるで水のなかから出てきたみたい」と絶ぜつ賛さんされていた。

（たしかにどの着ぐるみもすばらしい出来ですわ……本物らしいリアル、という点では）

　ミントのまわりだけ、だれもいない。ときおり視し線せんを向ける者はいるが、「おや？」という表ひよう情じようを浮うかべて去っていく。

（……仕方ありませんわね）

　ミントはため息をついて、自分が選んだ着ぐるみを見下ろした。

　ところどころ褪あせた黄色に、ほつれも見える。他の着ぐるみよりずっとデフォルメされていて、真ん丸の胴どう体たいからアンバランスな小さな羽が生えていた。目はくりくりっと大きく、平べったいくちばしが──

「うわあ、ヒヨコさんだあ」

　だれかが、尾羽を引っ張ぱった。振り返ると、小さな女の子がにこにことミントを見上げている。

　歳としは七、八歳さいくらいだろうか。栗くり色いろの髪かみに大きなリボンを飾かざり、仕立てのよいワンピースを着ている。履はいている靴くつもブランドものだ。裕ゆう福ふくな客が連れてきた子こ供どもだろう。

「かわいい～。それにふかふかね」

「着ぐるみですもの。当然ですわ」

　ミントがきっぱり答えると、少女は目を丸くした。

「でもおじいさまは、着ぐるみは本物らしくなくちゃいけない、気高くて美しくなきゃいけない、って言うわ」

「わたくしはそうは思いません」

「ほんとに？」

「ええ。かわいくて抱だきしめたくなるのが着ぐるみというものですわ」

　少女の顔がぱっと輝かがやいた。

「なら、もっと触さわってもいい？」

「もちろんですわ」

　少女が大きく息を吸すいこんだかと思うと、ばしっとミントに抱きついてきた。首のあたりに顔を埋うめ、気持ちよさそうに目を閉とじる。

「あったかい……ピーちゃんみたい」

「ピーちゃん？」

「うん。むかし持ってたヒヨコの人形なの。とても大切にしてたのに、ボロボロになったからっておじいさまが捨ててしまって……」

　少女は紫むらさき色いろの瞳ひとみを曇くもらせた。

「新しいおもちゃなんかほしくないのに……。おじいさま、ちっともわかってくれないの」

　少女は会場を振ふり返った。
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「動物さんがいっぱい来るからって、あたし、たのしみにしてたのよ。だけど、みんな大きくてごわごわしてて、つまんないの」

　視線の先には、フォルテのライオンをはじめ、クマ、シマウマ、オオカミなどが立っている。

　同じ思いの少女がいる──

　そのことに、ミントはなんだか勇気づけられた。

「あっ。でもね、カンガルーさんだけは味方なのよ」

「どうしてですの？」

「う～ん……ほんとは秘ひ密みつなんだけど……」

　少女はヒヨコの耳もと──正せい確かくにはミントの耳があるあたり──に口を寄よせた。

「ヒヨコさんにだけは教えてあげる。あのね……」

「お嬢じようさま～！」

　そのとき、甲かん高だかい男の声が響ひびいた。顔を上げると、黒服に身を包んだ眼鏡めがねの男がこちらに向かって走ってくる。その背はい後ごにいる人物を見て、ミントはあっと思った。

「ベティ、こんなところにいたのか」

　Ｔコーシン社のコリンズ社長は、眉まゆ根ねを寄せて少女を見すえた。

「どこに行ったのかと思ったぞ。おまえは審しん査さ委員長なのだから、ちゃんと着ぐるみを見てまわらないと……」

「見てるわよ。ほら、このヒヨコさん」

「んっ？」

　社長はそこではじめて、ミントに気づいたようだった。

「な、なんだ、この貧ひん相そうな着ぐるみは？」

「ええと、作品ナンバー二十。最後に届とどいた応おう募ぼ作品です。製せい作さく者しやは……」

「そんなことは訊きいとらん！」

　秘書とおぼしき黒服が縮ちぢみあがった。

「どうしてこんなみっともない作品が会場をうろついとるんだ！」

「そ、その、応募作品はすべて披ひ露ろうせよとのご指し示じで……」

「怒おこらないで、おじいさま」

　ベティと呼よばれた少女が、ミントの首をぎゅっと抱きしめた。

「あたしは好きよ。ヒヨコさんの優ゆう勝しようじゃだめ？」

「ばかなことを言うな！」

　社長はこめかみをぴくぴくさせた。

「こんな出来の悪い着ぐるみを優勝させられるものか。ロイ、コンテストがすんだら、すぐにこのボロ布ぬのを始末しろ」

「はいっ」

　ロイと呼ばれた秘書が、さっと敬けい礼れいした。

「やめて、おじいさま。ヒヨコさんを捨てないで」

「いいからベティ、こちらに来なさい。もっとすばらしい着ぐるみを見せてあげよう。どれも手がこんでいて、まるで本物みたいに……」

「いや！　あんなの怖こわいだけだもん！」

　ベティが社長の手をびしっとはねのけた。

「おじいさまなんか、だいっ嫌きらい！」

　くるりと背せを向け、走っていく。ロイがあわててあとを追おうとしたが、社長がその肩かたをぐっとつかんだ。

「かまわん。あれを見せれば、機き嫌げんも直るだろう」

（あれ？）

　その言葉の不ふ穏おんな響きを、ミントは聞き逃のがさなかった。
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「それでは、最終審査を始めます！」

　燕えん尾び服ふくに身を包んだ司会者が高らかに宣せん言げんした。舞ぶ台たいには、予選を通つう過かした三つの着ぐるみが並ならんでいる。Ｔコーシン社の社長と、うつむいたままのベティもいた。

「シマウマさんとカンガルーさんとクマさんですか」

　ミルフィーユが、ピンク色の髪かみ飾かざりを直しながらつぶやいた。

「こうやって並んでるのを見ると、まるで動物園みたいですね」

「そうね。アタシなんか、家族連れの機嫌をとろうとして、子こ供どもに泣きだされちゃったわ。これじゃ、なんのためのマスコットだか」

　ランファが憤ふん然ぜんと口にする。腕うでをぐるぐる回し、こわばった筋きん肉にくをほぐした。

「あ～あ、肩かた凝こっちゃった。予選は通らないし、せっかくの料理も食べられないし」

「……フォルテさんは食べておられました。肉にく食しよく獣じゆうのように、がつがつと」

　ヴァニラの一言に、全員の視し線せんがさっとフォルテに集まる。

「そんなことしてたんですか？　うわ～ん、わたしも食べればよかった～」

　ミルフィーユがじたばたと暴あばれた。

「お、おい、あたしはちゃんと会場も見てたよ」

「じゃあ、なにか気づきましたか？」

「えっ、あっ、う～ん……」

　フォルテは視線を泳がせた。

「舞台にいるあのシマウマのモデルが、貴き族ぞくのぼんぼんから『今夜どう？』って誘さそわれてたな。カンガルーはポケットに入った子供のぬいぐるみを見せてくれたよ。クマは……鼻息が臭くさくて、まるで本物かと思った」

　残る四人はハアとため息をつき、舞台に目を向けた。

「……以上、カンガルーさんのキックボクシングでした」

　舞台では先ほどから、司会者がひとつひとつの作品を紹しよう介かいし、着ぐるみによるパフォーマンスがおこなわれている。

「つぎは私から紹介しよう」

　拍はく手しゆが鳴りやんだところで、社長自身がクマのそばに立った。顔に、いたずらを思いついた子供のような表ひよう情じようが浮うかんでいる。

「三つめのこの着ぐるみだが、これにはすごい秘ひ密みつがあるそうだね」

　クマが静かにうなずいた。

「それを教えていただけますかな？」

　直後、空間がぼやけた。なにが起こったのかわけがわからないうちに、舞台からクマの姿すがたが消え失うせていた。

「えっ？」

　だれもが息をのんだ。

　そこには、モデルと思われる二十歳さい前後の女じよ性せいが立っている。ベージュのワンピースに、赤いマントをはおっていて、着ぐるみは跡あと形かたもない。

　おもむろに、社長が女性からマントをはぎとった。

「これはすばらしい！」

　赤いマントを旗のように掲かかげ、大声をはりあげる。

「これはなんと、望むどんな姿にでも変身することのできる着ぐるみのようです！　まさしくこれぞ、究極の着ぐるみ！」

　会場はすっかりどよめきに包まれている。

　エンジェル隊も、あまりの衝しよう撃げきに身動きできずにいた。

「おじいさま！」

　そのとき舞台に、凜りんとした声が響ひびいた。いつのまにか、少女が祖そ父ふの足もとに進みでている。

「ベティ？　なんだい？」

「すごい、すごいわ。あたし、それを着てみたい。お願い、おじいさま」

（ベティさん……？）

　ミントは裏うら切ぎられたような気分だった。あの少女は新しく精せい巧こうなものより、古くても愛着のあるものを大切にするように見えたのだが……。

　社長は満面に笑えみを浮かべてうなずいている。少女のそばに膝ひざをつき、マントをはおらせ、襟えりもとのボタンを留とめてやった。

　会場から声せい援えんが送られた。社長とベティがにこやかに手を振ふり、それに応こたえる。

「ベティはどんな動物になりたいのかい？」

「あのね、ゾウさん」

　ベティが大声で口にしたとたん、赤いマントがひらりとはためいた。少女の身体からだの輪りん郭かくが、ぼうっとぼやける。

　次の瞬しゆん間かん、だれもがのけぞった。

　少女がいた場所に、巨きよ大だいなゾウが立っていた。爪つめのひとつひとつ、しわの一本一本まで、細密に再さい現げんされている。小さな目をきょろきょろ動かし、ぱたぱたと耳を揺ゆらすと風が起こった。

　会場からいっせいに拍手と歓かん声せいが湧わき起こった。

「うわっ、ズルイ。あの着ぐるみの優ゆう勝しようは間ま違ちがいないじゃない」

「なに言ってるのさ、ランファ。あんな着ぐるみがあるわけないだろう。あれはロストテクノロジーだ」

　フォルテの意見に、ミントもうなずいた。

「このコンテストは、仕組まれたものですわ。最初から社長は、あの着ぐるみを優勝させるつもりでしたのよ」

「なんにでも変身できる道具なんて、考えただけでもぞっとする。一いつ般ぱん人じんが持っていていい代しろ物ものじゃない。とっとと回かい収しゆうするぞ」

　全員がうなずき、人々の合間を縫ぬって前進しようとしたとき。

　フッ。

　いきなり、あたりが真っ暗になった。あちこちから悲鳴があがる。「非ひ常じよう電でん源げんを！」と叫さけぶ声や、どたどたという足音が聞こえる。

（いまのは……？）

　そのなかに混まじって、ミントはベティの声を聞いた。それともうひとつ、男のものと思われる大きな声。

（だれですの……？）

　明かりがともった。

　人々はみな、舞ぶ台たいに注目した。

　そこにいたはずのゾウが、いなくなっていた。
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「ベティ！　ベティ！」

　コリンズ社長が必死に名を呼よんだ。自信たっぷりだった顔が蒼そう白はくで、いまにも倒たおれそうである。

「全員、動くんじゃない！」

　フォルテが舞台に駆かけあがり、どすのきいた声を響かせた。

「こいつは窃せつ盗とう……いや、失しつ踪そう？　誘ゆう拐かい？　とにかく事じ件けんだ。全員、その場を一歩も動くんじゃない！」

「なんだ、きみたちは……ロイ！　ロイ、どこにいる！」

　すぐに眼鏡めがねの秘ひ書しよが舞台の袖そでから出てきて、フォルテの前に立ちふさがった。

「か、関係者以外は近づかないでもらえますか」

「怪あやしい者じゃないよ。もっとも、歓かん迎げいしてもらえるような者でもないけどね」

「は？」

　ロイが首をかしげている隙すきに、ミントは横をすり抜ぬけて社長のそばに立った。

「ご安心ください。お孫さんなら、まだ舞台にいらっしゃいますわ」

「ミント？」

　フォルテがぽかんと口を開けた。ロイがあわてて彼女を押おしのける。

「ど、どういうことです？　お嬢じようさまはどこにもいらっしゃらないじゃないですか」

「ベティさんが、いまもゾウの姿すがただとはかぎりませんわ」

　ミントが言うと、だれもが「あっ」という顔になった。

「わたくし、暗くなったときに聞きましたの。『赤ちゃんカンガルーになあれ！』とお孫さんが叫んでおられますのを」

「カンガルー……？」

　全員が、舞台を振り返った。

「もうひとつ聞きましたわ。『いまのうちに捕つかまえるんだ！』と。あれは、あなたですわね」

　全員に見つめられ、カンガルーがびくっと震ふるえた。社長が唸うなり声をあげる。

「信じられん。そんな声、わしには聞こえんかったぞ」

「ええ。だって、心の声ですもの」

　ミントは微笑ほほえんだ。

「わたくし、精神感応能力者テレパスですの。おそらく電源が落ちたときに、遮しや断だん装そう置ちもオフになったんですわ」

「おっと、動くんじゃない！」

　フォルテが、逃にげようとしたカンガルーの腕うでをつかんだ。ランファがさっと回りこみ、もう片かた方ほうの腕をつかむ。

「アンタがあの子をそそのかして、カンガルーに変身させたってわけね。さあ、身体からだをあらためさせてもらうわよ」

　ランファの合図で、ミルフィーユとヴァニラがじわじわと近づく。とたんに、カンガルーが両手で前を押さえた。

「あっ、そこなんですね。教えてくださってありがとうございます～」

　しかしミルフィーユよりも先に、ロイが走ってきて両手でカンガルーのポケットをまさぐった。「あっ」という顔をして、二匹ひきのカンガルーの子こ供どもを引っ張ぱりあげる。

「うわあ、子供カンガルーが増ふえてます～」

　ミルフィーユが目を丸くした。

　しかしよく見れば、片方は明らかに作り物のぬいぐるみ。もう片方は小さな胸むねを上下させ、すうすうと寝ね息いきをたてている。

「お、お嬢さま！」

　ロイがむせび泣いてぬいぐるみを放りだし、動いているほうのカンガルーをゆさゆさと揺ゆすった。

「お嬢さま！　目を覚ましてください！」

「ベティ！」

　社長も駆かけ寄より、声をかける。

　いっぽう、フォルテとランファはいよいよカンガルーを追いつめていた。

「さあて、おまえさん……いや、宇う宙ちゆう怪かい盗とうスターバニー！」

　フォルテがにやりと笑う。

「観念して、その着ぐるみを脱ぬいでもらおうか。おまえさんの素す顔がおが見られるとは、あたしも嬉うれしいよ」

　カンガルーが、一歩、二歩とあとずさる。

「逃げられるもんですか！」

　ランファが自分の頭飾かざりをつかみとり、故こ郷きようの伝カ統ン武フ術ーの構かまえをとった。マラカスのような形のこのアクセサリーは、いざというときに武ぶ器きとしても役に立つ。

　しかしミントは、社長とロイのやりとりから注意を離はなせずにいた。ヴァニラがそばについてはいるものの、ベティがまったく起きるようすを見せないのだ。

「しゃ、社長、お嬢さまが目を覚まされません！」

「ベティ！　ベティ！」

「こうなれば、力ずくでもとに戻もどしましょう！　早く強きよう制せい解かい除じよ装そう置ちを！」

「おお、そうだった」

　社長があわてて上着の胸ポケットをまさぐり、小型のリモコンのようなものを取りだした。子供カンガルーに先せん端たんを向け、親指でピッピッと操そう作さする。

　とたんにカンガルーがかき消えた。かわりにロイの腕には、オレンジ色のワンピースを着たベティが抱だかれていた。

「ベティ！　よかった！」

　社長がへなへなと崩くずれ、だれもがほっと胸をなでおろした。

　そのとき、ロイがすばやく動いた。

　ベティの襟えりもとからマントをはぎとり、少女を社長に放ほうり投げる。彼はあわてて孫まご娘むすめを受け止めた。

　その手から解除装置が離れ、宙に舞まう。

　ロイはさっと腕を伸のばし、装置をキャッチした。
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「あなたは……！」

　ミントが叫さけんだときには、ロイはすでに首にマントを巻まきつけ、舞ぶ台たいのすみにまで下がっていた。

「まさか……あなたが……」

「本物のスターバニーだよ、ミント・ブラマンシュどの」

　ロイの口から、軽やかな声がもれた。先ほどまでの、社長に従じゆう順じゆんな秘ひ書しよのものとはまるで違ちがう。

「え？　じゃあ、こいつは？」

　フォルテが目を丸くしてカンガルーを見つめた。

「わたしの部下だ。ポウ、ご苦労だったな」

　ロイ──スターバニーは、大おお仰ぎような仕草でカンガルーに会え釈しやくした。フォルテがあっけにとられた隙すきを逃のがさず、カンガルーはポケットから折りたたみ式のナイフを取りだした。

　ランファとフォルテが一歩下がる。

　スターバニーが、くっくっと笑った。

「きみたちのおかげで、マントと強制解除装置の両方を手に入れることができたよ。ご協力感かん謝しやする、エンジェル隊の諸しよ君くん」

「はっ？」

　いちばん驚おどろいているのは、Ｔコーシン社の社長だった。

「エ、エンジェル隊？　エンジェル隊が、なぜここに？」

「もちろん、貴き殿でんが秘ひ蔵ぞうするこのロストテクノロジーの噂うわさを聞きつけたからじゃないか」

　スターバニーがたのしそうに説明する。フォルテが前に飛びだそうとして、ナイフにさえぎられた。

「どうしてそれを知ってる！」

「おやおや、いったいだれが、スターバニーとロストテクノロジーの情じよう報ほうを流してさしあげたと思っているのかね？」

「おまえさんが？　どうしてだい？」

「ふふふ、これは知的なゲームなのだよ。わたしはベティどのに『おじいさんをこらしめないか』と持ちかけ、彼女は同意した。それだけだ。貴女あなたたちがわたしの部下に気づかず、彼がマントを持って逃にげてもよし。気づいたのなら、それもよし。いずれにせよ、勝算はわたしにあったのだ」

　スターバニーは高らかに笑った。

「……逃げられるとお思いですの？」

　ミントは挑ちよう戦せん的に言った。

「ここにはわたくしたちだけでなく、警けい備び員いんの方も大おお勢ぜいいらっしゃいます。窓まどは強化ガラスですし、そうでなくても高こう層そうビルの五十階ですわ。いったいどうするつもりですの？」

　スターバニーはいま、舞台のすみに追いこまれている。二方を壁かべにさえぎられ、脱だつ出しゆつ口こうはありそうもない。

「これだよ、これ」

　スターバニーはマントを示しめした。

「いまからわたしは、小さな動物に変身する。そこの排はい気き口こうから逃げたわたしを、どうやって追いかけるつもりかね？」

　ミントははっと、スターバニーの足もとを見下ろした。そこにはたしかに、直径五センチほどの小さな穴あなが空いている。

（やられましたわ……完敗です）

　ミントは負けを認みとめた。スターバニーは最初からこうなることを予想して、マントを奪うばい、完かん璧ぺきな位置をとったのだ。

「ははははは！　残念だったな、エンジェル隊の諸君！」

　スターバニーは、Ｔコーシン社の社長に目を向けた。彼はまだ、ミントたちを見てびくびくと身体からだを震ふるわせている。

「コリンズ社長、先ほどはおもしろい演えん説ぜつを聞かせていただいた」

　おおげさに両手を広げ、頭を下げる。

「お礼に、とっておきの情報を教えてしんぜよう。どうやら貴殿は、ＥＤＥＮ文明で絶ぜつ賛さんされたマスコットの名前をご存ぞんじないらしい」

　唇くちびるに尊そん大だいな笑えみを浮うかべる。

「しかし私は知っている。ロストテクノロジーを愛するならば、それくらいは勉強していただかないとね。ＥＤＥＮで信しん奉ぽうされた黒ネズミの名前、それは……」

　スターバニーは、すべての人々に向かって声こわ高だかに宣せん言げんした。

「〝ピッカリマウス〟だ！」

　とたんに、スターバニーの姿すがたがかき消えた。

　人々がざわめく。

　かわりにそこに現あらわれたのは、人間大の巨きよ大だいな黒ネズミだった。いや、ネズミというよりも……

「きゃあ、かわいい～」

　ミルフィーユがきらきらと目を輝かがやかせた。

「かわいい？」

　スターバニー、いや、黒ネズミがきょとんと小首をかしげる。その仕草がまた、一いち段だんと愛らしい。

　耳は異い様ようなほど大きくて丸い。ボールのようなダンゴっ鼻は、つんと上を向いている。二本の足で立ち、黒いシャツと赤い半ズボンをはいていて、短い袖そでや裾すそからは細い人間の手足がのぞいていた。

　会場じゅうが、いっせいにプッと吹ふきだした。

「なっ、なんだ？　なにを笑って……」

　スターバニーが、はっと気づいて自分の姿を見下ろす。

「な、なんじゃ、こりゃあ！」

「ランファさん、いまです！」

　その隙すきをミントは逃のがさなかった。ランファがうなずいて、だっと左足で踏ふみきる。

「とうっ！」

　右足のかかとが、茫ぼう然ぜんとするスターバニーの後頭部に激げき突とつした。うめき声をあげて、黒ネズミが前のめりに倒たおれる。あわてたカンガルーから、フォルテがナイフを叩たたき落とした。

　警備員たちがわらわらと駆かけ寄よってきて、ふたり組を即そく座ざに拘こう束そくする。

「あ、あれが……全宇う宙ちゆうで愛された黒ネズミ……なのか……？」

　社長はまだ、口をぱくぱくさせている。

「あんな……変ちくりんな……リアルとはほど遠い……」

　そのとき、彼の腕うでのなかのベティが身じろぎした。ゆっくりと目を開け、だるそうにあたりを見まわす。

「あっ！」

　ベティは目ざとく服を着たネズミを見つけ、指を差した。

「うわあ、ネズミさんだ！　かわいい！」

　目をきらきらさせ、懸けん命めいに手を伸のばそうとする。コリンズ社長が、喜ぶ孫まご娘むすめをじっと見下ろした。

「……私は間ま違ちがっていたのか？　永えい遠えんに残るマスコットとは、美しくリアルなものではなかったのか？　私が追い求めてきたものはなんだったんだ。いったい、私はどうすれば……レジャーランドのマスコットは……」

「心配いりませんわ」

　ミントはにっこり微笑ほほえんだ。いまなお黒ネズミに夢む中ちゆうのベティをやさしく見つめる。

「どうすればよいかは、お孫さんが知っておられますもの」




　一か月後。

　ミントは、着ぐるみのオアシスにいた。動物たちの話題は、先日あらためておこなわれた「着ぐるみコンテスト」で持ちきりである。

〈リアルなものから、かわいいものに方ほう針しんが変へん更こうされたそうよ〉

〈優ゆう勝しようしたのはヒヨコだって〉

〈まんまるで黄色くて、すごくかわいいって話だね〉

〈やっぱり着ぐるみはそうでなくちゃ〉

〈そうそう。わたしが持っているウリ坊ぼうなんか、そりゃあコロコロしてて、かわいいんだから〉

〈いや、ぼくのウズラちゃんは……〉

　ひとしきり、大切な着ぐるみの話で盛もりあがる。もとの着ぐるみの部へ屋やに戻もどった、とミントはひとり、微笑んだ。

〈でも聞いた？　製せい作さく者しやは偽ぎ名めいで登録していて、とうとう名乗り出なかったんだって〉

〈え～、もったいない。賞金百万ＧＣギヤラはどうなるの？〉

〈なんでも、古くなったおもちゃをリペアする店を作るって話だよ。ぬいぐるみを直したり、部品を取り替かえたりしてくれるってさ〉

　ミントはうなずいて、そっと「退たい室しつ」の指し示じを出した。立ち上がり、部屋の片かた隅すみにしつらえたクローゼットへと向かう。

「あれはお気に入りでしたのにね」

　両開きの扉とびらを開きながら、唇くちびるがそっとつぶやいた。

「でもひとつくらい、かまいませんかしら」

　クローゼットには、たくさんの動物たちが山積みになっていた。そのなかから、ミントは縫ぬいかけのペンギンを取りだして、作業を再さい開かいした。
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「船をよこせ！　最新式の宇宙船だ！」

　銀色の宇宙服に身を包んだ男たちが、光線銃レイガンや棒ぼう切きれを手に、口々に叫さけんでいる。その光景を皇こう国こく軍ぐんの制せい服ふくを着た兵士たちが、離はなれた船のデッキから見つめていた。

「食しよく糧りようを持ってこい！」

「酒だ！　それもとびきりうまいやつをな！」

　兵士たちは、互たがいに顔を見合わせている。が、ようやくひとりが我が慢まんできないといったふうに進みでた。

「その建物は、トランスバール皇国の所有物である！　即そつ刻こく退去せよ！　さもなくば、実力をもって排はい除じよする！」

「へんっ！　やれるもんならやってみな！」

　宇宙服の男たちは、ずらりと居い並ならぶ兵士たちを前にして強気に言った。

「てめえらの星をぶっ飛ばされてもいいのかい？」

「俺おれたちにはアレがあるんだぜ！」

　兵士たちのあいだに、目に見えて動どう揺ようが広がる。

　カメラが、男たちの背はい後ごにそびえる灰はい色いろの建物をとらえた。その屋上に、黒光りする巨きよ大だいな砲ほう台だいがある。砲口のはるか先にあるのは、うっすらと雲がかかった褐かつ色しよくの星。

　いま月の天使隊ムーンエンジエル・ウイングがいる、この惑わく星せいウィンだ。

　映えい像ぞうは、そこで停止した。

「……というわけだ。状じよう況きようはわかってもらえたかね」

　司令室の壁かべいっぱいに広がるスクリーンの前で、髪かみをオールバックにした中年の男が、葉は巻まきの煙けむりをふうっと吐はきだした。

「よくわかったよ。あんたたちがテロリストの脅おどしに屈くつして逃にげ帰ったこともね」

　フォルテ・シュトーレンは答えながら、窓まどの景色を横目で眺ながめた。外はどこまでも褐色の砂すな地ちがつづき、かんかんと太陽が照りつけている。

「ちゃんと監かん視しはつづけておる。それに、あれはただの脅しではない。あそこには本当に危き険けんな兵器があるのだよ、シュトーレン軍ぐん曹そう……いや、いまは中ちゆう尉いだったな」

　小こ馬ば鹿かにした口く調ちように、フォルテはむっとなった。

「だからって、テロリスト相手に条じよう件けんをのむつもりじゃないだろうね、レノ大たい佐さ……いや、いまは少佐だったっけ」

「な、なんだと！」

「おかしなもんだねえ。あんなに地位にこだわってたあんたが、なんでまた格かく下さげに……」

「黙だまれ！　だれのせいでこうなったと……」

「司令官、説明をつづけてもよろしいでしょうか？」

　すらりと背せの高い女じよ性せいが、鋭するどい口調であいだに入った。フォルテは肩かたをすくめ、紫むらさき色いろの髪の女性に向かって目を細めた。

「エレン、なんだってあんたまでこんな辺へん鄙ぴな星にいるんだい？　エリート目指して中央でバリバリやってるんじゃなかったのか？」

「わたしの勝手ですわ。それより、任にん務むについてお聞きなさい。わざわざ白き月ポジテイブ・ムーンから、そのために来たんでしょう？」

「……はいはい」

　フォルテは参ったというふうに両手をあげ、手近なスツールに座すわった。

「あのロストテクノロジー施し設せつに立てこもっているのは、〝グリーン・プラネット〟と名乗る活動団だん体たいです」

　エレンと呼よばれた女性が、事務的な口調で説明を始めた。

「これまでにも、貴き族ぞく制せいの廃はい止しや遺失技術ロストテクノロジーの全宇う宙ちゆう共有化を訴うつたえて、あちこちでデモや立てこもりをくり返してきました。今回は、皇国軍の宇宙船を奪うばおうとして失敗し、この宙ちゆう域いきに逃げてきたもようです」

「あの方々の要求はなんですの？」

　フォルテの後ろから、白い三角のつけ耳をぱたぱた動かしながら、少女が口をはさんだ。彼女の名はミント・ブラマンシュ。フォルテが率ひきいる月の天使ムーンエンジエル隊の一員だ。

「逃とう亡ぼうの幇ほう助じよです。半はん壊かいした彼らの宇宙船のかわりに、新しいものを提てい供きようするよう言いつづけていまして……」

「条件をのまなければ、あのロストテクノロジー兵器で惑星を破は壊かいする、というわけですか」

　ミントはつけ耳をきりっと立て、止まったままの映像を見上げた。そこでは巨大な砲口が、宇宙に──この惑星ウィンに向かって狙ねらいを定めている。

「あれはどういうものですの？」

「まだ詳くわしくわかっていません。先ごろ発見されて、調ちよう査さにかかったばかりだったんです」

「もう壊こわれてるって可か能のう性せいはないのかしら」

　長い金きん髪ぱつを指でもてあそびながら、蘭花ランフア・フランボワーズが質しつ問もんした。赤い制服の合間から、健康的な素す足あしが見え隠かくれする。

「残念ながら、逃げてきた技ぎ術じゆつ者しやの話によると、三十パーセント以上の確かく率りつで起動できるそうです」

「だからこそ、連中を刺し激げきするようなことはできんのだ」

　基き地ち司令官のレノ少佐が、ふんと鼻を鳴らしてあとを引き継ついだ。

「いまは彼らが要求する食しよく糧りようを提供するなどして、信しん頼らい関係を築きずこうとしている。いくらロストテクノロジーが関係しているからといって、突とつ然ぜん、エンジェル隊にやってこられても迷めい惑わくなのだ」

「なんですって」

　ランファがこぶしを握にぎりしめ、一歩前に踏ふみだす。あわてて隣となりにいたミルフィーユ・桜さくら葉ばが、彼女の制せい服ふくの裾すそを引っ張ぱった。

「じゃ、ちょっくら行ってくるとするか」

　そろそろ潮しお時どきだと思い、フォルテはさっと立ちあがった。

「どこへだ？」

「決まってるだろ。連中に会いに行くんだ」

「きさま、ひとの話を聞いとるのか！」

　レノ少しよう佐さが、バンと机つくえに両手を叩たたきつける。

「勝手な真ま似ねは許ゆるさん！　あのときもきさまらの命令違い反はんのおかげで、わたしがどれだけ困こまった立場に追いやられたことか……」

「昔の話じゃないか。それに、あたしたちはようすを見てくるだけだ。無む茶ちやはしないよ」

「……どうだか。とにかく、エンジェル隊といえども、この惑わく星せいに来たからにはわたしの指し揮きに従したがってもらう。いいか、ぜったいに武ぶ力りよく行こう使しはするな！　穏おん便びんにことを運べ！」

「了りよう解かい」

　フォルテは短く敬けい礼れいし、エンジェル隊を引き連れて司令室を出ていった。
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「──あの司令官のオヤジ、よっぽどぶん殴なぐってやろうかと思ったわ」

　紋章機エンブレムフレームに乗ってすぐ、ランファの大声が響ひびきわたった。フォルテが操そう縦じゆうするハッピートリガーの全周囲モニターに、不ふ機き嫌げんそうな顔がアップになる。

「──見た、あのいやらしい目？　アタシの足から視し線せんを外そうとしないのよ。それに、あの態たい度ど。アタシたちだって、好きでこんな田舎いなかまで旅してきたわけじゃないのよ。任にん務むだから来ただけなのに、あんなふうに言われるなら帰っちゃおうかな」

「しょうがないさ。いつものことだろう」

　フォルテは苦く笑しようした。

　白き月ポジテイブ・ムーンの聖母ミストレルシャトヤーンを警けい護ごするために組そ織しきされたエンジェル隊だが、現げん実じつにはロストテクノロジーに関する雑ざつ用ようが任務の大半を占しめる。今回のように遠方の宙域に赴おもむき、「よそ者が口をはさむな」と邪じや魔ま者もの扱あつかいされたことは一度や二度ではない。

「──ところで、フォルテさん？」

　モニターに映うつるミントが、興きよう味み深ぶかげに白い耳をぴくぴく動かした。

「──レノ少佐やエレン・スレーター大たい尉いとはどういうお知り合いですの？」

「もう五年前になるかな。例のクーデター未み遂すい事じ件けんのとき、いっしょに戦ったのさ」

　フォルテの脳のう裏りに、トランスバール皇こう国こくを揺ゆるがした重大事件が思い出された。

　皇国暦れき四〇七年、ジェラール皇王の甥おいにあたる皇おう子じエオニア・トランスバールが、突然、叛はん旗きをひるがえしたのだ。彼は皇国の正せい統とう回かい復ふくと、力ずくで直ちよつ轄かつにされていた白き月ポジテイブ・ムーンと聖母ミストレルシャトヤーンの解放を訴えた。しかしクーデターは失敗に終わり、廃はい太たい子しエオニアは追放処しよ分ぶんを受けている。

「あたしは不正規軍イリーガル、エレンは正せい規き軍ぐんだから、顔を合わせるたびに喧けん嘩かばかりだったけどね。で、そのときの上官がレノ少佐。あっ、当時は大佐だったっけ」

「──降こう格かくされたのですね。理由はなんですの？」

「さあてね。まあ、いろいろと悪い噂うわさの絶たえない人物だったから」

「──目標、見えてきました」

　そのとき、モニターに映ったライトグリーンの髪かみの少女が無む表ひよう情じように告げた。

　フォルテは視線を動かした。行く手に、ぽつりと小さな衛えい星せいが浮うかんでいる。映えい像ぞうで見たとおり、黒ずんで崩くずれかけた古い建物から、巨きよ大だいな砲ほう台だいがのぞいていた。

「──人ひと影かげが見えます」

　先ほどの少女、ヴァニラ・Ｈアツシユが淡たん々たんと状じよう況きようを伝える。たしかに建物のまわりには、武ぶ装そうした宇う宙ちゆう服ふくの男たちが十人ほど漂ただよっていた。

「見張りは厳げん重じゆう、ってわけか」

　フォルテは心のなかで舌した打うちした。

「──どうします、フォルテさん？」

　ランファが興こう奮ふんを抑おさえ、指し示じを仰あおぐ。

「気は進まないけど、司令官の言うとおり、〝穏便に〟やってみるか」

　フォルテは答えて、紋章機エンブレムフレームをゆっくりと近づけた。

「──それ以上近づくんじゃねえ！」

　いきなり、罵ば声せいが飛びこんできた。

「──一発食らいてえのか！」

　フォルテは、ハアとため息をついた

「よしなって。あんたらのその武器じゃ、紋章機エンブレムフレームには傷きずひとつつけられないよ」

「──それがどうしたってんだ！　オレたちにはロストテクノロジーがあるんだぜ！」

　脅おどし文もん句くが聞こえたかと思うと、石ころやダンボール、はてはコップや皿までもが、宙を漂って飛んでくる。

「──帰れ、帰れ！」

「──大だい艦かん隊たいを連れてきたって無む駄だだぜ！」

「……ほんと、ばかに強気だねえ」

　操縦席で、フォルテは小さく首をひねった。

　そのとき、

「──きゃあっ！」

　と、ランファの悲鳴があがった。モニターのなかで、わなわなと両手を震ふるわせている。

「どうした、ランファ？」

「──あ、あいつら、アタシのカンフーマスターに残飯を投げつけたのよ！　今け朝さだって一時間もかけて磨みがいたばかりなのに！　においが取れなくなったらどうするの！」

　眉まゆを吊つりあげ、語気を荒あらげる。

「──もう許ゆるさない！　フォルテさん、やっつけてしまいましょうよ！　兵器を使うとか言ってるけど、噓うそっぱちに決まってるわ！」

「──わたくしも賛さん成せいです。あんな野や蛮ばんな方たちに、精せい密みつなロストテクノロジーを動かせるわけがありませんわ」

「ミントもそう思うかい」

　フォルテはうなずき、微び笑しようを浮かべた。

「なら、いっちょ派は手でにやるとするか！」

「──了りよう解かい！」

　四人の威い勢せいのよい返事が戻もどってくる。フォルテの頭に、司令官の怒おこる顔が浮かんだ。が、戦場では自分の勘かんを信じることにしている。

　しかし、次の瞬しゆん間かん、表情が凍こおりついた。

　屋上の砲台が、ぐいと頭をもたげたのだ。

「まさか……？」

　フォルテは信じられない気持ちでそれを見つめた。

「──照しよう準じゆんオーケー！」

「──エネルギー充じゆう塡てん完了！」

「──発はつ射しやまで六十秒！　五十九、五十八、五十七……」

　みるみるうちに、砲口の内部が赤く染そまる。

「──ははは！　見たか！」

　テロリストのひとりが声をはりあげた。

「──ただの脅しだと思ったら大おお間ま違ちがいだぞ！　いまからきさまたちの目の前で、基き地ちを完全に消しよう滅めつさせてやる！」

「ま、ま、待った！」

　フォルテはあわてて叫さけんだ。

「わかった、わかった。攻こう撃げきはやめる。だから撃うつな！」

「──ははは、最初からそうすればよいものを」

　祈いのるように見守るなか、砲台が静かに動いて、もとの位置におさまった。

「ふう～」

　フォルテはほっと息を吐はきだした。全周囲モニターに映うつる四人も、一様に安あん堵どの表ひよう情じようを浮うかべている。

「ひとまず撤てつ退たいだ。作戦を練り直そう」

「──了解」

　無念そうな応おう答とうが返ってくる。

　しかし転進してすぐ、神しん経けいを逆さかなでするような声が割わりこんできた。

「──馬ば鹿か者もの！　テロリストたちを刺し激げきするなとあれほど言っただろう！」

　狭せまい操そう縦じゆう席せきに、司令官の怒ど声せいが響ひびきわたる。

「──エンジェル隊がこれほど無む能のうだとはな！　さすがは猪ちよ突とつ猛もう進しんしか脳のうのないリーダーに率ひきいられているだけある！」

「──なんですって！」

「ほっときな、ランファ」

　フォルテはむっつりと制せいした。

「──悪いことは言わん。この任にん務むが自分たちに重いと思うなら、さっさと白き月ポジテイブ・ムーンに帰るのだな。わたしはちっともかまわんよ」

　あざけるようにそう言うと、司令官は通信をブチッと切った。

「──そんなはずはありませんのに」

　ミントが、モニターの向こうで戸と惑まどいの表情を浮かべていた。

「──どうしてあんなひとたちが、ロストテクノロジーを操作できるんですの？」

　フォルテは黙だまったまま、その答えを探さがしていた。
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「シュトーレン中ちゆう尉い！」

　基地に戻ってきたフォルテを待っていたのは、エレンの激はげしい叱しつ責せきだった。

「あれほど勝手な真ま似ねはするなと言ったでしょう！　あなたは基地の何百人という人々を危き険けんにさらしたんですよ！」

　通路の真ん中で引き止められ、ミルフィーユたちはただおろおろと見守るしかなかった。

「シュトーレン中尉！　あなたには士官としての責任感が欠けています！　中尉、聞いているのですか？」

「なあ、エレン」

「スレーター大尉とお呼よびなさい！」

「じゃあ、大尉。ちょいとふたりきりになれないかな？」

「中尉？」

　エレンが、じっとフォルテを見つめる。ふたりのあいだで、言葉にされない会話が交かわされた。

「……わかったわ」

　ついに、エレンが肩かたをすくめた。

「ただし、手短にお願いね。わたしも忙いそがしいんだから」

　すたすたと歩いていく。フォルテはエンジェル隊のメンバーを振ふり返った。

「ひとまず休んでてくれ。あとで連れん絡らくするから、あんまり遠くに行くんじゃないよ」

　そう言い残し、エレンのあとをついていく。

　到とう着ちやくしたのは、彼女の自室だった。

「それで、なんの話？」

　きれいに片かたづいた部屋のソファーに座すわり、エレンは開口一番に言った。

「おいおい、せっかく再さい会かいできたんだ。乾かん杯ぱいぐらいさせてくれないのか？」

「悪いけど、部へ屋やにお酒は置いてないの」

「ちえっ。昔はよく、いっしょに飲み明かしたもんじゃないか」

「あなたがひとりで酔よいつぶれたのを、テントまで引きずって帰っただけよ」

　エレンは冷たく言い放ち、足を組んだ。表情が、ふっとやわらぐ。

「それが、いまはエンジェル隊の隊長とはね。階級も中尉だなんて、世も末だわ」

「おまえさんだって、こんな辺へん鄙ぴな惑わく星せいに飛ばされてるとは思わなかったよ。士官学校を首席で卒業したって、あれほど自じ慢まんしてたくせに」

「あら、わたしは自分からこの星に来たのよ」

「へええ。エリートまっしぐらだったおまえさんが、どうして？」

「わたし、この惑星の出身なの。この緑がほとんどなくて、自給自足もかなわない貧まずしい惑星のね」

　声のトーンが急に低くなったことに、フォルテは気づいた。

「外を見たでしょう？　この惑星では、赤道付近の平へい均きん気温が五十度をはるかに超こえる。雨がほとんど降ふらないから、人々は海水を真水に変えるプラントの近くに固まって暮くらしているわ」

　フォルテは、司令室から見た殺さつ伐ばつとした外の景色を思い出した。

「この星を出ていくひとは、あとを断たたない。大昔は内陸部に町や村が栄えてたって言い伝えもあるけど、いまとなっては信じられないわ。この惑星は、もう死んだも同然なの。基き地ちの規き模ぼも縮しゆく小しようされて、来年にはもうあるかどうかもわからない」

「……それでも、故こ郷きようは故郷ってことかい？」

「ええ。わたしはもともと、この星を守るために軍人になったんですもの」

「だから、レノ少しよう佐さが司令官になるって聞いて、ここを任にん務む地ちに選んだのか？」

「…………」

　エレンは口をつぐんだ。

「あたしの記き憶おくがたしかなら、あいつは自分の利り益えきのためなら味方の犠ぎ牲せいもいとわないようなヤツだ。あんただって、ずいぶん反発してたじゃないか」

「あなたほどじゃないわ。命令に逆さからって、仲間を助けに行ったりはしないもの」

「やつらが見み捨すてられたって教えてくれたのは、あんただよ、エレン」

　フォルテがにやりと笑うと、エレンは降こう参さんしたように肩をすくめた。

「……たしかに、わたしはあの司令官を信用していない。向こうもそうよ。あなたの行動のせいで不ふ名めい誉よな立場に立たされたのを、もとはといえばわたしが情じよう報ほうを流したからって気づいてるみたい」

「もしかして、やつが降格されたのはあの作戦のためかい？」

「表向きはね。でも、もうひとつある。当時の噂うわさを覚えてる？」

　フォルテはかぶりを振った。

「彼が、クーデター側に内通していたって噂よ。結局、証しよう拠こはあがらなかったけどね。それで降格されて、この惑星に飛ばされてきたの」

「なるほどね……」

　フォルテはうなずいた。自分のなかの推すい測そくに、自信を深める。

「ところでエレン」

　そう切りだした。

「だれがテロリストの連中に、あのロストテクノロジーの使い方を教えたんだい？」

「えっ？」

「施し設せつから逃にげてきた技ぎ術じゆつ者しやたちか？　それとも研究資し料りようのようなものが施設に残ってるのかい？」

「どちらもありえないわね。技術者たちはあっという間にあそこを追いだされたはずだもの。研究もはじまったばかりで、まとまった資料はなかったそうよ」

「やっぱりか」

　フォルテは腕うでを組んだ。エレンが顔色をうかがう。

「……やつらがなぜあの兵器を動かせたか、疑ぎ問もんなのね？」

「それに、やけに強気なのもね」

「だれか内通者がいるんじゃないかって、そう思ってるの？」

　フォルテは黙だまったままうなずいた。エレンがはっと口を手で押おさえる。

「もしかして、司令官？」

「だとすればどうする？」

　エレンの瞳ひとみが、不ふ敵てきに輝かがやいた──戦時中の、あのときのように。

「……まずはあなたの考えを聞かせてもらおうかしらね。その顔からして、なにか企たくらんでるんでしょう？」

　フォルテは作戦を説明した。そのひとつひとつに、エレンは遠えん慮りよなくケチをつけた。
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　翌よく朝あさ、夜が白々と明け始めるころ。

　フォルテとエレンは、エンジェル隊を基地の格かく納のう庫こに集合させた。

「スレーター大たい尉いもいっしょにいらっしゃるんですか？」

　ランファがわくわくしたようすで尋たずねた。

「いや、エレンには残ってもらう」

　と、答えたのはフォルテ。

「できるだけ作戦に気づかれるのを遅おくらせてほしいし、なにかあったとき、軍ぐん規きに乗っ取って司令官を拘こう束そくできるのは副官のエレンだけだからな」

「あなたたちのために、小型輸ゆ送そう船せんを準じゆん備びさせたわ。乗組員も、信しん頼らいできる部下だけを選んであるから安心して」

「はいっ」

　ミルフィーユが元気よく答える。

「それから万が一、ロストテクノロジーを起動させられたときのために、技術者から解かい除じよ方法を聞いてきたわ。ここにあるから、よく読んでおいて」

「ヴァニラ、任まかせたよ」

　フォルテの言葉に、ライトグリーンの髪かみの少女がうなずいて、資料を受け取る。

「じゃあ、そっちは頼たのんだよ、エレン」

「あなたこそ、ヘマはしないでね」

　ふたりの女じよ性せいが、そっと肩かたを叩たたき合った。

　三十分後、輸送船はこっそり基き地ちを飛びたった。真横から差してくる太陽の光を浴びながら、全速力で大たい気き圏けんを抜ぬけていく。

　ほどなく、衛えい星せいが目の前に迫せまった。

「そろそろ始めるとするか」

　フォルテが号令を下した。ミルフィーユが口もとをきゅっと結んで、通信機の前に座すわる。いまは全員、軍服を脱ぬぎ捨すて、一いつ般ぱん人じんのようなブラウスとスカートに着き替がえていた。

　まもなくモニターに、テロリストのひとりとおぼしき男が映うつった。

「おはようございま～す！」

　間ま延のびした声で、ミルフィーユがにこやかに挨あい拶さつする。

「司令官の命令で、食べ物をお持ちしました～」

「──約束は昼だったぞ？」

　男が鋭するどい声で聞き返す。

「朝食に間に合うように、焼きたてのパンを運んできたんです～。司令官がぜひにと言うもので～」

　男の視し線せんが、ミルフィーユのまわりに立つフォルテとヴァニラに注がれた。昨日きのうの接せつ触しよくで面が割われている可か能のう性せいがあるので、フォルテは目ま深ぶかに麦わら帽ぼう子しをかぶっている。

「──わかった、いまドッキングさせる。おかしな真ま似ねはするなよ」

　しばらくして小型輸送船は、施設から伸のびる係けい留りゆうアームにしっかりと接続されていた。

　フォルテがカゴを提さげ、ミルフィーユとヴァニラがふたりがかりでダンボール箱を抱かかえ、つながったエアロックからなかへと入る。

　すぐに、テロリストの男たちが三人、光線銃レイガンを突つきつけてきた。

「いつもと違ちがう娘むすめだな？」

　怪あやしむような表ひよう情じようを浮うかべる。が、ミルフィーユがにっこり微笑ほほえむと、戸と惑まどったように銃じゆうを引いた。

「お願いして替わってもらったんです～。軍を相手に戦う勇ゆう敢かんなひとたちを、この目で見てみたかったから～」

　フォルテとヴァニラが黙ったままうなずいたのを、男たちは照れているのだと勘かん違ちがいしたようだった。

「なら、もっと近くに寄よりな」

「ねえちゃん、こっちに来てコーヒーを入れてくれ」

「あ、はい！」

　ミルフィーユが答えて、ヴァニラとともにダンボール箱を床ゆかに下ろした。

　それが、合図だった。

　フォルテは、カゴに隠かくしておいた拳けん銃じゆうを引き抜いた。いまではめったに見られない火薬式の銃で、硝しよう煙えんの匂においと手に残る反動が好きで愛用している。

「さあ、じっとしてもらおうか！」

「な、なんだ、きさま！」

　男たちが光線銃レイガンを構かまえたので、フォルテは遠えん慮りよなく引き金を引いた。ひとりめの手もとを撃うって銃をはじき飛ばし、ふたりめの鳩尾みぞおちにすばやく潜もぐりこんで、肘ひじ鉄てつを食らわす。

　三人めがミルフィーユを盾たてにしようとしたところで、ダンボール箱のなかから銀色に輝かがやくリス──極微機械ナノマシーンの集合体コンプレツクス──が飛びだした。空中で粘ねん液えきのようなものに姿すがたを変え、男の顔にぺたっと貼はりつく。男ははぎとろうとめちゃくちゃに暴あばれたすえに、壁かべにぶつかって昏こん倒とうした。

「いまのうちだ、走れ！」

　フォルテは先頭に立って走りだした。粘液からもとの姿に戻もどった銀色のリスが、ヴァニラの肩へと駆かけあがる。ヴァニラは、労をねぎらうかのようにそっとリスをなでた。

「──みなさん、ご無事ですの？」

　ポケットの携帯用通信機クロノクリスタルから、心配そうな声が聞こえてきた。

「大だい丈じよう夫ぶだ、ミント。あとは頼んだよ」

「──おまかせ、ですわ」

　輸ゆ送そう船せんに残った彼女の役やく割わりは、係留アーム内の通信ケーブルを介かいして、施し設せつのシステムに侵しん入にゆうし、フォルテたちの支し援えんをすることだ。
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　すぐに遠くから、ガシャンガシャン、とシャッターが下りる音が聞こえてきた。

「──二番通路、三番通路、遮しや断だんしました。フォルテさん、そのまままっすぐ進んでください」

「オーケー！」

　指し示じに従したがい、ロストテクノロジーの制せい御ぎよ室しつがある二階を目指す。

「──右に敵てき影えい！　三名です！　左の通路から非ひ常じよう階かい段だんに向かってください！」

　ミントの警けい告こくが響ひびく。

「あったよ！　階段だ！」

　扉とびらの向こうに隠れていた狭せまい階段を駆け登り、フォルテたちは二階に躍おどりでた。

「あとは？」

「──突きあたりの部屋ですわ。お気をつけて。すでに先客がひとり、いらっしゃいます」

　ミントの言葉に、フォルテはぴんと背せ筋すじを伸ばした。
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　制御室と書かれた扉の前に立ち、フォルテは拳銃を数発、キーパネルに撃ちこんだ。ミルフィーユとヴァニラが、左右から力ずくで扉をこじ開ける。

　ヒュン、とレーザー光線が頰ほおをかすめた。

「伏ふせろ！」

　フォルテは叫さけび、横っ飛びに一回転して机つくえの下に隠れた。

「観念しな！　逃にげられっこないよ！」

　背を向けたまま、降こう伏ふく勧かん告こくを叫ぶ。しかし、待ち構えていた男は引こうとはしなかった。

「きさまらだって同じだ！　これからオレの部下が、乗ってきた船を破は壊かいしてやる！」

「──フォルテさん！」

　それに答えるように、ミントの緊きん張ちようした声が響く。

「──敵が三名、小こ型がた艇ていに乗りこみました！」

「はっはっは！」

　テロリストのリーダーとおぼしき男が、勝ち誇ほこったように笑い声をあげた。

「わかったか！　きさまら、無事に惑わく星せいに戻りたければ……」

「ったく、すべてエレンの読みどおりとはね。ランファ！」

「──了りよう解かい！」

　クロノクリスタルから、くぐもった声が返ってくる。

　制御室のモニターのひとつに、施設に横づけされた輸送船が映うつっていた。その脇わき腹ばらの格かく納のう庫こが開いて、次の瞬しゆん間かん、真まっ赤かな機体の紋章機エンブレムフレームが矢のように宇う宙ちゆうへと飛びだしていく。

「──昨日は、よくもアタシのカンフーマスターを汚よごしてくれたわね！」

　紋章機エンブレムフレームは、小型艇の背はい後ごにすばやく回りこんだ。二本のアンカー・アームがするするっと伸のび、小型艇をがしっと捕つかまえる。

「──お返しよ！　ランファ特とく製せい、青あお汁じるビーム発はつ射しや！」

　砲ほう門もんが開き、緑色の液体が飛びだした。たちまち小型艇を覆おおい尽つくし、テロリストたちのけたたましい悲鳴が響く。

「と、いうわけだよ」

　フォルテは苦笑いして、リーダーの男に声をかけた。

「ばかな……こんなはずじゃ……」

「あきらめな。逃げ場はないんだ。いまここであたしたちを倒たおしても、すぐに次の部隊がやってくる」

「く、くそっ……」

　男は唇くちびるを嚙かんでうなだれた。ガシャン、と音をたてて、光線銃レイガンが床ゆかに落ちる。

「ミルフィー、ヴァニラ！」

　ふたりが駆かけ寄よって、無む抵てい抗こうの男を拘こう束そくした。フォルテはほっとひと息つくと、チャンネルをあれこれ試ためし、惑星基き地ちへと呼よびかけた。

「エレン！　こっちは終わったよ！」

「──こちらも終わりましたわ」

　ようやくモニターのひとつに、司令室のようすが映った。銃じゆうを構かまえたエレンの前で、レノ少しよう佐さががっくり肩かたを落としている。

「──作戦に気づいてそちらにもらそうとしているところを、現げん行こう犯はんで捕とらえました。証しよう人にんも複数います」

「──ち、違ちがう。わたしは悪くない！」

　突とつ然ぜん、少佐ががばっと顔を上げた。額ひたいに玉のような汗あせが浮うかんでいる。

「──わ、わたしは脅おどされたんだ！　悪いのは全部そいつらだ！　わたしはなにも……」

「なんだとっ！　この裏切り者！」

　背後で怒ど声せいが響いた。

「きゃっ」

「ミルフィー？」

　振ふり返ると、顔を真っ赤にしたリーダーの男が、制せい御ぎよパネルの前でミルフィーユともみ合っている。

「フォルテさん、助けてください～！」

「どけ、小こ娘むすめ！　もとはといやぁ、あいつが言いだしたことだ！　いまさらシラを切るつもりなら、基地ごとふっ飛ばしてやる！」

「やめろ──────！」

　フォルテはすばやく拳けん銃じゆうの引き金を引いた。銃じゆう弾だんが左肩をえぐり、男がのけぞる。勢いきおいでミルフィーユがはじき飛ばされ、パネルの上に突つっぷした。

「……フォ、フォルテさん？」

「安心しな、ミルフィー。こいつはゴム弾さ。もっとも、衝しよう撃げきはかなりのもんだけど……」

「そ、そうじゃなくて……」

　ミルフィーユがじわじわと下を見る。フォルテもいっしょに、視し線せんを落とした。

　そして、口をあんぐりと開けた。

　制御パネルに、赤々とランプがともっている。

「て、手をついた拍ひよう子しに、スイッチを押おしちゃったみたいなんです。ど、どうしましょう、フォルテさん？」

「お、落ち着け。こんなときのために、解かい除じよ方法を聞いてあるんだ」

　ヴァニラがうなずき、急いで制御パネルに向かった。エレンから聞いたとおりの手順で、次々とスイッチを押していく。

「……解除できません」

「へっ？」

「……解除コードが変へん更こうされています」

　フォルテはうめいているリーダーの襟えり首くびをつかんで引きあげた。

「きさま、なにをした！」

「くっ……オレたちがヤツを信じきってると思ったら大間違いさ。どうせ都合が悪くなりしだい、口くち封ふうじされるに決まってるからな。そんときのために、コードは変えさせてもらったよ」

「教えろ！　新しい解除コードはなんだ！」

「ハッ。裏切り者は道連れだ。だれにも発射は止められん。ぐはははは！」

「……照しよう準じゆんは基地に合わされています。発射まで三十秒、二十九、二十八……」

　ヴァニラが淡たん々たんとしゃべりつづける。足もとで銀色のリスが、おろおろと走りまわった。

「エレン！」

　フォルテはモニターの前で、はりさけんばかりに叫さけんだ。

「早く逃にげろ！　ロストテクノロジーが発はつ射しやする！　エレン！」

「──聞こえてるわよ」

　思ったよりも冷静な声が返ってきた。司令官がさっと逃げようとするが、レーザー光線が頭をかすめ、ぴたりと動きを止める。

「エレン？」

「──少佐、逃げても無む駄だです。もとはといえば、ご自分が蒔まいた種でしょう。あなたには、この基地と運命をともにする義ぎ務むがあります。わたしまでつき合わされるのは無念だけど、仕方ないわ」

　あきれたような、大きなため息。

「──フォルテ、あなたってひとは変わらないわね。こうと決めたら、わき目もふらずに突っこんでいくばかり。尻しり拭ぬぐいをさせられるのは、いつもわたしなのよ」

「……十五、十四、十三」

　ヴァニラの秒読みがつづく。警けい告こく音おんが鳴って、モニターに『ＲＥＡＤＹ』の文字が表ひよう示じされた。

「──でも、けっこうたのしかったわ。心残りは、この星のことだけね。フォルテ、できればあなたが……」

「……ゼロ。発射です」

「──お願い、この星を守って」

　次の瞬しゆん間かん、建物が大きく揺ゆれた。ゴオオオンと大きな音がして、衝撃が走る。

　モニターの映えい像ぞうがぶれて、基き地ちのようすはまったくわからなくなった。

「エレン！　エレン！」

　モニターを叩たたくが、画面は砂すな嵐あらししか映うつさない。

「エレン……」

　フォルテは唇くちびるを嚙かんだ。

「あたしのせいだ……いつも先のことを考えず、どうにかなるって思っちまうからだ。運命なんて、そんなに甘あまくはないのに……」

　ミルフィーユが泣きじゃくるのが聞こえた。ヴァニラはいつもどおりの赤い目で、なにも映さないモニターをじっと見つめている。

「──フォルテさん」

　カンフーマスターに搭とう乗じようするランファの悲ひ痛つうな声が聞こえた。

「──ものすごいエネルギーが、惑わく星せいの方角に向かっていきました。それが大たい気き圏けんに衝しよう突とつしたかと思うと、黒々とした雲が広がって……あれは……」

　言葉につまり、それ以上話せなくなる。

　フォルテはこぶしを握にぎりしめた。

　いまごろ地上では、基地は跡あと形かたもなく溶とけているだろう。あそこに暮くらしていたひとたちの肉体も、骨ほねひとつ残らないくらいバラバラに分解されて──

「エレン、あたしが……あたしがあんたにかわって、この星を守る……から？」

　ガガガガ。

　そのとき、不意に基地の映像が戻もどった。

「──フォルテ？」

「エレン？」

　フォルテはあっけにとられた。モニターに映ったエレンは、骨も肉もちゃんとついて残っている。

「ぶ、無事だったのか？」

「──どうやら、そのようね」

　口く調ちようは落ち着いているが、エレンの顔には興こう奮ふんの表ひよう情じようが浮うかんでいた。

「──おかしなこともあるものよね。いま、ここでなにが起こってると思う？」

「なにって……」

「雨よ！　この砂の惑星に、雨が降ふってるの！」

　ヴァニラの操そう作さで、やがてモニターが宇う宙ちゆうのようすを映しだした。かなたに、黒々とした雲に覆おおい尽つくされた惑星ウィンが見える。

「あれは……雨雲？」

「──わかりましたわ！」

　ミントのはじけるような声が響ひびいた。

「──あのロストテクノロジーは、気象を調節するものだったんです。人工的に海からの上じよう昇しよう気流を起こし、雨の少ない内陸部に水をもたらすための。時空震クロノクエイク以前には、あの衛えい星せいが定期的に雨を降らせていたんですわ」

「なんだ……よかった」

　フォルテは全身の力が抜ぬけるのを感じた。へなへなと椅い子すに座すわりこむ。

「──よかった、ですって？」

　地の底をはうような、すごみのある声が響いた。

「──あなたのせいで、わたしたちは死ぬところだったのよ！　帰ってきたらタダじゃおかないからね！　覚えてらっしゃい、フォルテ・シュトーレン！」

　カメラのひとつが、基地の外の光景を映しだした。そこでは、大おお粒つぶの雨が乾かわききった地面をうるおしていた。




　翌よく日じつ、エンジェル隊は、ルフト司令が待つ儀ぎ礼れい艦かんエルシオールに向けて旅立った。

「──レノ少しよう佐さ、やっぱり〝グリーン・プラネット〟とつるんでいたのね」

　ハッピートリガーの全周囲モニターの中央で、ランファがざまあみろという顔でつぶやいた。

「──アタシたちが任にん務むに失敗したあとで、うまく自分で解かい決けつしたふりをするつもりだったんだわ。エンジェル隊が失敗した任務に成功したとなれば、功こう績せきを認みとめられて中央に復ふつ帰きできるかもしれないし」

「──でも、よかったですよね」

　ミルフィーユがにこにこと微笑ほほえむ。

「──次の司令官さんが来るまで、スレーター大たい尉いが代理を務つとめられるんでしょう？　これからも自分で故こ郷きようを守れるって、とても喜んでらっしゃいましたよ」

「だろうね」

　フォルテはうなずいた。最後にエレンが言っていた言葉を思い出す。

『この惑わく星せいは生き返るわ。もう希望なんてひとつも残っていないと思っていたこの惑星が。あなたもあきらめないで、フォルテ……』

「──あ、そうですわ」

　ミントの声に、フォルテははっと我われに返った。

「どうした？」

「──夕べ、わたくしスレーター大尉から聞いたんですけれど。フォルテさん、五年前の事じ件けんで、エレンさんを『フった』って本当ですの？」

「はあっ？」

　フォルテは思わず身をのけぞらせた。

「──エレンさんとフォルテさんって、そういう仲だったんですの？」

「ち、違ちがうよ。あの戦いが終わったとき、いっしょに正せい規き軍ぐんでがんばらないかって誘さそわれたんだ。でも、あたしはいやだって断ことわった」

　過か去こを振ふり返り、遠い目になる。

「いまにして思えば、あいつもひとりきりで、味方がほしかったのかもしれない。貴き族ぞくの出じゃないと、中央ではいろいろ肩かた身みが狭せまいだろうから」

　ミルフィーユとランファがうなずく。彼女たちも士官学校で、貴族のぼんくら子し弟ていどもにさんざん嫌いやな思いをさせられたのだ。

「でも、あいつは故郷の星を守った。自分の手で、大切なものを守ったんだ」

　ランファ、ミルフィーユ、ミント、ヴァニラがそろってうなずいた。それぞれがどこかに、守るべきものを持っている。

　すこしだけ、胸むねが痛いたんだ。

　フォルテの故郷はとうに失われた。争いばかりがつづく、悲しみに包まれた星。

　でも、いまは白き月ポジテイブ・ムーンがある。

　目の前に、エルシオールの優ゆう雅がな船体が浮うかびあがった。あれに乗って帰るのは、フォルテの第二の故郷だ。

「見てなよ、エレン」

　ひとり、宇宙に向かって約束する。

「あたしだって、きっと故郷を守ってみせる。いまのあたしにとって、だれよりも大切なひとたちをね」
















第４話　ヴァニラはある朝突とつ然ぜんに
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「かんぱ～い！」

　深しん紅くの異い国こく風ふうドレスを華か麗れいに着こなした少女の合図で、五つのグラスがチンと軽やかな音をたてる。

「きれいねえ。はやくアタシもあんなドレスを着たいなあ」

　蘭花ランフア・フランボワーズはワインの入ったグラスをテーブルに置くと、夢ゆめ見みるようにつぶやいた。

　視し線せんの先には大おお勢ぜいの招しよう待たい客きやくをへだてて、緊きん張ちようした面おも持もちのふたりの男女がいる。男だん性せいが着ているのは黒のタキシード、女性は大輪の薔ば薇らの花を連想させる純じゆん白ぱくのドレスだ。

　ふたりとも、ランファたち五人──聖母ミストレルシャトヤーンを警けい護ごする月の天使隊ムーンエンジエル・ウイング──の知人で、〝白き月ポジテイブ・ムーン〟で働く軍の関係者だ。今夜は湖こ畔はんのレストランを借り切っての、結けつ婚こん披ひ露ろうパーティである。

「あたしゃ、あんなチャラチャラしたのより、シックなのがいいな」

　エンジェル隊の隊長ウイング・コマンダー、フォルテ・シュトーレンが口もとをほころばせた。彼女が着ているのは、胸むねの大きく開いた紫むらさき色いろのカクテルドレス。レストランに入ったときから、男性の視線を釘くぎづけにしている。

「フォルテさんなら、タキシードのほうが似に合あいそうですわね」

「そりゃどういう意味だい、ミント」

「文字通りの意味ですわ」

「ちえっ。おまえさんこそ、花はな嫁よめ衣い装しように憧あこがれなんてあるのかい？」

「そうですわね……結婚式は一生に一度のイベントですから、まあ、それなりに」

　なにかを思いついたかのように、頭の両側から突つきだした白いつけ耳が、ひょこっと動く。彼女、ミント・ブラマンシュのあやしい服のセンスにうすうす感づいているだけに──今日きようのところは良家の令れい嬢じようらしく感じのよいパステルカラーでまとめているが──フォルテはそれ以上追つい及きゆうしなかった。

　舞ぶ台たいでは、新しん郎ろう新しん婦ぷの上司による挨あい拶さつが終わったところだった。白き月ポジテイブ・ムーンの基き地ち司令、ルフト准じゆん将しようがにこやかに壇だん上じようから降おりる。

「うわあ、あのウェディングケーキ、見てくださいよ～」

　ピンク色の髪かみの少女が、ぱちぱちと大きな音で拍はく手しゆした。厨ちゆう房ぼうから、天てん井じように届とどかんばかりの超ちよう巨きよ大だいケーキが運ばれてくる。

「やめてよ、ミルフィー、恥はずかしい」

　あわててランファがたしなめる。

「だって、大きくて、すごくおいしそう～。あんなケーキをひとりで食べられたらなあ」

　ミルフィーユ・桜さくら葉ばは拍手はやめたものの、指をくわえてじっと見ている。

「なら、結婚すればいいじゃない」

「どうしてです、ランファさん？」

「花嫁はパーティの主役よ。食べたいって言えば、いくらでも食べさせてもらえるって」

「うわあ、本当ですか～？　結婚しちゃおうかな～」

　ミルフィーユはぐっとこぶしを握にぎりしめた。

「ケーキ、ケーキ、山のようなケーキ♪」

　すっかり天国モードになったミルフィーユに、ランファはため息をついて額ひたいを押おさえた。

　カチャ、と小さな音がした。見ると、隣となりに座すわるライトグリーンの髪の少女が、フォークを皿に置き、ナプキンを口にあてている。そういえば彼女はパーティが始まってからも、もくもくと食事に手をつけている。

「ねえ、ヴァニラはどう？」

　話を振ふられ、ヴァニラ・Ｈアツシユは顔を上げた。ふだんの制せい服ふくとそう変わらぬ白いワンピースの膝ひざの上で、リスに似にた銀色の動物が同じ仕草でこちらを見る。

「……なんでしょう？」

「ヴァニラはどんな結婚式がいいのかな？　やっぱり教会で？」

「……さあ」

「自分の結婚式よ？　理想とかないの？」

「……ありません」

　ヴァニラはほとんど口を動かさずに言うと、食事に戻もどった。

「ん、もう。おもしろくないんだから」

　ランファが肩かたをすくめたところへ、明るい声が割わりこんできた。

「エンジェル隊のみなさん！」

　いつのまにか、そばで純白のドレスが揺ゆらめいていた。本日の主役、花嫁がテーブルの横で微笑ほほえんでいる。

「お忙いそがしいなか、お越こしいただいてほんとうにありがとうございます──」

「マチュア！」

　全員が振り返り、息をのんだ。

「きれい……」

「すごく似合ってるよ。あたしの嫁さんにほしいくらいだ」

　ランファの口からため息がもれ、フォルテが本気ともとれる冗じよう談だんを飛ばす。ミルフィーユとミントは、ぼうっと花嫁にみとれている。

　ヴァニラの視し界かいにも、挨拶に訪おとずれた花嫁の姿すがたが映うつっていた。

　純じゆん白ぱくのふわりとしたドレス。襟えりもとを、白い薔ば薇らの花が飾かざっている。同じく白い手て袋ぶくろにはしみひとつなく、左の薬指にはダイヤモンドの指輪が輝かがやいている。赤や青の宝ほう石せきを散りばめた頭飾りテイアラが照明を受け、キラキラとまばゆい光を放っていた。

　ヴァニラは無む表ひよう情じように花嫁を見つめ、右手をテーブルに伸のばした。葡萄ぶどうジュースの入ったグラスを口もとに引き寄よせる。

「あっ！」

　不意に、ランファの悲鳴が響ひびきわたった。

「ヴァニラ、それ、アタシのグラス……」

「え……」

「中身、ワインよ。大だい丈じよう夫ぶ？」

　ゆっくりとグラスをテーブルに置いたとたん、頭にかあっと血が昇のぼる。

「ヴァニラ？」

　ランファの声が、どこか遠くで響いた。心しん臓ぞうがどくどくと音をたて、目の前が、かすみがかかったようにぼんやりとなり……。
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　目覚めると、見み慣なれたベッドの上だった。白き月ポジテイブ・ムーンの基き地ちにある、ヴァニラの私し室しつだ。窓まどの外から、まぶしい陽光が射さしこんでくる。

「朝……」

　ヴァニラは言いかけて、うっと額を押さえた。ひどい頭ず痛つうがする。と同時に、胸むねのあたりになんともいえない違い和わ感がこみあげた。

『ヴァニラ、それ、ワインよ』

　ランファの言葉がよみがえった。とすれば、これが世に言う二日ふつか酔よいというものらしい。

　ヴァニラが手て伝つだう軍の医い務む室しつにも、朝になればよく、同じ症しよう状じようの患かん者じやが飛びこんでくる。耐たいＧ訓練までに吐はき気だけでもおさまらないものかと涙なみだ混まじりに頼たのまれるのだが、こればかりは、どんな組そ織しきも再さい生せいできると言われる極微機械ナノマシーンを使ったところで、治ち療りようできるものではない。

「水……」

　ベッドから立ち上がり、小さな台所へと向かう。その途と中ちゆう、丸テーブルに置かれたなにかが、ヴァニラの注意を引いた。

「……花？」

　たしかに、花束だった。それも銀一色。花の種類まではわからないが、ご丁てい寧ねいにリボンまで銀色でまとめてある。

「……ナノマシーン」

　ヴァニラはつぶやいた。これは、ナノマシーンが姿を変えたものだ。そういえば、いつも起きると足にじゃれついてくる銀色のリスの姿が見当たらない。

　どうして、リスが花束に？　ナノマシーンをあやつることができるのは、ヴァニラ自身だけのはずなのだが。

　とにかく、もとに戻さなくては。

　そう思い、ヴァニラはヘッドギアを探さがした。頭と両りよう頰ほおを覆おおうあの機械は、遺失技術ロストテクノロジー──先文明ＥＤＥＮの科学技術テクノロジー──のひとつで、ナノマシーンの制せい御ぎよに必要なデバイスだ。眠ねむるときはいつも、ベッド脇わきの小こ机づくえに置いておくことにしている。

「……あ」

　ヴァニラは小さな悲鳴をあげた。

　ヘッドギアがない。

　布ふ団とんをめくり、タンスをのぞき、医い療りよう鞄かばんを開けてみる。水道の蛇じや口ぐちをひねり、冷蔵庫に顔を突つっこみ、浴室もくまなく探してみる。

「……ない」

　ヴァニラはぺたりと床ゆかに座すわりこんだ。どうしてあれほど大切なものがないのだろう。

「夕べ……」

　自分は、基地のオペレーターの結けつ婚こん式しきに参加したはずだ。そのとき、間ま違ちがってランファのワインを飲んでしまい……。

　そうだ。きっとレストランに忘わすれてきたのだ。そうとしか考えられない。

　ヴァニラは立ちあがると、いそいそと身み支じ度たくを整ととのえた。今日は非ひ番ばんとはいえ、医務室の手伝いや儀ぎ礼れい艦かんエルシオールで暮くらす動物たちの世話など、しなくてはならないことは山ほどある。

「おっはよ～、ヴァニラ！」

　廊ろう下かに出たところで、聞き慣れた声に呼よび止められた。振ふり向くと、エンジェル隊のオフィスの入口でランファが手て招まねきしている。

　なにごとかと近づくと、なかにはエンジェル隊のメンバーが勢せいぞろいしていた。

「いま、紅こう茶ちやとマフィンを用意しますね」

　若わか草くさ色いろのエプロンをつけたミルフィーユが、るんるんと踊おどりながら、ティーカップを棚たなから取りだす。

「もうすこししたらお呼びしようと思ってたんですよ。ヴァニラさん、夕べ、お帰りが遅おそかったようなので」

「……？」

「ほら、パーティが終わったあと、ふらりとどこかに行っちゃったじゃないですか。あたしたちが三次会を終えて帰ってきたときも、まだ部へ屋やにいなかったようですし」

「……そうですか」

「あらあら、とぼけちゃって」

　ランファがにやりと笑って肘ひじでこづいた。

「デートでもしてたんじゃないの？　『今度、お茶でもどうですか』って、ヴァニラ、けっこう声かけられてたじゃない」

「…………」

　わからない。なにも覚えていないのだ。

「あら？」

　ミントが、紅茶を飲む手を止めた。

「ヴァニラさん、なんだか雰ふん囲い気きが違いますわね。地味といいますか……」

　じいっと視し線せんを向け、ぽん、と手を打つ。

「ヘッドギアをつけてらっしゃらないせいですわ。いったいどうなさったんです？」

「……わかりません。見つからないんです」

「ま……まさか」

　ミントがはっと口を押さえた。

「盗ぬすまれたのではありませんわよね？」

「なんだって！」

　フォルテがばっと立ちあがり、腰こしのホルスターにおさめた火か薬やく銃じゆうに手をあてる。

「あれはロストテクノロジーのひとつだぞ。盗まれたとなりゃ、早く犯はん人にんを見つけないと……」

「……違うと思います」

　ヴァニラはあっさり答えた。

「ナノマシーンはありました。あのふたつは、いっしょにないと意味がありません……」

「なんだ」

　フォルテが気の抜ぬけた表ひよう情じようで座りこむ。

「じゃあ、どこかに置き忘れたのかな。夕べのヴァニラ、そうとう酔よってたみたいだし」

「…………」

　ヴァニラはくるりと背せを向けた。

「おや、どこに行くんだい？」

「……探さがしてきます」

「手伝うよ。みんなで探せばそれだけ早く見つかるし」

「……いえ、ひとりでじゅうぶんです」

　ヴァニラは振り返りもせず、そのまま部屋を出ていった。
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　白き月ポジテイブ・ムーンは、それ自体がロストテクノロジーの巨きよ大だいな結けつ晶しようである。月の聖母ミストレルシャトヤーンが降こう臨りんした、いわばトランスバール皇こう国こくの象しよう徴ちようで、いまなお皇国随ずい一いちの観光地であった。

　なかでも風ふう光こう明めい媚びな人工湖のほとりで、ヴァニラはぼんやりと湖面を眺ながめていた。寄より添そう若わかいカップルが、麦わら帽ぼう子しをかぶった観光ガイドロボットに案内を受けている。

　数十メートル離はなれたところに、先ほど訪おとずれたばかりの水上レストランがあった。従じゆう業ぎよう員いんに忘わすれ物がないかと尋たずねてみたのだが、残念ながら答えは「ノー」だった。

　となると、道すがら落として、どこかに届とどけられたのだろうか。

　盗まれたはずはない、と言ったものの、しだいに心配になってきた。ナノマシーンの価か値ちがわからない人物なら、ヘッドギアだけを手に入れて満足するかもしれない。

　どうしよう。

　不安にざわついた心を落ち着かせようと首くび筋すじに手を伸のばすが、そこにいつものひやりとした感かん触しよくはない。いつも鼻をすり寄せてくる銀色のリスは、今日きようはいない。

　なんとか取り戻もどさなくては、と気持ちを奮ふるいたたせたとき。

　キキキ───ッ。

　背はい後ごで、鋭するどいブレーキ音が響ひびいた。視界のすみに、道路に停とまった立りつ派ぱな車が映うつる。

　ヴァニラは再ふたたび湖面を見つめた。

「お嬢じようさん」

　だれかがだれかを呼よんでいる。

「お嬢さん。そこの……緑の髪かみのお嬢さん？」

　だれだろう。

「あの、そこの白と黒のワンピースを着た美しくて可か憐れんではかなげなお嬢さん！」

　ようやく、ヴァニラは振ふり返った。

　背せ筋すじをぴんと伸ばした初老の男だん性せいが立っていた。百年来の恋こい人びとにでも出会ったかのように、顔をほころばせている。

「おお、やはりこの子だ、わたしの生命の恩おん人じんは！」

「……？」

「名乗らず行ってしまうものだから、お礼もろくに言えんかった。昨夜はありがとう。さあ、乗っておくれ」

　老人はヴァニラの返事を待たなかった。ステッキが振られ、スーツ姿すがたの男たちに抱だきかかえられるようにリムジンに連れこまれる。

「屋や敷しきへ」

　老人が命令し、車が走りだした。

「あの……」

「いいんだよ、お嬢さん。わたしはなにかお礼をしたくてたまらないのだ。ナイフを持った暴ぼう漢かんに、武ぶ器きもなしに立ち向かった姿は、じつにあっぱれだった。しかもたった一言で、やつを改心させてしまうとは」

「……一言？」

「『神のご慈じ悲ひを』、とな。それを聞くなり、暴漢は涙なみだを流して『すみません、もうしません』と謝あやまっておった。昨夜のお嬢さんはまるで天使だったよ。もちろん、いまでもそうだが」

　かすかに記き憶おくがよみがえった。レストランを出て、ふらふらと歩く。うっかりだれかにぶつかり、押おし倒たおしてしまう。酔よった自分を反省して、神に許ゆるしを請こうたような、請わなかったような……。

「ほれ、着いたぞ」

　ヴァニラは目をぱちくりさせた。連れてこられた屋敷は、とてつもなく大きかった。よく手入れされた広い庭が、背の高い生け垣がきでぐるりと囲まれている。

　案内された客間では、リボンのかかった箱や袋ふくろが山のように待ち構かまえていた。

「ほんの気持ちだ。さあ、どれでも持っていくがよい」

　ヴァニラはじっと見つめた。

　ブランドものの服と靴くつ、トロピカルランドの年間パスポート、フルート、紋章機エンブレムフレームのプラモデル、足もみマッサージ器、南国フルーツ一年ぶん……。

「……ヘッドギアは？」

「ヘッドギア？　女の子はそのようなものが好みなのかね？」

「…………」

　ここにはないらしい。ならば、もう用はない。が、ヴァニラは背を向けようとして、

「おお、どこに行くのだ」

　と背後から腕うでをつかまれた。ガードマンとおぼしき黒服のいかつい男が三人、ヴァニラのまわりを取り囲む。

「プレゼントが気に入らなかったのなら、すまない。わたしには女の子がいないものだから、好みがよくわからないのだ。おお、そうだ。お嬢さん、この家の養女にはならぬか？　いや、もっとよい考えがある。わたしの息子むすこの嫁よめになっておくれ！」

「……？」

「もちろん、すぐにとは言わん。息子もまだ十二になったばかりだ。いろいろと問題もある……」

　こほん、と咳せき払ばらいする。

「とにかく、わたしはお嬢じようさんが気に入った。可憐で控ひかえめで、そして強い！　お嬢さんがこのマドレーヌ商会を支ささえてくれるなら、わたしは安心していつでも死ねるよ」

「…………」

　ヴァニラは左右を見た。ガードマンたちの壁かべは、アリのはいでる隙すき間まもない。

「式は豪ごう華かにあげよう。お嬢さんには宇う宙ちゆう一いち美しいウェディングドレスを用意するぞ。招しよう待たい客きやくは千人、いや、いっそ白き月ポジテイブ・ムーンの一大イベントになるよう持ちかけて……」

「みゃ～ご」

　そのとき、足もとで奇き妙みような声が響ひびいた。

　床ゆかに、太った猫ねこがうずくまっている。鼻はな面づらが黒く、他の部分は茶色や緑色とさまざまだ。

「みゃお～ん」

　猫は再ふたたび鳴いて、老人のズボンの裾すそに額ひたいをこすりつけた。

「ね、ね、ね」

　老人の声が裏うら返がえった。

「猫？　ね、猫？　こやつ、どこから！　さ、さっさと追いだせ！　わたしはね、ね、猫の毛が……へ、へ、へ～くしょん！」

　さらにくしゃみを連発する。

　ガードマンたちがあわてて猫を取り押さえにかかった。が、猫は図ずう体たいのわりに動きは機き敏びんで、あっちとこっちから捕つかまえようとしたガードマンどうしが頭をぶつける始末。

「ヴァニラ！」

　ささやくような声が聞こえた。大人おとなのものではない、もっと高くて澄すんだ声。

　客間からテラスに通じるガラス戸が、わずかに開いていた。レースのカーテンのかげから、同い歳どしくらいの子こ供どもが手て招まねきしている。帽ぼう子しをかぶり、膝ひざの汚よごれたズボンとジャケットから細い手足がのぞいていた。

　ヴァニラは走りだした。

「ま、待て、お嬢さ……はっくしょん！」

「旦だん那なさま！　大だい丈じよう夫ぶですか！」

　テラスへ出ると、待っていた子供がヴァニラの手をとった。

「こっちへ！」

　導みちびかれるまま庭の林を突つっ切り、やがて見上げるような生け垣に行き当たる。ヴァニラが振ふり返ると、不ふ敵てきな笑えみが返ってきた。

「そこから出られるよ」

　子供が指差したところに、小さな穴あなが開いていた。ヴァニラはうなずいて、穴のなかに身体からだをすべりこませた。
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「はい、水」

　差しだされた紙コップを左手で受け取る。

　ここは、町の中心をすこし外れた小さな公園。そのベンチのひとつに、ヴァニラたちは腰こしを下ろしていた。

「ありがとう……助けてくれて」

　礼を言うと、子供がにっこり微笑ほほえんだ。いまは帽子を脱ぬぎ、栗くり色いろの短い髪かみがそよ風に揺ゆれている。まつ毛が長く、近くで見るとかなり整ととのった顔だちだった。

「困こまったときはお互たがいさまだよ。それより、どうしてあの屋や敷しきに？」

「じつは……」

　ヴァニラは、無理やり連れていかれた話を語った。子供が驚おどろいたように目を見開く。

「そんなことが……大変だったね」

「……あなたはどうして？」

「ぼ、ぼく？」

　子供がびくっと身体を引いた。

「ぼくは……ぐ、偶ぐう然ぜんだよ。偶然、あそこを通りかかって、ヴァニラを見かけたんだ」

「……？」

　ヴァニラは首をかしげた。

「……どうしてわたしを知ってるの」

「もしかして、覚えてないの？」

　無言でうなずくと、子供が天をあおいだ。

「うわあ、ショック。せっかく女の子の友だちができたと思ったのに」

　が、すぐに気を取り直したように笑って、しなやかな手をヴァニラに差しだした。

「じゃあ、あらためて自じ己こ紹しよう介かいするよ。ぼくはコリン。ぼくたち昨日きのう、ここでいっしょに子猫の里親探さがしをしたんだよ」

「子猫の……？」

「うん。うちの家、ペット禁きん止しなのに、つい拾ひろって帰っちゃって」

「……この子は？」

　ヴァニラはベンチの下をのぞきこんだ。さっき屋敷で見かけたまだらの猫が、ふかふかの尻尾しつぽをヴァニラの足に絡からませている。

「このへんのノラ猫。ときどき遊びに来てたら、すっかり仲良しになったんだ」

　コリンは照れたように笑った。

「昨日、捨すてられた子猫を五匹ひきも連れて帰っちゃったんだ。父は猫ねこがすごく苦手だから、『捨ててこい！』ってすごい剣けん幕まくでね。子猫たちを連れて家を飛びだしたんだけど……」

　表ひよう情じようがすこし暗くなる。

「……お父さまもぼくのこと、心配して探してくれてたんだ……」

　コリンはそこで、はっと言葉を切った。にこやかに微笑み、話を再さい開かいする。

「ここで途と方ほうに暮くれてたら、きみが来て子猫の頭をなで始めたんだ。本当のところ、ぼくはそのまま子猫たちを置いていくつもりだった。だけど、きみが……」

「……わたしが？」

「子猫たちを見て、『すごく小さい』って言ったんだ。それでぼく、自分がひどいことをしてるって気づいたんだよ。拾ったのは自分なんだから、最後まで面めん倒どうをみなきゃいけないって」

　コリンは真しん剣けんな顔で話をつづけた。

「ぼくがそこに立って『子猫をもらってください』って叫さけんでるあいだ、きみもずっといっしょにいてくれたんだよ。なにも言わなかったけど、かわるがわる子猫を抱だいてね。さっき、きみは助けてくれてありがとうって言ったけど、助けてもらったのはぼくのほうさ」

「…………」

　ヴァニラは自分の両手を見つめた。なんだか、子猫のぬくもりがよみがえってくるような気がする。

「……わたしは、それから？」

「最後の一匹をもらってくれた女のひとについていったけど、やっぱり覚えてない？」

「……はい」

「ヴァニラ、そのひとが子猫といっしょに帰るのを、ずっと追いかけていったんだ。ぼくもアパートの前までいっしょに行ったけど、さすがに遅おそいからそこで帰っちゃった」

「……それはどこ？」

　ヴァニラはコリンにぐいと顔を近づけた。

「きゅ、急にどうしたの？」

「……落とし物をしたかもしれない」

「そりゃたいへんだ」

　コリンが立ちあがった。

「案内するよ。さあ、こっちだ」

　ヴァニラも走りだしかけて、はっと振ふり返った。まだらの猫がじっとこちらを見ている。

「……さようなら」

　つぶやくように言うと、猫は眠ねむそうに「みゃあ」と鳴いた。
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　そのアパートは、公園から三ブロックほど西へ行ったところにあった。

「……ここ？」

「うん。たしか、二階のいちばん奥おくのはず」

　狭せまい階かい段だんを上がり、目指す部屋へと向かう。が、訪ほう問もんを告げるチャイムを押おす前に、シュッ、とその扉とびらがひとりでに開いた。

「……？」

　現あらわれたのは、黄色いエプロンをつけた若わかい男だん性せいだった。長めの黒くろ髪かみを輪ゴムでまとめ、後ろに向かって大声で叫んでいる。

「早く！　早く、ジェイ！」

　すぐに、人ひと影かげがもうひとつ飛びだしてきた。

　そちらは女性だった。短めの髪を襟えりもとで切りそろえ、男性と色いろ違ちがいのエプロンをつけている。

「ヴァニラ？」

　女性が、はっと足を止めた。おそらく彼女が、夕べ子猫を引き取ったという──

「ヴァニラ、この子がたいへんなの！」

　せっぱつまったようすで腕うでに抱かかえたものを差しだす。そこにはタオルにくるまれ、薄うす茶ちや色いろの子猫がケッケッと咳せきこんでいた。

「さっきから咳せきが止まらないの。いまから病院に連れていこうと……どうしよう、もし死んじゃったら……」

　女性の頰ほおを、涙なみだが伝い落ちた。

　ヴァニラは子猫に手を伸のばした。咳をするたび、小さな身体からだがぴくっぴくっと震ふるえる。いまにも死にそうだったが、ヴァニラはこのような状じよう態たいに見覚えがあった。

「……その子を」

　戸と惑まどう女性の腕からそっと抱きあげ、通路の床ゆかに降おろす。子猫は四本の足を踏ふんばり、ケッケッと苦しそうに咳をくり返した。

　ヴァニラは背せ中なかをさすった。しだいに咳が激はげしくなり、身体を大きく折り曲げる。

「大だい丈じよう夫ぶなの？」

　コリンが不安そうにのぞきこむ。

　そのとき、子こ猫ねこがなにかを吐はきだした。ヴァニラは毛の固まりだろうと思っていたが、出てきたのは大きな綿わたボコリだった。

「……掃そう除じ中ちゆうでした？」

　あらためて男女のエプロン姿すがたを見上げ、ヴァニラは尋たずねた。

「あ、うん。その子、もう大丈夫なの？」

「……はい。ホコリが喉のどにつかえていただけです」

「よかった……どうなることかと思った」

　女性が涙を拭ぬぐい、男性にもたれかかる。彼はやさしく肩かたを抱だき寄よせた。

「…………」

　ヴァニラとコリンがじっと見つめていると、ようやくふたりは場の雰ふん囲い気きに気づいた。

「あっ、ご、ごめんなさい。ふたりともなかに入って」

　照れながら、女性が扉を開ける。ヴァニラは子猫を抱きあげて、コリンとともについていった。

　数分後、ヴァニラたちとカップルは、いくつも箱が積みあがった部屋のわずかな隙すき間まに、円えん座ざになっていた。

「ごめんね、ろくなもてなしもできないで」

「いえ、とつぜん押しかけてきたのはこちらですから」

　コリンが礼れい儀ぎ正しく言い、周囲を見まわす。
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「お引ひっ越こしですか？」

「うん。久ひさしぶりにあちこちものを動かしたもんだから、ホコリがひどくって。この子には悪いことしちゃった」

　子猫はいまはケロッとした顔で、あちこちの隙間を出たり入ったりして遊んでいる。

「あたし、このひとといっしょに暮くらすことにしたのよ」

　不意に、女性が言った。ヴァニラが視し線せんを移うつすと、男性が顔を赤くして頭をかく。

「いまでも不思議な気分だよ。一度は別れたぼくたちが、こうしてまたいっしょにいるなんて」

「……はい」

「はい、って、あなたのおかげじゃない！」

　女性も頰を赤く染そめて、ばんっとヴァニラの背中を叩たたいた。思わずケホケホと咳きこむ。

「ご、ごめん。あんまりあなたがトボけるもので」

「…………」

「……もしかして、覚えてないの？」

「ヴァニラ、夕べの記き憶おくがないらしいんです」

　コリンが急いで説明する。

　沈ちん黙もくが降りた。が、やがて、女じよ性せいが柔らかく微笑ほほえみ、説明を始めた。

「昨日、あたしがこの子をもらったのは、ひとつのケジメだったの。彼と別れたのは一か月も前のことだし、そろそろ新しい生活を始めようと思って。子猫でも飼かって、ひとりで生きていこうって決めたのよ」

　そこで女性はくすっと笑った。

「その話は夕べもしたわね。ヴァニラ、なにも言わずにずっと話を聞いてくれるもんだから、つい、なにもかも話しちゃった。だれかにグチを聞いてほしい気分だったのよ」

「…………」

「でも、そのとき、あなたが指し摘てきしたのよ。『指輪をしてるんですね』ってね」

　ヴァニラは、女性の左手の薬指にはめられた、シンプルな銀色の指輪を見つめた。

「はっとしたわ。あたし、気づいたの。なんだかんだ言って、このひとのこと、忘わすれられずにいたんだ、まだ好きなんだって」

　ふたりがヴァニラとコリンそっちのけで、温かな──というより熱い──視線を交かわす。

「あなたが帰ったあと、彼に連れん絡らくをとったの。久しぶりにゆっくり話をしたわ。誤ご解かいがあったこともたくさん知った。それで、やり直そうって決めたの」

　ヴァニラは目が回る思いで、等身大のクマのぬいぐるみにもたれた。

「ほんとに感かん謝しやしてるのよ。結けつ婚こん式しきには……まだそうなるかわからないけど、そのときには、ふたりともぜひ来てちょうだいね」

「はいっ！」

　コリンが嬉うれしそうに答えた。瞳ひとみが、夢ゆめ見みるように輝かがやいている。

「あの……」

　ヴァニラは、大事な質しつ問もんを切りだした。

「そのときわたし、ヘッドギアを……」

「ヘッドギア？」

「白い……頭にかぶる……」

「ああ、あのきれいな冠かんむりね。覚えてるわよ。わたし、花はな嫁よめさんみたいだって思ったもの」

「え……？」

「言ったじゃない。わたし、ウェディングドレスのデザインの仕事をしてるのよ」

　頭のなかで、なにかがフラッシュした。

「そしたらあなたが教えてくれたの。知り合いの結婚披ひ露ろうパーティの帰りだったんですってね。白いドレスがとても素す敵てきで、お友だちが大喜びだったって言ってたわ」

　花嫁……指輪……ドレス……。

「だからあたし、教えてあげたの。あたしがデザインしたウェディングドレスが飾かざられた場所があるから、ぜひ見てちょうだいって」

「あ……」

　脳のう裏りに白いドレスが浮うかんだ。パーティで見たものではない。もっとレースをふんだんに使った、袖そでが丸くデザインされたとてもかわいらしい──。

　ヴァニラは、思い出した。
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　西に傾かたむきかけた太陽が、ガラス張ばりのビルをオレンジ色に染める。

　ヴァニラは、白き月ポジテイブ・ムーンでも最大規き模ぼをほこる〝ムーンデパート〟の前に立っていた。華はなやかに飾られた特とく設せつコーナーを背はい景けいに、きらきらと純じゆん白ぱくのウェディングドレスが輝いている。

「うわあ、きれい！」

　コリンがはしゃいだ。自分も見たいとしきりに言うので、ここまでいっしょに来たのだ。目の前のドレスは、ヴァニラたちが知り合ったジェイという女性の手によるもの。

　頭にかぶっているのは花嫁のティアラ。

　白い、ヴァニラのヘッドギアだ。

「とても似に合あってるね。きみがやったの？」

「……はい。ドレスだけではもの足りないと思ったから」

　ヴァニラはうなずいた。そうなのだ。ヘッドギアは、花嫁のティアラ。ナノマシーンで作った花束は、花嫁のブーケ。

　帰り道、ヴァニラはたしかめようと思って──ランファたちが言うほど結婚式は素敵なものなのか──このマネキンに持たせてみたのだ。しかしそこで睡すい魔まに襲おそわれ、はうようにして基き地ちへと戻もどった。花束は持ち帰ったものの、ヘッドギアはそのまま忘れてしまったのだ。

「すてきだなあ、とても……」

　コリンが小さくため息をついたとき。

「ヴァニラ～！」

　呼よぶ声がした。見ると雑ざつ踏とうをかきわけ、ランファ、ミルフィーユ、フォルテ、ミントの四人が駆かけてくる。その後ろから、どういうわけかあの老人──マドレーヌ商会の会長が走ってくるのが見えた。

「あっ」

　背後で、コリンが小さく声をあげた。

「ヴァニラ、心配したわよ～」

　ランファが到とう着ちやくし、ぜいぜいと息をつく。

「みんなでヘッドギアを探さがしてたんだから。アンタはいいって言ったけど、やっぱり気になってね。そしたらレストランの近くでこのおじさまに会って、ヴァニラを探してるって言うもんだから……」

　ヴァニラはおそるおそる顔を上げた。が、老人が見ているのはヴァニラではなく、その隣となりの……。

「コリン！」

　こそこそと逃げようとしていたコリンが、きゅっと身体からだを縮ちぢこまらせた。

「さっきはとんだいたずらを……まあ、よい。お嬢じようさんとは仲良くなったようだしな」

「あれあれあれ？」

　フォルテが、コリンと老人をかわるがわる見つめた。

「じいさん、この子とも知り合いなのかい？」

「うむ。これはコリン・マドレーヌ。わたしの自じ慢まんの息子むすこで、将しよう来らいはマドレーヌ商会を背せ負おって立つことになろう。そこのヴァニラお嬢さんとは、やがて夫ふう婦ふとなる」

「な、なんですって！」

　ランファが声をひっくり返らせて叫さけんだ。隣でミントが、おもしろそうに白いつけ耳をぱたぱたさせる。

「それっていわゆる玉の輿こし……ですわね。マドレーヌ商会といえば、白き月ポジテイブ・ムーンきっての大だい財ざい閥ばつですもの」

「そうなんですか～。すご～い」

　ミルフィーユが目をきらきらさせる。

「結けつ婚こん式しきにはぜったい呼んでくださいね。どんなお料理が食べられるか、いまからたのしみです～」

「ちょ、ちょっと待ってよ。どうしてヴァニラがマドレーヌ商会の御おん曹ぞう子しと……」

　茫ぼう然ぜんとするランファをよそに、ヴァニラはコリンを見つめた。さっきから落ち着かなげにもじもじしている。父親に向かってなにか言いかけては、口をつぐむばかり。

　いっぽうエンジェル隊のメンバーは、ヴァニラの結婚式の話題で盛もりあがっている。

　ヴァニラは、老人のそばに歩み寄よった。

「……あの」

「なんだね、お嬢さん」

　老人がにこにこと顔を向ける。

「……わたし、コリンさんとは結婚できません」

「ええっ？」

　老人が声を震ふるわせた。全員がはっとした顔で、ヴァニラのほうに注目する。

「なぜだ？　なにが不満だ？　地位も富とみも申し分ないだろうに」

「……でも」

　ヴァニラは、一いつ瞬しゆんだけためらった。

「……コリンさんは、女じよ性せいですから」

　老人の動きがぴたりと止まった。ゆっくりとヴァニラの隣に立つ子こ供ども──りりしい顔がいまは驚きよう愕がくに凍こおりついている──を見つめる。

「ば、ばかを言うな！　コリンが女の子だと？　そんなわけがない！」

「ま、まったくだよ！」

　コリンがヴァニラに怒おこった顔を向けた。

「ぼくと婚約したくないからそんな噓うそをつくんだね。ならいいよ、ぼくだって……」

「……噓じゃありません」

　ヴァニラはきっぱりと言った。どうしてコリンは、こんなに否ひ定ていするのだろう。彼女の手はとてもかよわくて、いつもだれかの助けを求めているようだったのに。

「ヴァニラさんのおっしゃるとおりですわ」

　ミントがしばらく眉まゆをひそめたあと、驚おどろきに目を丸くした。

「精神感応者テレパスのわたくしが言うのですから、間ま違ちがいありません」

　それを聞いて、老人ががくりとよろめいた。

「まさか、そんなはずは……」

「お、お父さま……」

　射るような視し線せんから逃のがれようと、コリンが一歩あとじさる。

「おまえ……」

「ご、ごめんなさい！」

　ばっと頭を下げる。

「だますつもりはなかったんです！　跡あと取とりがほしいって言うお父さまのために、お母さまがぼくを男の子として育てることにして……いつかバレるって言ったのに、無理やり……ぼく、怖こわくて怖くて……」

　頰ほおを、涙なみだがひとすじ流れ落ちる。

「みんな、すっかりぼくを男の子だと信じてしまって……だれにも言えなかった。ほんとに……ほんとに、ごめんなさい」

　沈ちん黙もくが降おりた。

「……まさか、娘むすめだったとはな」

　ようやく、老人が怒いかりを抑おさえて言った。

「なにか問題でもあるのかい？」

　フォルテが割わって入る。

「女の子だっていいじゃないか。この子はあんたに悟さとられまいと、ものすごく努力してきたんだぜ。あんたの自じ慢まんの子供だっていうのも、この子ががんばって手に入れた評ひよう価かだろう？　それを……」

「わかっておるよ」

　老人がさえぎった。思いがけず、その声はやさしかった。

「わたしが怒っておるのは、自分自身に対してだ。十年以上も、娘らしい扱あつかいをしてやれなかったのだからな」

　コリンがはっと顔を上げた。

「そりゃあ、わたしは息子むすこがほしいとつねづね言っておった。でも、おまえのようなかわいい娘でもかまわぬ」

「お父さま……？」

「そうだ、なにかほしいものはないか？　ドレスでも人形でも、なんでもおまえの……」

　コリンが、ワッと声をあげて泣きだした。老人が、その頭をやさしくなでる。やがて、ヴァニラのほうに向き直った。

「お嬢じようさん、すまないが婚こん約やくの話はなかったことにしてくれたまえ。コリンとは、これからも仲良くしてくれると嬉うれしい」

「……はい」

　ヴァニラがうなずくと、コリンが涙を拭ぬぐって近づいてきた。

「ヴァニラ、ありがとう……本当のぼくに戻もどしてくれて。これで、ぼくも……わたしも、ウェディングドレスが着られるね」

　嬉しそうに、夕日に輝かがやく白いドレスを見つめる。そこにいただれもが、この少女ならとても似に合あうだろう、と将しよう来らいを想そう像ぞうした。

　きゅるきゅるきゅる。

　ヴァニラははっとお腹なかを押おさえた。そういえば、今日きようはろくに食事をとっていない。

「そろそろメシにでもするか」

　フォルテが親指をぐいと突つきあげた。

「かまいませんが……もちろん、フォルテさんのおごりですわよね？」

「なに言ってんだ、ミント。スポンサーはそこにいるじゃないか」

　視線を向けられ、一いつ瞬しゆん、老人は目をしばたたかせた。が、すぐに喜んでうなずく。

「みなさんもいっしょに、わたしに娘ができたお祝いをしてくださるのですな。ええ、いいですとも。なんでもごちそうしましょう」

「あっ、あたし、昨日きのうのレストランがいいです！　あそこのお魚料理、すごくおいしかったし」

　ミルフィーユの足は、すでに湖のほうに向かっている。ランファ、フォルテ、ミントが鼻歌まじりにあとにつづいた。

　だれかがヴァニラを呼よんだ。

　コリンが、白いヘッドギアを大切そうに抱かかえている。ヴァニラが身をかがめると、そっと頭にかぶせてくれた。




　その夜、ヴァニラが私し室しつに戻ると、花束はまだテーブルの上にあった。ゆっくりと持ちあげて、鏡の前に立ってみる。

　ヴァニラが映うつっていた。白い制せい服ふく、白いヘッドギア、銀色の花束。

　デパートのマネキンを思い出し、両手を軽く広げ、上目づかいに首をかしげてみる。口もとをゆるめ、頰ほおをきゅっと上げて……。

「なにポーズとってんの？」

　いつのまにか部屋の入口に、ランファが立っていた。

「……！」

「扉とびら、開いたままだったわよ。それよりヴァニラ、いま笑ってなかった？」

「……いいえ」

　ヴァニラは答えると、花束を銀色のリスに戻した。リスはヴァニラの腕うでを駆かけ登り、首のまわりできゅっと丸くなった。
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「ふおっふおっふおっ」

　目のまわりを黒いマスクで覆おおった男が、ステージの上で不ふ敵てきな笑えみを浮うかべる。口もとのしわから老ろう齢れいであることがうかがえるが、長身の身体からだはがっしりとしていて筋きん骨こつたくましい。

「これでやつらもお終しまいだ！　ワシが全宇う宙ちゆうを手に入れるのだ！」

　やや棒ぼう読よみな口く調ちようで、男が宣せん言げんする。

　黒いマントがひるがえり、見ると男の手に緑のスイッチが握にぎられていた。もったいぶった仕草で、じわじわと右手の人差し指を近づけていく。

　そのときだった。

「待て待て待ていっ！」

　威い勢せいのよい女じよ性せいの声が割わりこんでくる。

「そこまでだ、スターバニー！　観念してお縄なわにつけいっ！」

　燃もえるような赤い髪かみの女性が、ステージの袖そでから現あらわれる。紫むらさき色いろを基き調ちようとした軍服の背せ中なかから、真っ白な天使の羽根が伸のびていた。

「な、なんだ、キミたちはっ！」

　うろたえるマスクの男を、バラバラッと五人の人ひと影かげが取り囲む。

「アタシたち？」

　そのひとり、深しん紅くの軍服を着て背中に羽根をつけた金きん髪ぱつの少女が、パチリと魅み力りよく的に片かた目めをつぶった。

「知りたいなら教えてあげるわ。アタシたちは正せい義ぎを守る月の戦士、その名も」

　たっぷりと間を置き、ステージの向こうに広がる青空を見上げる。

「ミラクル・ムーン！」

　蘭花ランフア・フランボワーズの合図に合わせ、少女たちがそれぞれに決めポーズをとった。

　ぱらぱらぱら。

「……拍はく手しゆ、少ないですね」

　片足を持ち上げたままのポーズで、ヴァニラ・Ｈアツシユが無む表ひよう情じようにつぶやいた。

「やっぱりこのネーミングがイマイチなんですわ。だからフォルテさんのセンスは古いと言いましたのに」

　その横で、ミント・ブラマンシュが前かがみの姿し勢せいのまま、唇くちびるを尖とがらせる。
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「うるさいな。いいから、あいつを捕つかまえろ！」

　フォルテ・シュトーレンが動きだし、五人がいっせいにマスクの男に飛びかかった。が、男はするりとその手をかわす。

「はっはっは、無む駄だなことを！　このスイッチを押してもいいのか？　これを押せばどうなるのか、知らぬわけではなかろう！」

「大だい丈じよう夫ぶですよ～」

　明るい声が、得意げな男の台詞せりふをさえぎった。

「それ、偽にせ物ものですから～。本物はこっちです～」

　ミルフィーユ・桜さくら葉ばがにこやかな笑みを浮かべ、ピンク色の軍服のポケットから同じような緑のスイッチを取りだす。

　男が、これはびっくりと言わんばかりにのけぞった。

「な、な、なんと！　いつのまに！」

「ほ～ほっほ！」

　ランファが腰こしに手をあてて、高笑いする。

「アンタの間ま抜ぬけな計画は、み～んなお見通しなのよ、スターバニー！」

「く、くそっ」

　マスクの男が悔くやしそうに地じ団だん駄だを踏ふんだ。

「さあ、ミルフィー……違ちがった、ラッキースター、こいつをふんじばるのを手て伝つだって！」

「はい、カンフーファイターさん！」

　ミルフィーユが駆かけ寄よろうとしたときだった。

　スイッチが、不ふ意いに手から離はなれた。

　はじかれたように、飛んでいったのだ。

　ミルフィーユはあわててつかもうとして、体たい勢せいを崩くずした。

「わわわわ」

　とっさになにかにすがろうと、手が伸びる。そばにあったのは、悪の秘ひ密みつ基地の内部を描えがいた大きな垂たれ幕まく──

「……ふう」

　どうにか転ばずにすんだ、と一安心したのだが。

　ギギギギギ～。

　きしむような音が響ひびいた。垂れ幕に引きずられるようにして、背はい景けいボードが倒たおれてくる。

「ミルフィー、アンタ……！」

　ランファの台詞は、最後まで言うことができなかった。

　バタン！

　五人の正義の少女とひとりの悪人は、いっしょくたにボードの下した敷じきになった。

　観客席から、これ以上はないというくらいの盛せい大だいな拍手と歓かん声せいがあがった。




　　　　２




「あ～ん、またやっちゃいました～」

　ミルフィーユが半べそをかきながら、居い並ならぶ少女たちを申し訳わけなさそうに見上げる。

「まったくよ！　アタシたちがどれだけ恥はずかしい目に遭あったと思ってんの！　せっかくの劇げきがだいなしよ！」

　ランファがミルフィーユをにらみつける。

　ここは、白き月ポジテイブ・ムーンにある防ぼう衛えい軍ぐん基き地ちの広場。いつもなら制せい服ふくの軍人ばかりが歩いているのだが、今日は普ふ段だん着ぎの市民たちであふれかえっている。

「……お客さんは喜んでいました」

　ミルフィーユのすりむいた膝ひざ小こ僧ぞうに手をあてながら、ヴァニラが淡たん々たんと告げた。その横で極微機械ナノマシーンの集合体コンプレツクスである銀色のリスが、嬉うれしそうに拍はく手しゆとバク転をくり返す。

「そういう問題じゃないの！　脚きやく本ほんでは、あのあとアタシが伝カ統ン武フ術ーの奥おう義ぎを披ひ露ろうするはずだったのよ。なのにドタバタのまま終わっちゃったじゃない！　ああん、一週間もいっしょうけんめい練習したのに～」

「子こ供どもみたいにすねてんじゃないさ、ランファ」

　フォルテが苦笑いを浮うかべた。

「ただの祭りの出し物だろう」

「でも……アタシのせっかくの活かつ躍やくシーンが……」

「元気を出しなさい、ランファくん」

　やさしげな声が、ランファをなぐさめる。

「今日は一いつ般ぱんの市民とわれわれ軍人とが交流を深める『基地フェスタ』ではないか。われわれはじゅうぶん、人々を喜ばせたと思うが？」

「ルフト准じゆん将しよう……」

　自分たちの上官を見上げたランファの表ひよう情じようが、ふっと曇くもる。

「お怪け我がは大だい丈じよう夫ぶですか？」

「ん？　なんのこれしき」

　白き月ポジテイブ・ムーンの防衛軍基地司令官、ルフト・ヴァイツェン准将は、笑え顔がおで額ひたいのばんそうこうをさすった。

「ちょっとこぶになっただけじゃ。たいしたことではない」

「すみません～。准将には無理を言って、スターバニー役を引き受けていただいたのに」

　ミルフィーユが再ふたたび涙なみだ目めになる。スターバニーは、実じつ在ざいした宇う宙ちゆう怪かい盗とうの名前。いまはエンジェル隊の手によって、どこかの刑けい務む所しよに送りこまれている。

「よいよい。せっかくの祭りなんじゃ。屋台でも巡めぐり歩いてみんかの？」

「お、いいですね。あたしゃ、食堂のおばちゃんが出してるっていう屋台のたこ焼きが食べたいな」

　フォルテが言ったところに、湯気をあげるプラスチックの皿が差しだされた。

「はい、どうぞ」

「おっ、ありがたい。こりゃうまそうだ」

「エンジェル隊のみなさまに、ほんの差し入れですわ」

　ハスキーな声が返ってくる。聞き慣なれない声だと気づいて、フォルテが顔を横に向けた。

「……誰だれだい？」

　全員が、いっせいに視し線せんを注いだ。

　立っているのは、二十代前半くらいの背せの高い美女だった。栗くり色いろの巻まき毛が肩かたの上で踊おどり、すみれ色のワンピースからは高いヒールと素す足あしがのぞいている。頰ほおを紅べに色いろに染そめ、瞳ひとみはまっすぐにその場にいるただひとりの男だん性せい──ルフト准将を見つめていた。

「キ、キミは……」

「お久ひさしぶりです、ルフト先生」

「先生？」

　ランファがびっくりして目を見開いた。それを聞いて、ミントがそっと耳打ちする。

「ご存ぞんじありませんの？　ルフト准将は以前、首都星で士官学校の教きよう師しをしていらっしゃったんですのよ」

　いっぽうルフト准将の視線は、その美しい女性に向けられている。

「マリエくん……どうしてキミがここに……」

「もちろん、先生にお会いしたかったからに決まっていますわ」

　女性はそう言うと、問答無用にルフトの腕うでを取った。

「お話したいことがございますの。お時間をいただけますかしら？」

「ああ、それはもちろん……」

「ではまいりましょう」

　女性はルフトとともに数歩進んだところで、エンジェル隊のほうを振ふり返って深々とお辞じ儀ぎをした。

「……なんなのかしら」

　ふたりの姿すがたが人ごみに消えると、ようやくランファが言った。

「すごくきれいな方でしたね」

　ミルフィーユがまだうっとりした顔でしみじみつぶやく。

「それに、とてもいい雰ふん囲い気きでしたわ。あの方、もしかしたらルフト准将の……」

「まさか、ミント！　あのひととルフト准将じゃ、親子ほども歳としが違ちがうわよ」

　ランファがなぜか顔を赤くする。

「そんなの関係ないじゃないか」

　フォルテがにやにやと笑みを浮かべる。

「おまえさんだっていつも言ってるだろう？　愛があれば歳の差なんて、って？」

「うっ……それもそうだわ。考えてみればアタシたち、ルフト准将の私し生せい活かつに口出しできる立場じゃないもんね。それどころか、いつも迷めい惑わくばっかりかけてるし……」

　ランファはしばらく准将が消えた方向を見つめていたが、不意にぱっと振り返った。

「そうだ！　アタシたちでなんとかしよう！」

「って、なにをですか？」

　ミルフィーユが首をかしげる。

「決まってるでしょう、あの二人をくっつけるのよ」

「はあ？」

　まだ、ミルフィーユはわかっていない。

　そのとき、ヴァニラの銀色のリスがなにかを見つけて走りだした。ランファの顔を見上げ、しきりに注意を引こうとしている。

「なに、ヴァニラ？」

「……あれを」

　隣となりに立つヴァニラが、ひとつの人ひと影かげを指差した。

　そこには、ピエロに扮ふんした兵士がプラカードを掲かかげて立っていた。行ゆき交かう人々に、あらんかぎりの大声で呼よびかけている。

「午後二時から、特とく設せつステージでのど自じ慢まん大会を行います！　優ゆう勝しよう者しやは、なんとペアで温おん泉せん惑わく星せいにご招しよう待たい！　ふるってご参加くださ～い！」
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「お久しぶりです、みなさん」

　白衣に身を包んだ眼鏡めがねの少年が、礼儀正しくぺこりと頭を下げた。

「こんなところでお会いできるなんて、ぼく、光栄です」

「べつにおかしなことじゃないわよ、リー博士はかせ。アタシたち、同じ基き地ちで働いてるんだから」

　ランファがすこし大声になって答える。特設ステージではすでに次の参加者が熱唱をはじめており、それに負けないためだ。

　リー博士と呼ばれた少年が、嬉うれしそうに笑えみを返す。彼は以前、バレーボール訓練ロボットの被ひ験けん体たいになってほしいとエンジェル隊のもとを訪おとずれ、仲よくなったロストテクノロジーの研究者である。

「ぼく、今日きようはずっと、ここの手伝いに狩かり出されてるんです。みなさんはたしか、舞ぶ台たい劇げきをされるんでしたよね？」

「え？　ああ、もう終わったけど」

　ランファがしどろもどろに返事をする。

　リー博士は、年と齢し相そう応おうの子こ供どもっぽい仕草で頰ほおをふくらませた。

「うわ～、残念。ぜったい見に行こうと思ってたのに」

「い、いいのよ。見るほどのもんじゃなかったから。それより博士、あのロストテクノロジーについて、教えてくれないかな」

　ランファはそう言って、特設ステージの斜ななめ前に据すえ置かれた一辺一メートルほどの四角い箱を指差した。

「今日ののど自慢大会って、あの機械が得点をつけるんでしょう？」

「『歌声採さい点てんマシン』ですか？」

　リー博士が視し線せんをめぐらせる。

「ええ、そうですよ。でもぼく、さっきも言ったように今日はここに狩り出されてるだけで、あの機械は専せん門もん外がいでして……」

「なにか知らない？　どうやったら高得点が取れるのか、コツみたいなものがあったら教えてほしいんだけど」

「う～ん」

　リー博士は天をあおぎ、必死に思い出そうとした。

「あれはまだ研究が終わったばかりなんですよ。今日が初の実じつ践せんと言いますか、これを期に大量生産を試みていくことになるんです。百点満点なんですが、これまでの実験で満点は出たことがないとか……」

「あっ、いま歌ってらした方の得点が出ましたわよ」

　ミントが一行の注意を引く。ピロピロと音がして、黒い機械の表面に「90」の数字が浮うかんだ。

「……九十点ですか。すごくお上じよう手ずだと思いましたのに」

「ええ、こんな具合なんです。じつはプロの声楽家の方にも何人か、被験体になっていただいたそうですよ。いずれも音おん程ていのしっかりした方だったのに、どうしても満点は取れなかったとか」

「ううっ。じゃあ、どうやったら優勝できるのよ」

「さあ……」

「お願い！　アタシたち、どうしても温泉旅行をゲットしたいのよ！　人助けと思って、秘ひ密みつがあるなら教えて！」

「ほ、本当に知らないんです！　じゃあ、ぼくは行きますね。みなさん、がんばってください！」

　そう言い残し、リー博士はそそくさと観客席の後方に消えた。そこではほかの研究者たちが、観客の整理と参加者の受付に大わらわである。

「……ちえっ。潜せん入にゆう調ちよう査さは失敗かあ」

　ランファがはあとため息をついた。

　ステージでは、司会者が次の番号札をつけた三人組の若わかい女じよ性せいにマイクを渡わたしている。

「仕方ないな。こうなりゃ、実力で優勝を勝ち取るだけだ」

　フォルテが言い、腕うでまくりをする。

「はいっ！　ぜったいルフト准じゆん将しように、温泉旅行をプレゼントしましょうね！」

　ミルフィーユがこぶしを握にぎって気合いを入れた。
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「三十番、ミルフィーユ・桜葉。よろしくお願いしますっ！」

　アップテンポのメロディーが、さわやかな空気に乗って流れ出す。

「ららら、お日さま真ん丸目玉焼き～」

　ミルフィーユの澄すんだ歌声に、道行く人々が振ふり返る。パイプ椅い子すを並ならべた観客席で、子供たちが立ち上がって手て拍びよう子しを始める。

「ららら、さいころ真四角冷ややっこ～」

　黄色いエプロンの裾すそをはためかせ、ミルフィーユがたのしそうに歌う。

「なによ、あの歌？」

　ステージの横で自分の順番を待ちながら、ランファは眉まゆをひそめた。フォルテが苦く笑しようを浮うかべてそれに答える。

「いま流は行やってるお気楽料理番組のテーマソングだとさ」

「もう……ミルフィーったら、ちゃんと勝負する気あるのかしら」

　ランファのつぶやきをよそに、ミルフィーユは最後まで歌い終えると、満足げな表ひよう情じようで観客席に向かってお辞じ儀ぎをした。

「さて、ただいまの得点は……おおっ」

　背せ広びろ姿すがたの司会者が、大おお仰ぎように驚おどろいてみせる。彼もおそらく、基き地ちで働く人間のはずだ。

「八十九点です！　惜おしい、あと一歩で最高得点でした！」

　会場から惜しみない拍はく手しゆが起こる。

「ええっ、そうなの？」

　ランファはびっくりして言った。

（ミルフィーユで八十九点が取れるなら、アタシは……）

　と、心のなかでひそかに期待する。

「わ～い、がんばっちゃいました～」

「お疲つかれさん。いい歌だったよ」

　戻もどってきたミルフィーユを、フォルテがねぎらった。

「ありがとうございます！」

「だ、だめよ」

　ランファは額ひたいに汗あせを浮かべつつ、ちっちっと指を振った。

「アタシたち、優ゆう勝しようしなきゃ意味ないんだからね」

「そうでした。すみません～」

　ミルフィーユが素す直なおに謝あやまる。

「次はヴァニラさんですね。がんばってください～」

「……努力、します」

　ヴァニラは肩かたから銀色のリスを下ろし、ミルフィーユに手渡すと、ステージへと上がっていった。

（……？）

　イントロが流れてこない。機械の故こ障しようかな、とランファが思ったとき。

　ヴァニラが、静かに歌いだした。

「％＆△〝[image: ]（＝〟＊＋★[image: ＞]＊●）」

　聞いたことのない言葉の響ひびきが、あたりをおごそかに包みこむ。観客は一いつ瞬しゆん、あっけにとられたが、やがてゆったりと身体からだを揺ゆらし始めた。

「なんだか、やさしい気持ちになれる歌でしたね」

　ヴァニラが八十八点の高得点にもかかわらず無表情に戻ってきたところで、ミルフィーユが感想を述のべた。

「なんの歌だったんですか？」

「……故こ郷きようのお祈いのりの歌です」

「惑わく星せいエルダートの？」

「……はい」

　ヴァニラが小さくうなずいた。

　彼女の出身は、先文明ＥＤＥＮの崩ほう壊かい後ごもナノマシーンを扱う技ぎ術じゆつを唯ゆい一いつ伝えてきた地方惑星である。そこでは聖せい職しよく者しやの修しゆ行ぎようと同じように、ヴァニラのような癒いやし手を訓練しているのだ。

「次はあたしか」

　フォルテがすこしこわばった顔でステージを見やった。無理もない。ここまでのふたりは、最高得点ではないとはいえ、それなりの結果を出している。

「ま、ひとつがんばってくるよ」

　そう言って駆かけだす。すぐに司会者の紹しよう介かいする声と拍手が聞こえた。

「三十二番、フォルテ・シュトーレン。曲は『おまえだけに』！」

　物悲しいクラシックの楽器の音色に乗って、フォルテが歌いだす。

「……またベタベタな歌か謡よう曲きよくねえ」

　ランファがため息をつく。

「おれについてこいだとか、今日は酒がしみるだとか」

　しかしミルフィーユは手を叩たたいて喜んだ。

「でもフォルテさんにはぴったりですよ。わたしたちにとって頼たよれるお姉さんですから」

　じっさい、フォルテも存ぞん分ぶんに好きな歌を歌ってすっきりしたらしい。八十五点という中ちゆう途と半はん端ぱな得点にも不満げな顔ひとつ見せず、気持ちよさそうに帰ってくる。

「もう、みんなちゃんと歌ってよ」

　ランファはひとり、抗こう議ぎの声をあげた。

「あたしたち、優勝しなきゃ意味ないのよ」

「ランファに任まかせるよ。このなかじゃ、おまえさんがいちばん歌が上う手まいんだし」

　残りの少女たちがうなずく。

「仕方ないわね」

　ランファの顔が、やる気に燃もえ立った。

　顔にかかった金きん髪ぱつをはらりと払はらいのけ、颯さつ爽そうとステージへ飛びだしていく。ランファが手をひと振ふりすると、歓かん声せいがそれに応こたえた。

「みんな、今日はアタシのために集まってくれてありがとう～！」

「……そうなんですか？」

　ヴァニラの小声の突つっこみに、

「さあ」

　とミルフィーユが本気で首をひねる。

　もちろん、ランファには聞こえていない。

「恋こいをしてるみんなのために、とっておきのラブソングを歌っちゃうわよ！」

　右手で合図すると、イントロが始まった。曲に乗って、ランファが軽かろやかにステップを踏ふむ。

「アナタとアタシは～、相思ＳＯ─ＡＩ！」

　ランファがマイクを振ると、「ＳＯ─ＡＩ！」と観客席から声が返ってくる。

「たとえ時間が凍こおりついても～、そう、愛の炎ほのおが二人を溶とかす～」

　ランファはいよいよご機き嫌げんに歌っている。

「さすがだね」

　フォルテが腕うでを組んだ。

「あれほど現実とかけ離はなれた歌を、みごとに歌ってみせるとは」

「ええ」

　ミントが同意のため息をついた。

　ステージでは勢いきおいに乗ってラストまで歌い終えたランファが、満足そうに額ひたいの汗あせを拭ふいている。

「すばらしい歌声でした！　得点に期待しましょう！」

　司会者が、湧わき返った観客たちをさらにあおる。

「さあ、得点が出ます。得点は……おおっ？」

　声が裏うら返がえり、あたりがしんと静まった。

「なんと、六十七点……です」

「ええっ？」

　いちばん驚おどろいているのはランファ自身だった。

「ちょっと待ってよ！　なんでアタシの歌が、ミルフィーやフォルテさんより下なのよ！　アタシの歌、そんなにひどかった？」

　ぐいっと司会者に詰つめ寄よる。

「い、いえ、とてもお上手でしたよ……」

「でしょう、でしょう？　おかしいわよ、こんなの！　その機械、壊こわれてるんじゃないの？」

「はあ、ですが今日きようのところはこれで得点をつけることになってまして……」

　それからしばらく、ランファは司会者とロステクを管理する研究者たちを相手にがんばったが、やがてがっくりと肩かたを落とし、すごすごとステージの横に引きあげてきた。

「あ～、恥はじかいちゃった。今日はほんと、ツイてないわ」

　パイプ椅い子すに身を投げだし、よよよと泣き崩くずれる。

「元気出してください、ランファさん」

　あわててミルフィーユがなぐさめる。

「まだミントさんが残ってるじゃないですか」

「……そうね」

　ランファの目が、すがるようにミントに向けられた。

「わ、わたくし……？」

　ミントはしばらく迷まよったあと、白いつけ耳をぺたりと伏ふせた。

「わたくし、遠えん慮りよさせていただきますわ。ふつうに歌うのでは、あのテクノロジーを攻こう略りやくすることはできないようですもの」

　黒い機械の固まりを見つめ、ミントはきまり悪そうにそう告げた。
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「いよいよのど自じ慢まん大会も、残すところあと一名となりました！」

　太陽が西に傾かたむき始めるころ、司会者がやや疲つかれた顔で宣せん言げんした。参加者は結局五十人を越こえ、審しん査さは三時間におよぶ長丁場となったのである。

「あ～あ、せめて努力賞かなにか、もらえないかなあ」

　観客席の最前列ですらりとした長い足を組み、ランファが唇くちびるを尖とがらせた。出番が終わったあとも「最後まで見み届とどける！」と強く言い張はり、他の四人もしぶしぶつき合わされている。

「わたしたち、がんばりましたもんね。あ、ランファさんもどうぞ。こっちが粒つぶあんで、そっちがこしあんです」

　ミルフィーユがまだふかふかと湯気をあげる饅まん頭じゆうを差しだす。先ほど、受付が終わって手の空いたリー博士はかせが買ってきてくれたものだ。

「そうよ、がんばったわよ」

　ランファはそう言って、こしあんの饅頭にガブリとかみついた。

「なのに優ゆう勝しようしそうなのは、九十三点を取ったどこかのくたびれたオヤジじゃない」

「でもあのひと、すごく気持ちがこもってましたよ。とくに『わたしの青春を返せ』っていう歌か詞し！　さすがは人生経けい験けんが豊ほう富ふというか」

　ミルフィーユが思い出してうなずく。が、ランファの気持ちはおさまらない。不ふ機き嫌げんの矛ほこ先さきは、ステージに上がったばかりの青年に向けられた。

「うわっ、見てよ、あいつ。太ってて眼鏡めがねかけてて、ぜったいに恋こい人びととかいなさそうなタイプ」

「しっ、ランファさん。聞こえますよ」

「大だい丈じよう夫ぶよ、こんなに離はなれてるんだもの」

　そう言ったものの、ランファはびくりと身を引いた。ステージに上がった参加者──司会者から紹しよう介かいされたばかりの小太りの青年が、じろりとこちらをにらんだような気がしたのだ。

「で、でも、歌はお上じよう手ずかもしれませんよ」

　ミルフィーユが作り笑いを浮うかべる。

「まさか、あんなやつにかぎって……」

　ランファが声を落としたとき、曲のイントロが始まった。最初のおどろおどろしい雰ふん囲い気きから、一気にテンポがはやくなる。まわりの子こ供どもたちがざわついた。

「わたくし、この歌、聞いたことがありますわ」

　ミントの耳がぴんと立った。

「たしかいま、子供たちに人気の正せい義ぎのキャラクターの、その敵てきの悪役の応おう援えん歌かですわ」

「なんで知ってるのよ、ミント？」

「社会勉強ですわ」

　ランファの問いに、ミントはあいまいに微笑ほほえんだ。

　青年の歌が始まった。

「悪は美しい～。悪はすばらしい～」

「うわっ、ダサっ」

　ランファが眉まゆをひそめる。

「いい歳としして子供の歌なんて恥はずかしいわね」

「で、でも、なかなかお上手ですよ。気合いがぜんぜん違ちがいますし。あんなに熱唱するなんて、よほどその悪役さんが好きなんですね」

　ミルフィーユが困こまった顔でフォローする。

「この世のすべての善ぜんなるものを～、わたしは奪うばい、破は壊かいする～」

　青年の歌がつづく。

「倒たおせ、のろまなミラクル・ムーン～」

　ランファの顔色が変わった。隣となりで、ミントが首をかしげる。

「おかしいですわね。正義のキャラクターの名前は、スターレンジャーですのに」

　しかし青年は、なにごともなかったかのように歌いつづける。

「最後に～悪は勝つ～」

　歌は、そうしめくくられた。

　拍はく手しゆはまばらだった。誰だれもが彼の選曲と──その熱の入れぶりに圧あつ倒とうされたのだ。

「あ、ありがとうございました！」

　司会者がしどろもどろに登場する。

「それでは得点のほうを、どうぞ！」

　急いでこの場を離れたいとでも言いたげに、機械を操そう作さする研究者に合図を送る。

　ピロピロピロ。

　司会者の期待はしかし、打ち砕くだかれた。

「な、な、なんと！」

　驚おどろきにまたも声が裏うら返がえる。

「きゅ、九十五点です！　これは、いままでの……さ、最高得点ですね。ゆ、優勝者は、この男だん性せいに決まりです！」

「いや、どうも」

　青年が、すばやく司会者からマイクを奪い取った。

「わかりましたか！　歌とはこのように歌うものです！」

　その顔は、最前列に並ならぶエンジェル隊に向けられている。

「自分をごまかして愛の歌を歌ってもダメなのです！　本当はひとりぼっちで寂さびしくて、愛を語る相手もいないくせに！」

「ア、アタシのこと？」

　ランファがすっくと立ち上がった。青年が細い目を丸くする。

「おや、わたしは誰と言った覚えはありませんけどね」

「してるじゃないの！」

「してませんよ」

「じゃあ、どうしてそんな哀あわれむような目でアタシを見るのよ！」

「はて、どんな目でしょうか」

　ステージの上と下で、ふたりの距離がじわじわとつまる。司会者が止めようにもどう言ったらよいかわからず、おろおろしている。

「わたしは優ゆう勝しよう者しやなのですよ！　結果がすべてを物語っています！　わたしがナンバーワンなのです！」

「……言わせておけばっ！」

　ランファがステージにばんっと手をついた。そのまま飛び上がろうとして、後ろから誰かにつかまれる。

「ダメです、ランファさんっ！」

　ミルフィーユだった。

「一いつ般ぱん人じんさんに手を出しちゃいけませんよ！」

「うわ～っはっは」

　青年はすっかり得意顔だ。

「これが美しく最強の戦士と言われるエンジェル隊ですか！　みっともない、たかだか本当のことを指し摘てきされたくらいで。先ほどのステージもひどかったですね。あれなら子こ供どもの学芸会のほうがマシですよ！」

　ランファはもはや我が慢まんできなかった。ミルフィーユの腕うでを振ふり切り、軽々とステージに上がる。そして目にも止まらぬ速さで、回し蹴げりを食らわした。

「……！」

　しかし青年はわずかに身体からだを揺ゆらしただけで、それをいとも簡かん単たんに避よけた。

「アンタ……何者？」

「まだわからないのですか。わたしはス……」

　青年が不ふ敵てきに言いかけたとき。

　彼の表ひよう情じようが、苦く痛つうのものに変わった。ランファはなにごとが起こったのかとあたりを見まわし、目をみはった。

　青年の両腕が、後ろにねじ上げられている。

　彼の背はい後ごに立っているのは──司会者。

「ちょ、ちょっと、そこまでしなくても……」

　今度はランファがおろおろする番だった。青年を助けようと、ミルフィーユやフォルテたちもステージに駆かけあがる。

　が、司会者はそれを無視して、「ピイッ」と口笛を吹ふいた。

「わっ、えっ、なに？」

　ステージにわらわらと人が集まってきて、ランファは押おしのけられた。観客席にいたお父さん、裏方をしていた作業員、そばの屋台で饅まん頭じゆうを売っていた親父おやじ、隣となりの席の女性をナンパしていたヤンキー風の若わか者もの──。

　彼らは、眼鏡めがねで小太りの青年をぐるりと取り囲んだ。

「もう逃にげられないぞ、スターバニー」

　司会者──だった男が、鋭するどい口調で言った。

「スターバニー？」

　エンジェル隊が口をそろえる。

「そうだ。こいつは変へん装そうして祭りにもぐりこみ、あのロストテクノロジーを奪うばうつもりだったんだ。ただ……なんというか、宿敵であるあなたがたエンジェル隊を前にして、平へい常じよう心しんでいられなかったというか、おそらく復ふく讐しゆうを果たしたくて……」

「あたり前じゃないか！」

　青年が身体じゅうを押さえつけられながら、必死の形相で叫んだ。

「エンジェル隊のおかげで、何か月もクサイ飯を食わされて……ようやく脱だつ獄ごくしてきてみれば、下へ手たな芝居を見せられ、下手な歌を聞かされて……あなたたちは芸げい術じゆつというものをまったくわかっていないっ！」

「あ～っ！」

　ミルフィーユがピンときて、眉まゆを吊つり上げた。

「あなたですね、わたしのスイッチをはじいたのは！」

「ふんっ。おかげでおもしろいものを見せてもらいましたよ！」

「なんですって！」

　ランファは勢いきおいよく手を振り上げた。この口さがない悪者を、思い切りひっぱたくつもりだった。

　が、彼女の腕は、がっしりとたくましい手に止められた。

「……准じゆん将しよう？」

　振り返ると、ルフトが静かに微笑ほほえんでいる。

「連れていきなさい」

　ハスキーな声が響ひびいた。ルフトの隣に立っている、ワンピースの女じよ性せいのものだ。

　スターバニーは引きずられながら、最後に高らかに言い放った。

「見ておれ！　最後に悪は勝つのだ！」
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「ご協力、ありがとうございました」

　ステージから人の群むれ──一般人に身をやつしていた警けい備び員いんたち──が消えると、栗くり色いろの髪かみの美女が頭を下げた。

「申し遅おくれました。わたしはトランスバール軍保ほ安あん部ぶのマリエ・フランといいます。エンジェル隊のみなさんのおかげで、スターバニーを再ふたたび逮たい捕ほすることができました」

「わたしたちの……おかげ？」

　ミルフィーユが首をかしげる。

「彼女はね、スターバニーが脱だつ走そうしたという情じよう報ほうをワシに伝えに来たんじゃ」

　ルフト准じゆん将しようがにこやかに説明する。

「おそらくスターバニーは、ロストテクノロジーがあるところに出しゆつ現げんすると思われた。そして、キミたちの姿すがたを見れば、放っておくはずがないともね」

「じゃあ、あたしたちにも、とっとと教えてくれてたらよかったじゃないか」

　フォルテが責せめるように言う。

「いやあ、キミたちには計算で動いてもらうより、自由に行動してもらいたかったんじゃ」

「どういうことですの？」

　ミントがちょこんと首をかしげる。

「ほれ、じっさい、ランファくんが本気で食ってかかってくれたおかげで、やつにも隙すきができた。そうでなければ、あの機き敏びんなスターバニーを捕つかまえることは難むずかしかっただろう」

「…………」

　ランファの顔がみるみる真まっ赤かになる。

「とにかく、ご苦労であった。残り時間は少ないが、あとは思う存ぞん分ぶん、祭りをたのしみたまえ」

　ルフト准将が微笑むと、横でワンピースの女性がもう一度頭を下げた。

「では、わたしはこれで」

　二、三歩行きかけて、はっと思い出したように戻もどってくる。そして、左ひだり腕うでにかけたハンドバッグから、リボンのついた小箱を取りだした。

「忘わすれるところでしたわ。ルフト先生、今日きようがお誕たん生じよう日びでしょう？　これ、首都星に残っている同期のみんなからの贈おくり物です」

「おお、ありがとう。みなによろしく伝えてくれ」

「いつまでもお元気で。ますますのご活かつ躍やくを期待していますわ」

「うむ。キミもな」

　女性は嬉うれしそうに顔を輝かがやかせ、去っていった。




「あたしたち……ルフト准将の誕生日も知らなかったのか」

　フォルテが、がっくりと肩かたを落とした。

「ええ。こんなに近くにいましたのに」

　ミントも白い耳をぺたりと伏ふせる。ルフト准将は、よいよいというように手を振ふった。

「いいんじゃよ。老体がいくら歳としをとってもめでたいもんじゃない」

「そんなことありません！」

　ミルフィーユが叫さけんで腕まくりをした。

「わたし、帰ったらおいしいケーキ、作りますね。あ……でも今日はお祭りで、お店が閉しまってるんだった」

　しゅるしゅると気合いが失うせる。

「その気持ちだけで嬉しいよ。本当にかまわんでくれ」

「いいえ、ダメです！」

　ランファがぐっと腹はらに力をこめて言った。

「アタシたち、ルフト准将にいつも迷めい惑わくばかりかけてて……本当にお役に立ててるんでしょうか。今日だって、結果だけ見ればよかったかもしれないけど、アタシ、アタシ……自分のことしか考えてなくて……」

「いいんじゃよ」

　ルフト准将がそっと肩に手を置いた。

「エンジェル隊は、自分らしくあるのがいちばんじゃ。なにごとにも本気でぶつかるキミたちを見ているほうが、わしはよいのじゃよ」

「でも……」

　そのとき、あたりに明るい音楽が流れてきた。誰もが聞き覚えのある、おなじみのメロディーだ。

「リー博士はかせ？」

　ステージから見下ろすと、白衣の少年が手を振っていた。そばで銀色のリスが、たんたんと足あし踏ぶみしてリズムをとっている。

「ヴァニラが指し示じしたの？」

　ランファが尋たずねると、ライトグリーンの髪かみの少女がうなずいた。

「いいアイディアだ」

　フォルテが照れくさそうに笑い、マイクを手に取った。残る四人も、同じようにしてルフト准将を取り囲む。

「ハッピー・バースディ・トゥー・ユー～、ハッピー・バースディ・トゥー・ユー～」

　ぴったりそろった歌声が響ひびく。誰だれもが知っている、誕生日を祝う歌だ。まだ観客席に残っていた人たちから、温かな手て拍びよう子しが湧わき起こる。

「ハッピー・バースディ・ディア・ルフト准将～、ハッピー・バースディ・トゥー・ユー！」

　歌い終わり、全員がほっとした顔になる。

「ありがとう」

　ルフト准将はいつにも増まして、やさしげな笑えみを浮うかべた。

「こんなにすばらしい誕生日ははじめてだよ。本当にありがとう」

「准将……」

　感動的な言葉に、ランファが思わず目をうるませる。

　そのときだった。

　ピロピロピロ。

「あれ？　歌声採さい点てんマシンが……」

　ミルフィーユが機械を指差した。そこにはみるみる橙だいだい色いろの数字が現あらわれ──二ふた桁けたではなく、三桁の数字を示しめした。

「ひゃ、百点？」

　フォルテがびっくりして飛び上がる。

「い、いまの歌が？」

「じゃあ、アタシたち……」

「優ゆう勝しようですね！」

　ランファとミルフィーユが手に手を取った。

「いや、あの、その……」

　あわてて研究所の所員が駆かけてくる。

「あなたがたはもうすでに参加なさってるじゃないですか。そ、それに、これはなにかの間ま違ちがいですよ。どんなプロの歌手にもできなかったのに、いまの歌が百点だなんて……」

「間違いだなんて、失礼ですわね」

　ミントが腰こしに手をあてて反はん論ろんした。

「まだおわかりにならないんですの？　このテクノロジーは歌の上う手まさよりも、どれだけ気持ちがこもっているか──どれだけ真実を歌っているかを審しん査さするものなのですわ」

「そ、そうなの？」

　ランファが驚おどろいてくるりと振ふり向く。

「ええ。先ほどのスターバニーさんの歌を聞いていて思ったんですの。あの方は機械の秘ひ密みつを知っていたんですわ。だからこそ、悪をたたえる歌、正せい義ぎをおとしめる歌を歌ったんです。それがいちばん、心から歌える歌ですから」

「なるほど」

　フォルテがうなずく。

「だからランファの得点が低かったわけか」

「どういう意味ですか、フォルテさん！」

　ランファが詰つめ寄よる。

　ミントは肩かたをすくめ、所員に向かってにっこり微笑ほほえんだ。

「それにわたくし、まだのど自じ慢まんには参加しておりませんの。いまのはわたくしの歌として、審査していただけませんかしら。それにこのままですと、犯はん罪ざい者しやであるスターバニーさんの優勝になってしまいますわよ」

「うっ……」

　所員が答えにつまる。

　会場から、エンジェル隊コールが起こった。こうなっては、彼にはどうしようもない。

「……仕方ありません。本日ののど自慢の優勝者は、エンジェル隊所しよ属ぞくのミント・ブラマンシュさんです！」

　盛せい大だいな拍はく手しゆが彼女たちをたたえる。

　ミントは、手て渡わたされた『温おん泉せん惑わく星せいペアチケット』と書かれた封ふう筒とうを、ルフトに差しだした。

「これはお誕生日のプレゼントですわ。日ごろの疲つかれを、ゆっくり癒いやしてきてくださいまし」

「ありがとう」

　ルフトは受け取ったものの、困こまった顔になった。

「しかし誰と行こうかの」

「先ほどの生徒さんは？　先生のこと、慕したってらっしゃるみたいでしたけど」

　ミルフィーユがおずおずと言いだす。

「いや、あの娘こはすでに結けつ婚こんしておる。仲人なこうどはわしじゃった」

「ええ～っ！」

　エンジェル隊の目に失望の色が浮うかんだ。

「誰よ、いい雰ふん囲い気きだって言ったのは！」

「わたくしですわ！　でもみなさんだって、賛さん成せいなさったじゃないですか！」

　ランファとミントがにらみ合う。

「こうなったら、あたしが休きゆう暇かをとって、ルフト准じゆん将しようにお供ともさせてもらおうかな」

「あっ、ずるいです、フォルテさん！　あたしだって、温泉に行きたいです～！」

　ミルフィーユがぷうと頰ほおをふくらませる。

「…………」

　ヴァニラはなにも言わず、他の四人を見ている。足もとでは銀色のリスが、盛さかんにルフトの手のなかの封筒に手を伸のばしては引っこめていた。

（よい子たちじゃの……）

　ルフト准将は言い合いをつづけるエンジェル隊の五人の姿すがたに、目を細めた。

（いつまでもそばで面めん倒どうをみてやりたいものじゃ。でもこの子たちにはもっと、気のおけない若わか者もののほうが似に合あっておるかもしれん……）

　エンジェル隊は彼の思いも知らず、代表者を決めるじゃんけんを始めている。

　すっかり日の落ちた宵よい闇やみに、祭りのクライマックスを告げる花火が上がった。
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　白い砂浜ビーチにおだやかな波が打ち寄よせる。エメラルド色の甲こう羅らをしたカニが、波と平行に小さな足あし跡あとを残す。

　空には輝かがやく太陽。

　背はい後ごには生おい茂しげる椰や子しの木立。

「ふう……」

　海と向かい合うようにぺたりと腰を下ろしたピンク色の髪かみの少女が、手で顔をあおぎながらぽつりとつぶやいた。

「こう暑いと、ソフトクリームを食べたくなりませんか？」

「なに言ってんの、ミルフィー！」

　声をひそめて叫さけんだのは、腰まである長い金きん髪ぱつがもつれ放題になった少女。着ている服は泥どろにまみれ、すり切れている。ぎらぎらと貪どん欲よくな瞳ひとみが、砂浜ビーチを歩くカニにじっと向けられていた。

「そのへんに〝海の家〟でもあるって言うの？　ならアタシも、紅べにしょうがたっぷりの焼きそばをお願い！」

「ああん、ランファさん。わたし、そういうつもりじゃ……」

「そういうつもりがなくても、あんたのおかしな運のおかげで、アタシたちはいつもこうなるの！」

　蘭花ランフア・フランボワーズは積年の恨うらみをこめて、ミルフィーユ・桜さくら葉ばをにらみつけた。

「ピクニックをすれば大雨、スキーに行けば雪崩なだれ……それも人工のスキー場によ！」

　ため息をついて、浜はま辺べに打ちあげられた五機の大型戦せん闘とう機きに視し線せんをやる。紋章機エンブレムフレームと呼よばれる、いまは無残なその残ざん骸がいのそばで、ライトグリーンの髪の少女が懸けん命めいに修しゆう復ふく作業にかかっていた。

「それに任にん務むに向かえば、怪あやしい惑わく星せいを見つけて紋章機エンブレムフレームは墜つい落らく！」

　ランファは今日のできごとを振ふり返った。彼女が所しよ属ぞくする月の天使隊ムーンエンジエル・ウイングが、常じよう駐ちゆうする白き月ポジテイブ・ムーンを飛びたったのは今朝のこと。他星せい域いきで見つかった遺失技術ロストテクノロジーを引き取るためだった。

　しかしその途と中ちゆう、ミルフィーユが新たな惑星を見つけたのだ。

「で、でも、降おりてみたいって言ったのはランファさんですよ」

「だって首都星のこんなに近くに、データにない星があるなんて変じゃない。まさか降こう下か中ちゆうに計器がおかしくなるなんて思わないわよ……しかも、全員の紋章機エンブレムフレームで！」

　ランファはそこで言いやめ、しっと人差し指を唇くちびるにあてた。一、二の三、と巧たくみにリズムをとる。が、手を伸のばす寸すん前ぜん、小さなカニはそそくさと砂すなのなかにもぐっていった。

「あ～ん、せっかくの晩ばんごはんが……」

「あれ、食べるつもりだったんですか？」

「あたり前でしょう！　フォルテさんだってミントだって、飲み水や食料を探さがして森のなかに入っていったわよ」

「紋章機エンブレムフレームに積んでた携けい帯たい食料、みんな海に落ちちゃいましたもんね～」

　ミルフィーユは額ひたいに手をかざし、青く輝く海面に目を凝こらした。とはいえ、とうの昔に流された食料が見つかるわけもない。

「でもよかったですよね。だれも怪け我ががなくって」

「ま、まあね」

　それもまたミルフィーユの強運のおかげと思えるだけに、ランファは言葉をにごした。

「あっ」

　ミルフィーユがなにかに気づいた。

　椰子の木々のあいだから、背の高い単眼鏡モノクルの女じよ性せいが手を振っている。そばには籠かごを抱かかえた小こ柄がらな少女も立っていた。

「フォルテさ～ん！　ミントさ～ん！」

　ミルフィーユが立ちあがり、ランファとともに駆かけ寄った。

「なにか見つかりました？」

「うん。川があったから、飲み水はどうにか確かく保ほできそうだね。動物の足跡も見かけたから、あとで罠わなをしかけに行こう」

　エンジェル隊の隊長ウイング・コマンダーであるフォルテ・シュトーレンが答えると、隣となりにいたミント・ブラマンシュが、悲しそうに白いつけ耳を寝ねそべらせた。

「ひとが住んでらっしゃるようすはありませんでしたわ。とりあえず、食べられそうなキノコを取ってきたのですけれど……」

「……それ、ワライタケです」

「ヴァニラさん」

　ミントがぎょっとして振り返る。

　紋章機エンブレムフレームのそばにいたはずの少女が、いつのまにか背後に立っていた。制せい服ふくの肩かたで、銀色のリスのような動物がキノコにちょんちょんと前足を伸ばしている。

「……食べられないことはありませんが」

「仕方ないな。非ひ常じようのときにとっておくか」

「フォルテさん、いまがその非常のときなんじゃ……」

　ランファが小さくつぶやいた。

　しばし、間の悪い沈ちん黙もくが降りる。

「で、ヴァニラ、紋章機エンブレムフレームの具合はどうだい？」

　ようやく、フォルテが気を取り直して言った。

「……壊こわれた箇か所しよは修復できそうです。でも、相変わらず計器が正常に作動しません。惑星一帯に通信を発してみましたが、返答はありませんでした」

「ってことは、やっぱり無人惑星かねえ、ここは」

　フォルテが腕うでを組んでうなずく。

「ま、救きゆう難なん信号は出してるんだし、そのうちルフト司令が捜そう索さく隊たいを送ってきてくれるさ。それまでの辛しん抱ぼうだよ」

「いつになりますことやら……」

　ミントがこめかみを押おさえた。

　そのとき、

「うわっ、見てください。宇う宙ちゆう船せんですよ～！」

　と、ミルフィーユが空の一点を指差した。

「うそっ！　どこどこ！」

　一気に興こう奮ふんが高まり、ランファがミルフィーユを押しのけて空を見上げる。

「あそこ、あの小さな船です！」

「ほんとだ、なにか飛んでる……あっ！」

　ランファは、はっと息をのんだ。

　まぶしい光が見えたのだ。遅おくれて、かすかに爆ばく発はつ音おんも聞いたような気がした。

「……双そう眼がん鏡きよう」

　ヴァニラが一言つぶやくと、肩にのったリスが溶とけるように姿すがたを変えた。これはあらゆる組そ織しきを再さい生せいする極微機械ナノマシーンの集合体コンプレツクスで、ヴァニラの思いどおりに姿を変える。

「……船は見えません。脱だつ出しゆつ用ようポッドがひとつ、降下しています」

「なにっ！」

　フォルテが、ヴァニラの顔の前からナノマシーンの双眼鏡を奪うばい取った。

「ちっ、あのままだと海に落ちちまう！」

　もどかしげに唇くちびるを嚙かむ。

　ミルフィーユは思わず走りだしていた。ランファも急いであとを追いかける。

　いまや肉眼でもとらえられる楕だ円えん形けいのポッドは、はるかかなたの海上へと落ちていくところだった。

「ん、もうっ！　こんな肝かん心じんなときに、どうして紋章機エンブレムフレームが動かないの！」

　ランファが地じ団だん駄だを踏ふんだ。

「こんなとき大きな海ガメさんがいて、ポッドをここまで引っ張ぱってきてくれたら便利ですよね」

　ミルフィーユが、思いつくままつぶやく。

「またあんたがそんなメルヘンなことを……う、うわっ⁉」

　突とつ然ぜん、海がぼわっと盛もりあがった。ひとの背せ丈たけほどある波が押し寄よせ、あわてて逃げようとしたミルフィーユたちをずぶ濡ぬれにする。

「……なによ、これ……」

　ランファがぽかんと口を開けた。

　小島と見まごうほど巨きよ大だいなカメが、海面から首をのぞかせている。と思うとくるりと向きを変え、波に漂ただようポッドに鼻先を押しつけた。どうやら運んでくるつもりらしい。

「うわあ、すご～い」

「……ミ、ミルフィー」

　ランファは震ふるえる手を伸のばし、むじゃきに喜んでいる少女の腕をつかんだ。

「あんた、なにをやったの？」

「さあ……それより、あのひとたちを迎むかえに行きましょうよ」

　ミルフィーユは、にっこり微笑ほほえんだ。
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　フォルテは背せ筋すじをぴんと伸ばし、ポッドから降おりてきた二十一人の避ひ難なん民みんを前に、咳せき払ばらいをひとつした。

「え～、諸しよ君くん。われわれはくしくもこの無人惑わく星せいでともに救きゆう援えんを待つことになり、これから力を合わせて……」

「あ～っ！」

　目の前で叫さけび声があがり、つづいてひとりがべつのひとりの襟えり首くびをつかむ。

「ぼくのキャンディ、取ったな！」

「いいじゃないか、たくさんあるんだし」

「だれか、あたしのお人形知らない？　やだな、船に忘わすれてきちゃったのかな」

「ここ暑いよう。早くお部へ屋やに入ろうよ」

「先生！　ぼくトイレ！」

「……くそっ。どうしてこうガキばっかり」

　フォルテはこめかみをぐりぐりと押さえた。

「ガキ、ガキって言うなよな！」

　子こ供どものひとりが耳ざとく聞きつけて、きっとフォルテをにらみつける。歳としのころは十歳さいくらい。ぱりっとした白いシャツに身を包み、大人おとなを前にしてじつに堂々たる態たい度どだ。

「ぼくたちは船をなくしたかわいそうな子供たちなんだよ。もっとやさしくしてくれないかな」

「ええと、あなたのお名前は？」

　ミルフィーユは子供の前で膝ひざを折り、目線を合わせた。もともと学校の先生になりたかった彼女である。しかし師し範はん学校への願書は、あろうことか郵ゆう便びんの誤ご配はいで士官学校に届とどいてしまった。

「マシューだよ、おばさん」

「お、おばさん？」

　横でランファが目をぱちくりさせる。

「マシュー・ブレイド。市議会議長のロバート・ブレイドは、ぼくの父だよ」

「へえ、そうなんだ」

　ミルフィーユはその肩かた書がきを聞いても、相変わらずにこにこ微笑んでいる。

「でもね、マシューくんたちは無事でよかったけど、引いん率そつの先生たちは脱だつ出しゆつできたかどうかわからないのよ。心配じゃない？」

「どうして？」

　マシューという子供はあっさり答えた。

「大人おとなが子供を助けるのは当然でしょ。ぼくたちには、背負って立たなきゃいけない未来があるんだから」

「…………」

　さすがのミルフィーユもあっけにとられる。

「それよりさ、ぼくたち帰れるの？　父も母もみんな心配してるはずなんだけど」

　そうだそうだ、と子供たちから声があがる。

「だ、大だい丈じよう夫ぶよ」

　胸むねを張はって答えたのはランファ。

「アタシたちに任まかせてちょうだい。かならずアンタたちを故こ郷きようの星に帰してあげるから」

「ほんとかなあ？」

　マシューは明らかに疑うたがわしげな目つきだ。

「あんたたちになにができるの？」

「あら、こう見えてもアタシたちは……」

「いたい、いたいですわ！」

　ミントの悲鳴が聞こえた。見ると子供たちに左右から白い耳を引っ張られている。

「なんだ、作り物じゃないか」

「ねえ、どこで買ったの？　あたしもほしい」

「おい、こっちに変な生き物がいるぜ！」

　つづいてもみくちゃにされたのは、ヴァニラのリスだ。

「うわっ、かわいい～。ねえ、うちのワンちゃんと交こう換かんしない？」

「ばかだなあ、おまえら」

　マシューが片かた目めでちらりと見て、ふんと鼻を鳴らした。

「そいつ、ナノマシーンだぜ。べつに珍めずらしくもないだろ」

「な～んだ」

　子供たちの興きよう味みが一気に薄うすれる。

　ヴァニラが赤い目をすこしだけ見開き、フォルテもひゅうと口笛を鳴らした。

「子こ供どものくせにもの知りだね。あれがナノマシーンだなんて、大人でもなかなか気づかないよ」

「いったいどこからいらしたんでしょうね」

　ミントが首をひねる。

「宇う宙ちゆう船せんをチャーターして修しゆう学がく旅行に出かけていたそうですし、かなりの身分なのでしょうけれど」

「かわいいですよね。元気いっぱいで」

　ミルフィーユが明るくフォローしかけたとき、だれかがスカートの裾すそをくいっと引っ張った。

　見下ろすと、ひとりの男の子が立っていた。ほかの子供たちの騒さわぎにはまるで関心がないらしい。髪かみは不思議な銀色で、瞳ひとみは夜の闇やみのように黒い。

「どうして海には水がたくさんあるの？」

　だしぬけに、男の子が澄すんだ声で訊きいた。

「どうして空は青いの？　どうして空気は透とう明めいなの？」

「う、う～ん」

　ミルフィーユは唇くちびるに指をあてて考えた。
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「どうしてだろうね。神さまがそうお創つくりになったからかな」

「じゃあ、神さまはどんなふうに宇宙を創ったの？」

「ええと、最初に大きな爆ばく発はつがあって、それがどんどん広がっていったのよ」

「？」

　子供が首をひねる。

「ちょっと難むずかしかったかな。ねえ、あなたの名前は？」

「レクターだよ。ねえ、どうして風は冷たいの？　どうして葉っぱは緑なの？」

「ええと、それは……」

　ミルフィーユは困こまった。なにをどう説明すればわかってもらえるのだろう。

「お～い、みんな、聞け！」

　フォルテが声をはりあげるのが聞こえて、ミルフィーユは内心、ほっとした。

「もうすぐ夜だ。いまのうちに食しよく糧りようと水を確かく保ほして、眠ねむるところを……」

「あっ、あたし、ハンバーグがいい！」

「ジュースはないの？　クリームソーダでもいいけど」

「まさかここで寝ねろなんて言わないよね。ホテルはどこ？　もちろん三ツ星だよね」

　子供たちが口々に要求を突つきつける。

「ええいっ、うるさいっ！」

　フォルテがついにぶち切れた。

「ぐだぐだ言うんじゃねえ！　あたしたちは遭そう難なんしてんだ！　ちったあ我が慢まんしろ！」

「ええ～」

　いっせいにブーイングが起こる。

「文もん句く言うな！　いつまでもそうしてると、しまいにゃお化けが出るぞ！」

「お化け～？」

　子供たちがげらげらと遠えん慮りよのない笑い声をあげた。

「ほ、ほんとに出るんだぞ。角があって、口がこ～んなに裂さけてだなあ」

　ふと、子供たちが黙だまりこんだ。

「ど、どうだ？　怖こわいだろ？」

「フォルテさん……」

　ランファが震ふるえる手で後ろを指差した。

　黒い影かげの化け物がフォルテに向かってにやっと牙きばをむき、煙けむりのように消えた。
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　森のなかには、冷んやりとした空気がたちこめていた。

　枯かれ葉を踏ふんで音をたてないよう注意しながら、フォルテ、ミント、ヴァニラが身体からだをかがめ、木の向こうを見やる。

　なにかが、がさりと枝えだを鳴らした。

　三人に緊きん張ちようが走る。と、そのとき。

「ねえ、まだ～？」

　間ま延のびする声があいだにはいった。

「あたし、足あし痛いたくなってきちゃった。帰ってもいい？」

「こんなじめじめしたところ、ぼくキライ」

「あ～あ、ぼくも釣つりに行きたかったなあ」

「しっ。静かにしてくださいまし」

　ミントがあわててたしなめた。

　エンジェル隊と子こ供どもたちは、二手に分かれて食糧を探さがしている。ミントたち山組は子供たちの半数を連れて、森に来たのだった。

「声が動物たちに聞こえましたら、せっかくしかけた罠わなが無む駄だになってしまいますわよ」

「どうせなにもとれないよ」

　子供のひとりが唇を尖とがらせる。

「お姉さんたち、軍人なんでしょ？　銃じゆうとか大たい砲ほうとか持ってないの？」

「ないことはないけどな」

　フォルテが腰こしのホルスターに手をあてた。

「弾たまは節約したいんだ。いつなにがあるかわからないだろ」

「なにかって？」

「ライオンでも出るの？」

「ちがうよ！　無人島には〝だつごくはん〟がいて、かわいそうな子供たちを人ひと質じちにするんだ」

「うそっ！　本当？」

　女の子のひとりがぐずぐずと泣き始める。

「ええい、そんなわけ……」

　フォルテがどなりかけたのを、ヴァニラの静かな声がさえぎった。

「……ウサギ」

　指差した向こうに、茶色の野ウサギが姿すがたを現あらわしていた。空中で小さな鼻を、ひくひくと動かす。

「いまだ、引けっ！」

　フォルテが叫さけび、子供たちが反はん射しや的にロープを引っ張ぱった。

「ピイッ！」

　甲かん高だかい悲鳴があがる。

「やった！」

　網あみに包まれてじたばたするウサギを見て、フォルテが目をぎらつかせた。ポケットから手て探さぐりでサバイバルナイフを取りだす。

「先生？」

　振ふり返ると、女の子のひとりが目に涙なみだを浮うかべていた。

「ほんとに食べちゃうの？　こんなにかわいいのに……」

「そうだよ、かわいそうだよ！」

「ひとでなし！」

　たちまち泣き声と怒ど号ごうがこだまする。

　フォルテは「うわっ」と頭を抱かかえた。

「わかった、わかった、放してやるから」

　しぶしぶ網をほどいてウサギを自由にする。ウサギは振り返る余よ裕ゆうもなく、あっという間に森のなかに消えていった。

「ウサギさん、ばいば～い」

　子供たちがむじゃきに手を振る。

　ミントががくりと肩かたを落とした。

「仕方ありませんわね。今日きようのところは木の実でも拾って帰りましょうか」

「ちっ、肉が食いてえなあ」

　フォルテが嘆なげき、ふとヴァニラの腕うでのなかのリスに目を止めた。

「なあ、そいつ、焼き鳥にはなれないのか？」

　危き険けんを察知し、リスがびくっと震ふるえる。

「……可か能のうですが、いまの状じよう況きようではナノマシーンの補ほ給きゆうができません」

「ちょっとでいいんだ、ヴァニラ。一口だけ、な、頼たのむ」

　フォルテの右手がじわじわと伸のびる。リスが恐きよう怖ふに凍こおりついた、そのとき。

「あ、いい匂におい！」

　子供のひとりが声をあげた。

「先生、あっちに煙けむりが見えるよ！」

「あ、待ってくださいまし」

　ミントが止める間もなく、子供たちがいっせいに走りだす。追いかけた彼女の目に、小さな空き地が飛びこんできた。

「……な、なんですの、これは？」

「はて……？」

　ミントとフォルテが顔を見合わせる。

　そこでは数羽の鳥が、ほどよく焼け焦こげていい匂いを放っていた。

「飛んでいる鳥に、雷かみなりでも落ちましたのかしら？」

「ばかな。ありゃニワトリだぞ」

　フォルテが苦く笑しようする。が、口のなかにはすでに生なま唾つばがこみあげている。

　ふたりの後ろでは、ヴァニラがほっとした表ひよう情じようのリスをやさしくなでていた。
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「えい、やあっ！」

「スキあり！」

　カンカンと木と木がぶつかる音が、砂浜ビーチにこだまする。マシューを先頭に、男の子たちが棒ぼう切きれで決けつ闘とうごっこをしているのだ。

「こらあっ！」

　ランファはこれで何度めだろうかと思いながら、声をはりあげた。

「遊んでないで、ちゃんと釣つりなさい！」

「やだね、おばさん！」

　マシューが立ち止まり、あかんべえをする。

「釣りなんてめんどくさい！　こっちのほうがずっとおもしろいよ！」

「ん、もう……ほら、ミルフィーユもなんとか言ってよ」

「あ、はい」

　ミルフィーユはあわてて顔を上げた。隣となりではあのレクターという男の子が、釣り糸を垂たらしながら同じ動作でランファを見上げる。

「その子、ほんと、アンタにべったりね」

　ランファがため息まじりに指し摘てきする。

「ほかの子たちとはいっしょに遊ばないし、ずっとアンタに質しつ問もんしてばかり。変なの」

「いいじゃないですか。わたしも子こ供どものころは、木や石に話しかける変な子って言われましたよ」

「……でしょうね」

　肩をすくめ、ランファは騒さわぐ子供たちに再び目をやった。

「こら、いいかげんにしなさい！　ここに、ちゃんと釣りをしてる子もいるでしょう！」

「へえ、どこに？」

　マシューがイーッと歯をむく。

「その手には乗らないもんね。や～い、だれがあんたたちの言うことなんか聞くもんか」

「あ～あ、ミルフィーユの料理、すっごくおいしいのになあ」

　ランファは作戦を変えた。哀あわれとでも言いたげにつぶやく。

「ヒラメのムニエルなんか、もう絶ぜつ品ぴん！　思い出すだけでもよだれが出ちゃう」

「噓うそつけ！　こんなところで、なにが作れるっていうんだよ！」

　マシューが反はん論ろんした。取り巻まきの子供たちも、「そうだそうだ」と声を合わせる。

「大だい丈じよう夫ぶですよ、ほら」

　ミルフィーユがにっこり笑った。ポケットからコショウやバジルなどのスパイスの瓶びんを取りだすのを見て、ランファも目を丸くする。

「……あんた、いつもそんなもの持ち歩いてるの？」

「はい。だからみなさん、がんばって釣りましょうね！」

　子供たちが生唾をのみこんだ。しぶしぶ、というより競きそうように、釣り糸を垂れ始める。

「ちえっ」

　マシューがおもしろくないようすで吐はき捨すてた。ランファはそれを見み逃のがさなかった。

「あ、わかった。マシューくん、釣りをしたことがないんでしょう？」

「あるよ」

「ほんとかなあ？」

「ほんとだよ！」

「なら、アタシと勝負しない？」

「勝負？」

　マシューの眉まゆがぴくりと動いた。やっぱりだ。この手の子供は、勝負ごとに弱い。

「どっちが大きな魚を釣るか賭かけましょう。アタシが勝ったら、これからはアタシたちのことを『お姉さん』って呼よぶのよ」

「じゃあ、ぼくが勝ったら、あれに乗せてよ」

　マシューは、砂浜ビーチの向こうを指差した。

「紋章機エンブレムフレーム？」

「そう言うの？」

「知らないの？　紋章機エンブレムフレームって言えば、ロストテクノロジーの最高傑けつ作さくで……」

「なんだっていいよ。とにかく、あれに乗せてよね。ぜったいだよ」

「オーケー。いざ、勝負！」

　ランファはすみやかに釣り糸を垂れた。マシューも思った以上に慣なれた手つきで、餌えさのミミズを針はりにつける。

「ランファ、がんばって～！」

「マシュー、やっちまえ！」

　ミルフィーユと子供たちの声せい援えんが飛ぶ。はたして先に手ごたえがあったのは、マシューのほうだった。

「ようしっ！」

　即そく席せきの竿さおが大きくしなる。糸はぴんと張はりつめ、なかなかの獲え物もののようだ。

「おい、おまえらも手て伝つだえ！」

　命令されて、子供たちは自分の竿を捨て、鈴すずなりになってマシューの腰こしをつかんだ。

「せ～の！」

　かけ声に合わせ、勢いきおいよく魚が飛びだしてくる。

「うわあ、すごい」

　ミルフィーユが拍はく手しゆした。釣つりあげたのは、体長五十センチはあろうかという大物だ。

「これならおいしいスープがたっぷり作れますよ。あ、お刺さし身みもいいかも」

「ちょっとアンタ、どっちの応援してるの」

「もちろん、ふたりともですよ」

　ランファの憤ふん慨がいした質しつ問もんに、ミルフィーユが平然と返事をする。

　マシューが横で、つんと鼻を上に向けた。

「どうだい、おばさん。早くもっと大きいのを釣ってみせてよ」

　ランファは焦あせった。

（こんなところで子こ供どもに負けるわけにいかないわ。神さま、お願い。タコでもサメでもクジラでもいいから、とにかく大物を！）

　全身全ぜん霊れいをこめて、祈いのりをささげる。と、竿を持つ手にあたりがあった。

「来た！」

　大物を予想させる、ものすごい引き。思わず竿を海にさらわれそうになる。

「なんの、これしき」

　足を踏ふんばり、二の腕うでに力こぶを作る。

「だてに毎日、トレーニングしてるわけじゃな、い、ん、だから──！」

　その瞬しゆん間かん、なにかが空を舞まった。

「わあ～っ！」

「すげえ！」

　ミルフィーユが歓かん声せいをあげ、子供たちがぽかんと口を開ける。

「な、なに、これ？」

　砂浜ビーチでスミを吐きながらもがいているのは、牛ほども大きさのある巨きよ大だいなイカだった。

　ランファがぼんやりとミルフィーユを見る。

「……これもあんたの運のせい？」

「違ちがうと思います。だって、釣りあげたのはランファさんじゃないですか」

「変だわ、すごく変よ……さっきの海ガメに影かげの化け物、それにこの大イカ……どうしてなにもかも、思ったとおりになるのよ」

「さあ？」

　ミルフィーユの頭のなかは、すでにイカを使った料理のことでいっぱいだった。
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「いっただっきま～す！」

　焚たき火を囲んで、子供たちが待ちきれないようすで皿に口をつける。

「うわあ、このイカのフライ、おいしい！」

「スープもスパイスが効きいててイケてるよ」

「これ、なんのジュース？」

　わいわいとにぎやかな宴うたげである。

「よくもまあ、これだけ材料が集まったな」

　ずらりと並ならんだメニューの数々を眺ながめ、フォルテが感心して言った。あれから試しにほしいものをあれこれ念じてみたところ、次々と鍋なべやら果物やらが現あれわれたのだ。

「口をつけるのが恐おそろしいですわ」

　ミントが肩かたをすくめる。

　いっぽう、子供たちは皿からあがる湯気のように、心をすっかり浮きたたせている。

「ねえねえ、明日あしたはなにするの？」

「ぼく、海で泳ぎたいな。だめ？」

「先生、今日いっしょに寝ねてくれる？」

　釣りの勝負以来、ランファはだれからもひっぱりだこだ。

「ミルフィー」

　フォルテは、通りかかった少女に声をかけた。彼女は、ひとり離はなれて座すわっている男の子のもとに、スープを運んできたところだった。

「はい？」

「すごいな、おまえさんは」

「どうしてですか？」

「おまえさんが作る料理は魔ま法ほうだよ。文もん句くばかり言ってた子供たちが、いまじゃすっかりご機き嫌げんだ」

「そんなことないですよ」

　ミルフィーユはにっこり微笑ほほえんだ。

「このお料理、どれもみんなでいっしょに作ったんです。だからおいしいんですよ」

「どうして？」

　銀ぎん髪ぱつの男の子が、ミルフィーユを見上げた。

「どうしてみんなで作るとおいしいの？」

「えっとね」

　ミルフィーユが皿を渡わたしながら答える。

「だれかに食べてもらいたい、だれかを幸せにしてあげたいって気持ちが、お料理をおいしくするのよ」

「ふうん」

　子こ供どもは懸けん命めいに意味を理り解かいしようとしている。

　そのとき、ガランと皿が転がる音がした。

「けっ」

　マシューだった。明るかった場の雰ふん囲い気きが、みるみる冷めていく。

「なにがみんなで作った料理だ。ひとりでぶつぶつ言いやがって。ちえっ、うちのシェフが作ったローストビーフが食べたいなあ」

「マシューくん？」

　ミルフィーユはそっと皿を置いた。が、マシューは彼女を見ようともしない。

「おい、おまえら！」

　呼よびかけられて、彼の取り巻まきの子供たちがフォークを持つ手を止める。

「まずいメシなんか食ってないで、あっちに行って昼間の続きをしようぜ！」

　釣つり竿ざおがわりの棒ぼう切きれを、しゅっしゅっと振ふるう。

　が、子供たちは皿を持ったまま、互たがいに顔を見合わせた。

「……このごはん、けっこうおいしいと思うけど」

「なに言ってんだ、おまえら……」

「ねえ、マシュー。もうやめようよ。ぼく、お家に帰りたいんだ。だから先生たちの言うことをよく聞いて……」

「うるさいっ！」

　マシューは子供の手から、魚ぎよ介かいのピラフがのった皿をはじき飛ばした。

「おまえら、ぼくに逆さからう気か？　帰ったら父上に言いつけて……」

「マシュー」

　ひとりが、きっぱりとした口く調ちようで言った。

「ここじゃ、そんなこと関係ないんだ。ぼくたち、きみにぺこぺこする必要はないんだよ」

「なに……！」

　マシューの顔がみるみる真まっ赤かになる。

「そんなに言うなら……」

　こぶしがぎゅっと握にぎりしめられる。

「おまえらなんか、恐きよう竜りゆうにでも食われちまえばいいんだ！」

　その言葉は、悲鳴のように響ひびきわたった。

　……ずしん。

　足もとで、地面が揺ゆれた。

　……ずしん。

　なにかが近づいてくる。

「あ、あそこ！」

　だれかが叫さけんだ。

　焚たき火の明かりを受けて、森から小山のような怪物が浮うかびあがった。
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「きゃああ！」

「助けてぇ！」

　子供たちの悲鳴を聞き、伝説のＴレックスにも似にた怪かい物ぶつがぎろりと視し線せんを落とす。

「落ち着け！　みんな、落ち着くんだ！」

　フォルテが叫んで、パニックになった子供たちを焚き火から遠ざけた。怪物は餌えさを求め、空中でふんふんと鼻をうごめかしている。

「ヴァニラ！」

　椰や子しの木こ蔭かげに集まったところで、フォルテがライトグリーンの髪かみの少女を引き寄よせた。

「紋章機エンブレムフレームの武ぶ器きは使えるか？」

「……使えます。ただ計器が狂くるっているので、ロックオンできません」

「あいつを射しや角かくにとらえなきゃならないってことか……」

「アタシが紋章機エンブレムフレームの前まで誘ゆう導どうします！」

　ランファが意気ごんで進みでた。

「フォルテさんは紋章機エンブレムフレームに乗りこんでください。ハッピートリガーのレーザー砲ほうがいちばん効こう果かがありそうですから」

　フォルテがうなずいた。ぐずぐずしている時間はない。

「ミントとヴァニラは、ここで子供たちを見ててくれ。ミルフィーはランファの援えん護ごを」

「はいっ！」

　ふたりは声を合わせて飛びだした。

「鬼おにさん、こちら！」

　ランファが大声で叫び、両手をぶんぶん振ふりまわす。目の前から獲え物ものが消えて困こん惑わくしていた恐きよう竜りゆうの目が、焚き火のそばへと落ちる。

「うわっ、来ますよ、ランファさん！」

「わかってる！」

　ランファは視界のすみで、紋章機エンブレムフレームへと走っていくフォルテの姿すがたをとらえた。レーザー発射の準じゆん備びができるまで、あと三分……いや、二分か。

「ミルフィー、二手に分かれるわよ！」

「はいっ」

　ランファは海へ、ミルフィーユは木立のほうへと向かう。こういうとき、士官学校時代からの親友であるふたりは、自然と息が合う。

「こっちこっち！」

　ランファが叫び、

「恐竜さ～ん、こちらです～」

　と、ミルフィーユがまるで友だちにでも話しかけるように手を振る。

　恐竜はどちらを追いかけようかと、ふたりのあいだで視線を行き来させた。

　が、どちらにも襲おそいかかろうとしない。

「……！」

　ミルフィーユは振り返り、ぎょっとなった。子供がまだひとり、焚き火のそばにうずくまっている。

「マシューくん！」

　全身から血の気が引く。

　気がついたときには、走りだしていた。

「マシューくん、逃にげてください！」

　あらんかぎりの声で呼よびかける。再ふたたび、ずしんと大地が震ふるえた。三本のぶかっこうな恐竜の指が、マシューにつかみかかろうとする。

「危あぶないっ！」

　叫んだ瞬しゆん間かん、視界にランファが飛びこんできた。マシューを腕うでに抱かかえ、地面で一回転する。間かん一いつ髪ぱつのところで、鋭するどい爪つめは空を切った。

「おば……さん？」

　ランファの腕のなかで、少年が身じろぎするのが見えた。

「ぼく……こんなつもりじゃ……こんなつもりじゃなかったのに……」

「お姉さんって呼べって言ったでしょう！」

　ランファのどなり声が聞こえる。マシューが目を白黒させた。

　そこへ、恐竜の二撃げきめが降ふってくる。

「ランファさん、避よけて！」

　ミルフィーユの声にとっさに反はん応のうし、ランファはまたもぎりぎりのところで避けた。が、太ふと腿ももを爪がかすめ、細長い傷きず痕あとを残す。

「このままじゃいけない……」

　ミルフィーユは心を決めた。

　自分がやらなければ。あの恐竜を、フォルテが待つ紋章機エンブレムフレームの前へ連れていかなければ。

　でもどうやって？　恐竜は、すっかりランファとマシューに狙ねらいを定めている。

「そうだ！」

　ミルフィーユは、目指すものへと走った。




（もうダメ……！）

　マシューをかばいながら、ランファは心のなかで弱音を吐はいた。傷ついた足では、マシューを抱えたまま木立まで走れない。

（せめてこの子だけでも……）

　腕のなかのマシューを見る。彼は目の前のできごとに驚おどろき、いまも怯おびえている。

（この子が悪いわけじゃないのに）

　根こん拠きよはなかった。ただ、理由はべつにあるような気がした。

　本ほん能のうで危き険けんを察知する。見上げると、またもや恐竜の爪が迫せまってくる。

（動かなきゃ！）

　足が重い。やばい、と思ったときだった。

「恐竜さ～ん！」

　聞き慣なれた能のう天てん気きな声が聞こえた。

「ほらほら、お肉ですよ～！」

　声のするほうで、ミルフィーユがぴょんぴょん飛びはねていた。

「あの子……マジ？」

　両手には、イカのリング揚あげとニワトリのハーブ焼きが握にぎられている。

「いい匂においでしょう～？　わたしが腕によりをかけて作ったんですよ～！　ほしかったらこっちに来てくださいね～！」

　叫さけびながら、すこしずつあとずさりしていく。

「あのばか、そんなことしても……」
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　ランファは額ひたいを押おさえた。が、すぐに信じられない光景を目まの当たりにする。

　恐竜は、じわじわとミルフィーユのほうに移い動どうを始めたのだ。

「うそ……」

　目をごしごしこするが、たしかに恐竜はゆっくりと紋章機エンブレムフレームのほうに近づいていく。

　おりしもハッピートリガーに乗ったフォルテが、親指をぐいっと突つきだす仕草をするのが見えた。

「ミルフィー、伏ふせて！」

　叫ぶと同時に、ランファもマシューをかばいながら、地面に突っぷした。

　次の瞬間、まばゆい閃せん光こうが走った。




「うわあ」

「すご～い、本物の恐竜だあ」

　怪かい物ぶつがぴくりとも動かなくなると、とたんに子こ供どもたちは元気になった。

「ねえねえ、だれか、カメラ持ってない？」

「先生、これでステーキ作れる？」

「よせよ。きっとまずいぜ」

　むじゃきに喜ぶようすを、ミルフィーユたちは微笑ほほえみながらながめている。

「……みんな」

　マシューがおそるおそる子供たちに近づいた。とたんにあたりが静まり返る。

「ぼく……ごめん……」

　マシューは地面に視し線せんを落とした。

　だれも答えない。たまりかねて、ミルフィーユが前に出ようとしたときだった。

「よかったね、恐きよう竜りゆうに踏ふみつぶされなくて」

　子供のひとりが微笑んだ。

「うん、ぼく、もうダメかと思ったよ」

「マシューくん、怖こわくなかった？」

　温かい声をかけられて、マシューがそわそわと身じろぎした。

「でも、ぼくが……ぼくが恐竜を……」

「まさか、マシュー。きみに恐竜を呼よべるわけないだろ」

「そうだよ。たまたまあのとき、恐竜が出てきただけさ」

「みんな……」

　マシューがぱっと顔を輝かがやかせる。ミルフィーユは近づいて、肩かたに手を置いた。

「よかったね、マシューくん」

「うん。ありがとう……お姉さん」

「おっ、やればできるじゃないの」

　ランファが背せ中なかをばんと叩たたき、あたりに笑い声が響ひびく。

「お姉さんたち、ほんとに強いんだね」

　子供たちが目を輝かがやかせて賞しよう賛さんした。

「まあね。こう見えてもじつはアタシたち、月の天使ムーンエンジエル隊なのよ」

「むーん・えんじぇる隊？」

　子供たちがいっせいに訊きき返した。

「なに、それ？」

「まさか、知りませんの？」

　ミントが信じられないというふうにかぶりを振ふった。辺へん境きようの惑わく星せいならわからないでもないが、これほど首都星に近い場所で、皇こう国こくの救世主シャトヤーンを守る自分たちの噂うわさを聞いたことがないはずがない。

「白き月ポジテイブ・ムーンにいらっしゃる聖母ミストレルシャトヤーンさまの特別警けい護ご部隊ですわよ」

「しゃとやーんさま？」

「だれ、それ？」

　今度こそ、エンジェル隊は沈ちん黙もくした。

　このトランスバール皇国を、先文明崩ほう壊かい後ごの暗黒時代から救ってくれた女め神がみのような女じよ性せいを、知らない子供がいるわけがない。

「……みなさん、いったいどこの星からいらしたんですの？」

　ようやく、ミントが勇気を奮ふるって尋たずねた。

「モラン星だよ」

「モラン星？　そんな星、トランスバール皇国にありましたかしら」

「トランスバール？」

　子供たちは言ってから、くすっと笑った。

「皇国なんて冗じよう談だんでしょ？　それって、どこかにあるちっちゃな惑星の名前じゃない」

「え……」

　ミントの頭のなかを、皇国の歴史がぐるぐると駆かけめぐる。いまや星間国家として宇う宙ちゆうのすみずみまで版はん図とを広げた皇国だが、先文明ＥＤＥＮの時代は、宇宙の片かた隅すみの一国家にすぎなかったという。

「ランファ……」

　ミルフィーユが、隣となりに立つ少女の腕うでをぎゅっと握にぎりしめた。

「わたしたち、どこに来ちゃったんでしょう？」

　だれもまだ、その質しつ問もんに答えられなかった。
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「どこまでも海が広がってるだけだ。のどかなもんだよ」

　フォルテは砂浜ビーチから沖おき合あいをながめて、肩をすくませた。あたりを囲む椰や子しの林から、ミントがひょこっと顔をのぞかせる。

「こちらもなにも見つかりませんわ、フォルテさん。この惑星を脱だつ出しゆつする鍵かぎが、どこかにあると思いましたのに」

「島の反対側まで来て、これならしょうがないな。一休みしたら、ランファたちのところに戻もどろう。たぶん、ガキどもに手を焼いてるだろうからな」

　やんちゃで生意気な子こ供どもたちを思い出し、苦笑いを浮うかべる。

「わたくしたちが戻っても、なぐさめになるとは思えませんけれど」

　ミントがため息をつく。頭の両側から飛びだした動物のような白いつけ耳が、ぺたりと下を向いた。

「結局、異い常じよう現げん象しようの原げん因いんはつかめずじまいでしたわね」

「これっぽっちもな」

「喉のどが渇かわきましたわ。宇宙コンビニ限げん定ていの激げき甘あまアミノ酸さんドリンクが恋こいしいですわね」

　無人島で見つかるわけがない、と知りながら、わざと口に出してみる。砂浜ビーチに背を向けていたフォルテが、なにかを見つけてあごをしゃくった。

　ミントは林を振り返った。さっきまで椰子の木と短い下生えしかなかった場所で、自動販はん売ばい機きがウィンウィンと音をたてている。

　ミントは無言で近づいた。昨日きのうからこんなことばかりだ。ほしいと思ったもの、こうなればいいと願ったことが、この島では現実になる。

「やっぱりですわね」

　しばらく自動販売機を検けん分ぶんしたあとで、ミントはフォルテに報ほう告こくした。

「この販売機、使える硬こう貨かがＧＣギヤラじゃありませんわ。ＥＣというのはおそらく、ＥＤＥＮ文明の通貨単位でしょう」

　六百年も昔に滅ほろんだ、高度な技ぎ術じゆつを誇ほこった星間文明の名をあげる。

「なら、奇き妙みような現象はロストテクノロジーのしわざなのかねえ。にしても、これだけのものを作りだしている装そう置ちは、いったいどこにある？」

　フォルテはつぶやき、腰こしの拳けん銃じゆうを抜ぬいた。自動販売機の開かい閉へいパネルの留とめ金がねを壊こわし、なかからキンと冷えた炭酸ジュースを取りだす。

「いつになったら帰れるのかね。昨日からずっとＳＯＳを送ってるのに、いっこうに助けは来やしない。やっぱりあたしたちは……」

「時間をさかのぼってしまったのかもしれませんね。あるいは、あの子たちが未来に来てしまったのか」

　ミントが言葉を引き継ついだ。

「ぷはあ」

　フォルテはジュースを飲み干ほして、あたりを見まわした。

「この空き缶かんはどこに捨すてたもんかね」

　つぶやくなり、販売機の横に鉄てつ製せいのクズ入れが現あらわれた。まるで、さっきからそこにありましたとでも言いたげに鎮ちん座ざしている。

「……だれかの意図を感じるな。あたしたちのハチャメチャな願いは叶かなえてくれるくせに、ぜったいに家には帰してくれない」

「紋章機エンブレムフレームもいっこうに直りませんしね。まるで、わたくしたちをこの惑わく星せいにとどまらせたいみたいに……」

　そこで、ミントははっと息をのんだ。

「もしかしてここはなにかの研究施し設せつで、わたくしたちをひとりずつ捕つかまえて実験体にしようとしているのでは……」

「よ、よしてくれ」

　フォルテがあとずさり、そそくさと空き缶をクズ入れに放りこんだ。

「か、帰ろうぜ。子供たちがパニックを起こさないうちに、対たい処しよを考えないとな。とくにマシューは頭が切れるから、あたしたちが違ちがう時代の人間だと気づいてるかもしれない」

　子供たちのリーダー格かくである男の子の名前をあげる。

「もう気づいてらっしゃいますわよ」

　ミントが小さく息を吐はきだした。彼女はトランスバール皇こう国こくでも数少ない精神感応者テレパスだ。ふだんはわずらわしいので心のスイッチをオフにしているが、その気になれば、相手が考えていることが手にとるようにわかる。

「みなさん、不安でいっぱいです。それでもつらいことは考えまい、きっとなんとかなる、と信じてらっしゃいますわ。ただ、どうしてもおひとりだけ、なにを考えているのかわからない方がいらっしゃいますけれど」

「だれだい、そいつは？」

　フォルテが真しん剣けんな顔で訊きいたので、ミントはそれが、とても大事なことだったのではないかと思った。いままで、子こ供どものことだからと、さほど気にしていなかったのだが。

「あのいちばん小さな……」
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「みんな、今日きようのお昼ごはんはミルフィーがブイヤベースを作ってくれるそうよ！」

　ランファは砂浜ビーチで声をはりあげた。

「いまごろ台所で準じゆん備びを進めてるはずだから、しっかり材料を集めてちょうだいね！」

「は～い、ランファ先生！」

「ねえ、ブイヤベースってなに？」

「魚とか貝とか入ったスープだよ」

「あたし、知ってる！　パパにお店に連れてってもらったことあるもん！」

　半はん袖そで半ズボンの子供たちが、ランファの言葉に反はん応のうしていっせいにしゃべりだす。出会ってしばらくの反はん抗こう的な態たい度どに比くらべたら、みんなとても素す直なおでたのしそうだ。

（先生って呼よばれるのは、たしかに悪いもんじゃないわね、ミルフィー）

　ランファは微笑ほほえんで、いまここにいない親友のことを思った。

　士官学校時代からの腐くされ縁えんであるミルフィーユは、本当は学校の先生になるための「師し範はん」学校に進学希望だった。それが万にひとつも起こらないような郵ゆう便びん事じ故このせいで、軍人の道を歩むことになったのだ。

（今回の遭そう難なん、ミルフィーの強運のせいみたいに言って悪かったかな）

　ミルフィーユといっしょにいると、まわりの人間まで彼女の「ふつうならありえないできごと」に巻まきこまれる。もちろん悪いことばかりではなく、くじを引けばかならず一等を当ててくれるので重ちよう宝ほうしているのだが。

「……ランファさん」

　平板な声が聞こえた。ライトグリーンの髪かみの少女が、ランファをじっと見つめている。

「……みなさんが、材料はどういうものがよいのかと訊いていますが」

「ごめん、ついぼうっとしちゃって」

「……まだ足が痛いたみますか？」

　ヴァニラが視し線せんを落とし、ランファの制せい服ふくのスリットからのぞいた太ふと腿ももを見た。そこには、赤く三本の細長い傷きずが走っている。

「やっぱりナノマシーンの治ち療りようをおこなったほうがよいのでは……」

　ヴァニラが言い、子供たちにじゃれていた銀色のリスを呼んだ。リスは命令に従したがい、すぐにヴァニラの肩かたに駆かけ登る。

「いいってば。この先なにがあるかわかんないし、補ほ充じゆうのきかないナノマシーンは大切にしなきゃ。それにこんな傷、な～んともないんだから」

　ランファは手のひらで傷をぴしっと叩たたいた。本当はまだズキズキするのだが、子供たちに悟さとられるわけにはいかない。この傷は、友だちといさかいになったマシューが、怒いかりにかられて呼んでしまった恐きよう竜りゆうの爪つめによるものだ。

「みんな、よく聞いて！　クマデとスコップを持ってる子は、砂浜ビーチで潮しお干ひがりよ。砂すなのなかに隠かくれている貝を探さがしてちょうだい。釣つり竿ざおの子は、昨日みたいに魚を釣ってね」

　それから「あ、そうだ」と付け加える。

「しっかり心のなかで、『大物が獲とれますように！』って祈いのること！　いいわね！」

「は～い！」

　元気のよい返事が返ってくる。

　砂浜ビーチに散っていく子供たちの背せ中なかを見つめ、ランファはあらためて思った。あの子たちのためにも、なんとかエンジェル隊の手で帰り道を見つけなくてはならない。

「ランファ……お姉さん」

　だれかがスカートを引っ張ぱった。マシュー・ブレイドの利発そうな顔が、目に飛びこんでくる。

「どうしたの、マシューくん」

「ほんとはまだ痛いくせに」

　マシューは唇くちびるを尖とがらせ、うつむいた。

「ちゃんとあの看かん護ご師しの先生に治してもらいなよ。でないと、ぼく……」

「ありがと、マシューくん。でもね、ヴァニラは看護師じゃなくて、れっきとしたエンジェル隊のパイロットなのよ」

　ランファが笑って言うと、マシューは遠くの砂浜ビーチに打ちあげられた五機の紋章機エンブレムフレームをじっと見た。

「……ぼく、帰れなくていいよ」

　不意に、マシューが言った。

「なに……？」

「だってぼくたち、お姉さんたちと違ちがう時代から来たみたいだもん。エンジェル隊なんて知らない。そんなぼくたちを、お姉さんたちが助けることなんてできないでしょう」

「ばかなこと言わないで！」

　ランファは悲しくなって、ついどなってしまった。

「責せめてるんじゃないよ。ただ、ぼく、なんとなくわかるんだ」

「わかる？　なにが？」

「ぼくたち、もとの世界に帰っちゃいけないような気がするんだ」

　口く調ちようはしっかりしているが、マシューの小さな手は震ふるえていた。ランファは思わず、彼を胸むなもとにぐいっと引き寄よせた。

「大だい丈じよう夫ぶ、ぜったいにアタシたちがなんとかしてあげる。アンタたち二十一人全員を、かならず故こ郷きように連れて帰ってあげる！」

　彼の目を見つめ、約束する。

（きっとなんとかなるわ。ミルフィーの強運だってあるもの。かならず……）

　しかし、マシューは驚おどろきに目を見開いていた。ゆっくりと、ランファから身体からだを離はなす。

「二十一人？」

「ええ、そうよ。アンタたち全員」

「おかしいよ。数えまちがえたんじゃないの」

　マシューはきっぱりと言った。

「ぼくたち、二十人だよ。そんなハンパな数じゃないもん」

「え？」

　ランファは砂浜ビーチを振ふり返り、あちこちに散らばった子こ供どもたちを数えた。

「ほんと、二十人だ。どうしてだろう……あ、わかったわ。レクターくんがいないのよ」

　出会ってからずっとミルフィーユにべったりだった、銀色の髪かみの小さな男の子がいない。

「レクター？」

　マシューが首をかしげた。

「だれ、それ？　そんな子、知らないよ」
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「るんるんるん♪」

　ミルフィーユはオレンジ色のエプロンをつけ、鼻歌まじりで台所に立っていた。

「早く材料がそろわないかなあ。あっ、そうだ。がんばってるみんなのために、なにか差し入れしなくっちゃ。ええと、朝ごはんの材料、なにが残ってたかなあ……」

　部屋のすみに置かれた野菜カゴと冷れい蔵ぞう庫この中身を、かわるがわる見み比くらべる。

「う～ん、あるのはイカさんの足と、ジャガイモと、トウモロコシくらいですね」

　腕うでを組み、頭のなかのレシピを検けん索さくする。

「そうだ、ポテトの薄うす揚あげにしましょう！　ほどよい塩しお加か減げんで、栄養満点、疲つかれも吹ふっ飛んじゃいます！」

　てきぱき準じゆん備びを整ととのえる。そしてコンロに向かったところで、はたと手を止めた。

「どう使うんでしたっけ？」

　目の前には、十個こほどスイッチが並ならんでいる。この台所ははじめから林のなかにあったわけではない。今け朝さ、ミルフィーユが「焚たき火じゃなくてコンロで料理したいなあ」とつぶやいたところ、いきなり現あらわれたのだ。

「たしか、このスイッチを最初にひねるんだって、マシューくんが言ってましたよね」

　用意された調理道具はトランスバール皇こう国こくのものとまるで違ったが、使い方は子供たちが知っていた。

　ここはどこなのだろう。

　これからどうしたらよいのだろう。

「……お腹なかが空すいてたら、わかるものもわかりませんよね！」

　ミルフィーユは気合いを入れて、ジャガイモのスライスを油のなかに放りこみ始めた。

「ミルフィー先生」

　足もとから、呼よぶ声がした。顔を見なくてもわかる。昨日からずっとミルフィーユのあとを追いかけてくる、あの男の子の声だ。

　どうしてひとは夜眠ねむるの？

　どうして太陽は東から昇のぼるの？

　どうして子こ守もり歌うたを聞くと眠くなるの？

　彼の質しつ問もんはむじゃきで、とてもかわいらしい。

「なあに、レクターくん」

　ミルフィーユは振り返り、少女のように繊せん細さいな顔をのぞきこんだ。

「なにをしているの、先生？」

「おやつを作ってるのよ」

「どうして？」

「みんなが食べてくれると嬉うれしいからよ」

「どうして嬉しいの？」

「おいしいものを食べてるときって幸せでしょう？　みんなが幸せだとわたしも嬉しいし、また作ろうって意い欲よくが湧わいてくるのよ」

「そんなに作るのが好き？」

「うん」

「なら、先生にはわかるよね。宇う宙ちゆうって、どうやって創つくるの？」

　この質問だけは、困こまったものだ。よほど興きよう味みがあるのか、何度も何度も訊きいてくる。

「ええとね、宇宙は最初、すごくすごく小さな点なの。それが爆ばく発はつするようにはじけて、大きくなっていくんだって」

「それは昨日きのうも聞いたよ」

　レクターが頰ほおをふくらませた。

「その爆発って、どうやればいいの？　はじけるって、どんな感じ？」

「う～ん、どうなのかなあ。やったことないから、わからないなあ」

　というか、この世にやったことのある人間などいるのだろうか。

「ぼく、わからないよ。宇宙ってどうやって創るの？」

「ねえ、レクターくん。そんなこと聞いてどうするの？　まさか宇宙を創るつもり？」

　ミルフィーユはそう言って微笑ほほえんだ。

「うん」

「うんって……？」

　さすがに笑ってばかりもいられなくなる。

「ぼく、いっしょうけんめい耳を傾かたむけたんだよ。この宇宙のひとたちが、なにをほしがってるのかって。どんな宇宙がいいのかって。どうすれば、ひとは嬉しいのかって」

「レクター……くん？」

「みんなのおかげで、すごくよくわかった。ちょっと怖こわがらせちゃったりもしたけどね。でもやっぱりわからない。そもそも宇宙って、どうやって創ればいいの？」

「そんなこと、わたしもわからないよ。わたしは神さまじゃないし……」

「わからないはずないよ！」

　レクターは急にだだっ子のようになった。

「ミルフィー先生ならわかるはずだよ！　ぼく、ずっとずっと、教えてくれるひとを探さがしてたんだもん……何十年も、何百年も。次元のはざまから、ずうっとこの宇宙を見てた……そしたらやっと、先生たちの船が見えたんだ。あれ、ＥＤＥＮのでしょう？　先生たちは、ぼくに宇宙の創り方を教えるために帰ってきてくれたんじゃないの？」

「次元のはざま？　なにを言ってるのか、先生、わからないよ……」

「会ってすぐに、ピンときたんだ。ミルフィー先生がそうだって。ぼくの先生だって。お願い、いじわるしないで教えてよ。でないとぼく、いつまでもこのままだよ」

　ミルフィーユはレクターの肩かたに手を置いた。

「ごめんね、わたし、本当にわからないの。この星から帰ったら勉強して……」

「ダメだよ！」

　レクターは大声をはりあげた。

「言ったでしょう、ここは次元のはざまだって！　ぼくが宇宙を創るまで、先生たちだって、もとの世界には帰さないんだから！」

　突とつ然ぜん、ミルフィーユの視し界かいが完全な暗くら闇やみに包まれた。
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「どうしたんですか？」

「なにがあったんだ？」

　砂浜ビーチから林へと駆かけ戻もどってきたところで、ランファとヴァニラは、ばったりフォルテに出くわした。

「レクターさんは？」

　フォルテの背はい後ごから、ミントが真しん剣けんな顔をのぞかせた。

「それがいないのよ。ミルフィーのところじゃないのかな」

　四人の目が台所に向けられた。あたりの景色から切り取られたような、鉄てつ骨こつの建物。

「ミルフィー！」

　ランファは走りだした。

「ミルフィー！　いるなら出てきて！」

　反はん応のうがないまま扉とびらにたどり着く。そして開けようとして、扉がびくともしないことに気づいた。

「ミルフィー！　レクターくん！」

　どんどんと扉を叩たたく。が、返事はない。

「こうなりゃ力ずくだ」

　フォルテがすこし離はなれたところから、勢いきおいよく扉に肩をぶつけた。ランファもタイミングを合わせるが、扉はコンクリートで固めたようにぴくりともしない。

「ん、もう！　どうなってるのよ！」

　ランファが額ひたいに汗あせを浮うかべて叫さけんだ。その腕うでを、ミントがつかむ。

「ランファさん、どうしてレクターさんを探しておられたんですか？」

「子こ供どもたちが、あの子のことを知らないって言うからよ。旅行してたのは二十人だって。レクターなんて子はいないって」

「まあ」

　ミントが口を手で押おさえた。

「わたくしたちにしか見えていなかったんですの？　では、あの方はどなたなんです？」

「わからないわ。わからないから、本人にたしかめようとしてるんじゃない」

「……幽ゆう霊れい？」

　ヴァニラがぽつりとつぶやく。とたんに、ランファの腕に鳥とり肌はだが立った。

「や、やめてよ。アタシがその手の話、苦手なの知ってるでしょ」

「……すみません」

「いや、素す直なおに謝あやまられても……」

「とにかく、ミルフィーを助けよう」

　フォルテが拳けん銃じゆうを握にぎりしめて言った。

「レクターが危き険けん人物かどうかはわからないが、今回の事じ件けんに関係があるはずだ。ここから引っ張ぱりだして、詳くわしく話を聞こう」

「はいっ！」

　ランファたちが答え、建物のまわりに散開しようとしたときだった。

「先生！」

　子供たちの声が聞こえた。

「なにがあったの？」

「ミルフィー先生はどこ？」

　わらわらと子供たちが集まってくる。

「だめじゃない、みんな！」

　ランファはあわてて叱しつ責せきした。

「砂浜ビーチから動かないようにって、あれほど言ったでしょう！」

「だって、心配だったんだもん」

　子供たちが口々に反はん論ろんする。

「なにかあったんでしょう？」

「ぼくたちになにかできる？」

「みんな……」

　ランファは声をつまらせた。

「ありがとう。でもね、まだなにがあったのか、アタシたちにもわからないの。たぶんこのなかにミルフィーがいて……」

　そこまで言ったときだった。

　あたりが急に暗くなった。あんなに晴れていた空がにわかに曇くもり、雷らい鳴めいがとどろいた。波は頭とうがぶつかる激はげしい音が聞こえ、地面がぐらりと揺れて、子供たちが悲鳴をあげる。

「なにっ、なにが起こったの……」

　ランファは奥おく歯ばを嚙かみしめ、泣き叫さけぶ子供たちを抱だき寄よせた。
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　ミルフィーユは暗くら闇やみにひとり、立っていた。おそるおそる左右に手を伸のばすが、なにもない。足もとにも床ゆかはないように見える。

「レクターくん？」

　姿すがたはないが、存そん在ざいは感じられる。どこかから、自分を見ているのがわかる。

「ここはどこ？」

「さっきと同じ場所だよ」

　すごみのある声が返ってくる。

「全部、ぼくが想そう像ぞうしたものだったんだ。惑わく星せいも島も海も。先生たちは夢ゆめを見ているだけなんだよ。ぼくが作りだした夢を……」

「いったいあなたはだれなの？」

「レクターだよ、そう言ったでしょう！　ＲＥＡＣＴＥＲ──ＣＲＥＡＴＥＲクリエイターだよ。ＥＤＥＮが作りだした究極のテクノロジーなんだって。人間はね、自分たちに作れないものはないって思ったんだ。それで、べつの次元に新しい宇う宙ちゆうを創つくろうとしたんだよ」
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「あなたがその……宇宙？」

「ううん、まだ違ちがう」

　声がいらいらと否定する。

「ぼくは宇宙の卵たまご。ぼくが、新しい宇宙になるんだって。でもね、そう言った人間たちはみんな、いなくなっちゃった」

　ちょうど、時空震クロノクエイクが起こったころかもしれない。ＥＤＥＮ文明の崩ほう壊かいとともに、この子はひとりぼっちになったのだ。

「だから先生、隠かくしてないで、早く宇宙の創り方を教えてよ。知ってるんでしょう？」

「う、う～ん」

　ミルフィーユはてへ、と頭をかいた。

「わたし、本当になにも知らないんです。ロステクにもそんなに詳しくないし、ＥＤＥＮのひとたちがどんなふうに宇宙を創るつもりだったのかまるで知らないし」

「噓うそだ……」

　レクターが声を震ふるわせた。

「そんなはずないよ！　せっかく先生に会えたのに。またこのまま、何百年も待たせるつもり？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、レクターくん。待ってるひとはかならず来るから、元気を出して……」

「やだよ、先生がなんとかしてよ！」

　レクターはすっかり癇かん癪しやくを起こしたようすで泣き叫んでいる。

「でなきゃ、帰さないんだから！」

　ミルフィーユはうっとなった。

「そ、それは困こまるなあ。わたしたちだけならまだしも、子こ供どもたちは……」

「あの子たちなら、無理だよ」

　レクターの答えは冷たかった。

「あの子たちは、もう死んじゃってるんだ。全部、ぼくの想像だって言ったでしょう」

「え……？　べつの時代からあなたが呼よんだんじゃないの……？」

「ちがうよ。あの子たちは、ぼくの目の前で死んだんだ。ぼくが作られた惑星の上空で、宇宙船が爆ばく発はつしてね。みんな、『助けて』『死にたくない』って言ってた。でも、ぼくにはなにもできなかった。あの子たちの心と姿を、忘わすれないように覚えておくことしか……」

「……そうなの」

　ミルフィーユは泣くのをこらえた。レクターのほうは、すっかり涙なみだ声ごえだ。

「どうしたらいいの？　こんなの、ぼくだってやだよ！　ぼくが宇宙を創るまで、あの子たちはずっとぼくの頭のなかにいるんだ！　どうしたらいいの？　どうすれば、宇宙は創れるの？」

「…………」

　ミルフィーユは決意した。エンジェル隊の仲間たちと帰るために、あのむじゃきな子供たちを安らかに眠ねむらせるために、ここはやるしかないらしい。

　できるかどうかはわからない──まあ、なんとかなるだろう。

「わかりました」

　ミルフィーユはにこっと笑った。

「わたし、考えてみます。きっといい方法を見つけますから、元気を出しましょう！」




「みんな、こっちに固まれ！」

　暴ぼう風ふうに吹ふき飛ばされないように木にしがみつきながら、フォルテが声をはりあげた。

「建物のかげに集まるんだ！　倒たおれないように地面に手をつけ！」

　嵐あらしは激はげしくなっている。さながら天てん変ぺん地ち異いといったところだ。黒々とした空から、ひっきりなしに稲いな光びかりが走る。海が割われ、大地は裂さけ、炎ほのおを噴ふきあげていた。

「いったいなにがどうなってんだ」

　子供たちを守るように囲みながら、フォルテがぶつぶつ言った。

「……この星が怒おこっています」

　ヴァニラがぽつりとつぶやいた。

「だからって、アタシたちを巻まきこむことないでしょうに！」

　ランファが服を泥どろだらけにしながら唇くちびるを尖とがらせる。

「まったく、ミルフィーはどこでなにしてるのかしら。こんなときこそ、あの子の強運が必要なのに……」

「呼びました？」

　能のう天てん気きな声が聞こえた。

　気づくと、嵐の音が小さくなっている。

「ミルフィー？　どこにいるの？」

「ここですよ～」

　さっきまでびくともしなかった台所の扉とびらの向こうから、ミルフィーユが手を振ふっていた。
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「……だいたい事じ情じようはわかったけど、それであんた、なにをするつもりなの？」

　ランファがミルフィーユをにらみつける。ちょうど全員が狭せまい台所に集まり、ひととおり説明を聞いたあとだった。ただしマシューたちがいるので、ミルフィーユは宇う宙ちゆう船せんの爆発については詳くわしく触ふれずにおいた。

「もちろん、宇宙を創つくるんですよ！」

「その格かつ好こうで？」

「はい。おかしいですか？」

　ミルフィーユは不思議そうに自分のエプロン姿すがたを見下ろした。右手には包丁、左手にはフライパンを握にぎりしめている。

「おかしいわよ！」

「ええ～っ、だってわたし、お料理しているときがいちばん、頭が冴さえるんだもん～」

「それはそうかもしれないけど……」

　フォルテたちは顔を見合わせ、はあとため息をつく。自分たちの今後を──それどころか、ひょっとするとべつの次元の未来を──決めるかもしれない問題を、このように軽いノリで解かい決けつしてよいものだろうか。

「……仕方ないな。あたしゃお手上げだ」

「わたくしも……」

　フォルテとミントが肩かたをすくめる。

　そもそもレクターはなぜか、「ミルフィー先生にしかわからない」と断だん言げんしている。ここは彼女に賭かけてみるしかないだろう。

「さあて」

　ミルフィーユが、隣となりに立つ男の子に向かって腰こしをかがめた。いま、レクターの姿はここにいる全員から見えている。

「レクターくん、なにか食べたいものありませんか？　お腹なかが空すいてたら、いいアイディアも浮うかびませんし」

「ホットケーキ！」

「シュークリーム！」

「ミートパイ！」

　ランファが制せい止しする暇ひまもなく、子こ供どもたちが口々に声をあげる。無理もない。急な嵐に巻きこまれ、昼食どころではなかったのだ。

「はいはい、なんにしましょうかねえ」

　ミルフィーユは子供たちひとりひとりの顔を見ながら、あれこれ頭を悩なやませた。

「ええと、いまある材料は……」

「なにか必要？　出そうか？」

　レクターが控ひかえめに訊きいた。他ほかの子供たちのほうを見ようとはしない。事情を説明するために仕方なく姿は見せたものの、気おくれしているのだろう。

「要いるなら、ぼくが……」

「ううん、大だい丈じよう夫ぶ」

　ミルフィーユは笑ってかぶりを振った。

「あるものでなんとかするのが料理人なんですよ。任まかせてください！」

　そう言って、材料を目の前にする。

「ジャガイモは焦こげちゃいましたからね。う～ん、どうしようかな……」

　腕うでを組み、じいっと考えこむ。

「宇宙を創るんですよね。宇宙の最初には爆ばく発はつがあって、小さな点が大きくなって……はじけて……ふくらむ……はじけて……」

「ほんと、こんなので大丈夫なのかしら」

　ランファがこっそりつぶやいた。

「大丈夫だよ。ミルフィー先生の料理、すごくおいしいもん」

　マシューがそばに来て言った。そして、くるりとレクターのほうを向く。

「ねえ、きみ……レクターくんだっけ？」

　レクターが、びくりと身体からだを引いた。

「どうしていままで隠かくれてたの？　最初から姿を見せてくれてたら、いっしょにたくさん遊べたのに」

　そうだそうだ、と子供たちの声があがる。

「ぼくは……その……」

「恥はずかしかったの？」

　マシューが笑った。

「そんな必要ないのに。ぼくたち、きみのこと知ってるもん」

「え？」

　ランファは目を丸くした。

「さっきは知らないって……」

「うん。名前は知らなかった。会ったこともないと思う。でも、声を聞いて思い出したんだ。ぼくたちみんな、きみの声を聞いたことがあるよ」

　レクターは口をぽかんと開けたまま、その場に突つっ立っている。両手は震ふるえ、なにか言いかけては思いとどまった。

「なにそれ、どういうことよ……」

　ランファが問いかけようとしたのを、ミルフィーユの大声がさえぎった。

「はじけて……ふくらむ……そうだ！」

　あたりを見向きもせず、フライパンをコンロの火にかける。薄うすく油を引き、野菜カゴから材料を取りあげた。

「トウモロコシ？」

　だれもがいっせいに首をひねった。

「はい！　ポップコーンです！」

　ミルフィーユが誇ほこらしげに胸むねを張はる。

「レクターくん、こっちこっち」

　名を呼よばれ、銀色の髪かみの少年が振ふり向いた。マシューの言葉がまだ気になるようすで、何度も後ろを振り返る。

「見ててくださいね？」

　やがて熱くなったフライパンの上で、黄色い粒つぶ々つぶが踊おどり始めた。

「なあに、これ？」

「ポップコーンっていうの。あ、危あぶないから、すこしさがって」

「えっ？」

　ぱんっ！

　いきなり大きな音がして、レクターはびくっと身体をのけぞらせた。

「なに？　なんなの？」

「トウモロコシがはじけたんです」

　フライパンの片かた隅すみにのった、白くふわふわした雪の固まりのようなものを指差す。

「黄色い粒が、あんなふうになるんです。あ、ほら、また……」

　ぱんっ！　くるんっ！

　黄色い粒がはじける。薄い皮が裏うら返がえり、白くふくらむ。

　ぱんっ！　くるんっ！

　派は手でな音と魔ま法ほうのようなトウモロコシの変身に、その場のだれもが耳と目を奪うばわれた。

　はじける。

　はじける。

　踊るように。

　たのしそうに。

　生まれ変わる──新しい宇う宙ちゆうに。

　ミルフィーユの目前に、宇宙が広がっていた。小さな粒がある。本当はもっともっと小さい素そ粒りゆう子しの集まり。宇宙になりたいと願い、思い切り力を発散させる。それは莫ばく大だいなエネルギーとなって、瞬しゆん時じに広がっていく。

　ぱんっ！　くるんっ！

　またひとつ、小さな宇宙が生まれた。

「どうかな、レクターくん」

　ミルフィーユは耳もとでささやいた。彼はトウモロコシの饗きよう宴えんを一心に見つめながら、ぶつぶつとなにかつぶやいている。

「超ちよう高こう温おん、超高圧の世界……混こん沌とんとして……インフレーションが起こり……どんどん速度を増まして……」

　ランファをはじめ、全員が目をみはる。

「ぼく、わかったよ！」

　レクターが叫さけんだ。これまででいちばんの笑え顔がおを浮うかべ、ミルフィーユに飛びつく。

「はじけるってこういうことだったんだ！　ありがとう、先生！」

「えへ、どういたしまして」

「やっぱりだ……先生は特別だったんだ。ぼくが思ったとおりだ」
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「な、なに？　本当にわかったの？」

　ランファはあっけにとられ、身動きひとつできないでいる。

「うん。ぼく、これで宇宙を創つくれるよ。先生たちは、もとの世界に帰してあげるね」

　喜びにはちきれそうだった顔が、子こ供どもたちを見て暗くなった。

「でもきみたちは……」

「ぼくたちは、きみといっしょだよ」

　マシューが手を差しだした。

「きみだったんだね、あの声は。ぼくたちの宇宙船が爆ばく発はつして、怖こわくて怖くてたまらなかったとき。きみの声が聞こえてきたんだ。そばにいるよ、大だい丈じよう夫ぶだって、勇気づけてくれたよね……ぼくたち、思い出したよ」

　レクターの目に、みるみる涙なみだが浮かんだ。その小さな手を、マシューが握にぎりしめる。

「ぼくたちも連れていってくれるよね。ぼくたち、ずっと友だちだったんだから」

「マシューくん、どこに行くの？　アンタたちは、アタシが家に……」

　飛び出しかけたランファを、彼の手が押おしとどめた。

「ありがとう、お姉さん。ぼくたちみんな、先生たちのこと忘わすれないよ。たとえ先生たちが、ぼくたちのことを忘れても……」

　茫ぼう然ぜんとするランファの横で、ミルフィーユがレクターをぎゅっと抱だきしめた。

「すてきな宇宙を創ってね、レクターくん」

「うん、約束するよ！」

　その直後、目のくらむような閃せん光こうがほとばしった。




「──ミルフィー」

　だれかが呼よぶ声がする……

「──ミルフィー！　ミルフィー！」

「ランファ……さん？」

　ミルフィーユは閉とじかけのまぶたの下から、あたりをうかがった。スイッチとレバーが見える。周囲にぐるりとモニターがあって……。

「ランファさん！」

　ミルフィーユはがばっと身体からだを起こした。紋章機エンブレムフレームの全周囲モニターに、心配そうな金きん髪ぱつの少女の顔が映うつっている。

「無事に帰れたんですね。よかったです～」

「──アンタ、なに言ってんの？」

「ほら、わたしたち、遭そう難なんしてたじゃないですか。もう帰れないのかと……」

「──なんの話？　頭でも打ったの？」

「ランファさん……覚えてないんですか？」

　ミルフィーユは紋章機エンブレムフレームの操そう縦じゆうパネルを見下ろした。今日の日ひ付づけを確認する。任にん務むのために白き月ポジテイブ・ムーンを出発して、ほとんど時間が経たっていない。

「わたし……夢ゆめでも見てたんでしょうか？」

「──知らないわよ。一瞬、通信が途と絶だえて、回かい復ふくしたと思ったらミルフィーの返事がないんだもの。心配したわよ！」

「ご、ごめんなさい～」

　ミルフィーユは素す直なおに謝あやまった。

「すごくたのしい夢だったんです。子供たちとお料理作ったり、お魚を獲とったり」

「──あんた、子供好きだもんねえ」

　ランファがため息をつきながら、ちらりと視し線せんを上げた。

「レクターくんっていうすごくかわいい子がいたんです。でも、じつはその子、宇う宙ちゆうの卵たまごとかで、最後にはいっしょに、新しい宇宙を創るお手て伝つだいをしたんです！」

「──そりゃまた……壮そう大だいな夢ね」

　ランファが絶ぜつ句くする。

「はいっ！　とてもすてきな夢でした。いまごろマシューくんたち、新しい宇宙でみんな仲よく遊んでるんだろうなあ」

「──マシューくん？」

　ランファがぴくりと反はん応のうし、操縦席から身体を起こした。

「──それって、だれ……痛いたッ！」

「どうしたんです、ランファ！」

「──いやだ、こんなところ、いつ怪け我がしたんだろう」

　ミルフィーユははっと目を見開いた。ランファが指し示しめしたのは、太ふと腿ももを走る三本の細い傷きず痕あと──

「──やだな、せっかくの乙女おとめの足がだいなしじゃないの。どうして……どうしてアタシ……やだ、涙まで出てきちゃった」

　ランファが目の端はしに指をあてた。

「──ミルフィー、あんたのせいよ。全部、あんたが悪いんだから」

「はい……そうですね」

　ミルフィーユはつぶやきながら、もしかしたら、と思った。あれは夢ではなかったのかもしれない。自分たちは本当にべつの次元に旅をして、戻もどってきたのかもしれない。

「──お～い、ランファ、ミルフィー！」

　通信機から、フォルテの声が聞こえてきた。

「──まだですの？　もう十五分の遅ち刻こくですわよ」

　全周囲モニターに、ミントのぷんすかと怒おこった顔が浮うかぶ。

「──計器にはいずれも異い常じようありませんが」

　と、ヴァニラ。

「──ごめ～ん、ちょっともたついちゃって」

　ランファが涙を振ふり払はらい、片かた目めをぎゅっとつぶってみせた。

「──ほら、ミルフィー、みんなが呼んでるわ。アタシたちも行かなくっちゃ！」

「はいっ！」

　ミルフィーユは力いっぱい笑って答えた。

　紋章機エンブレムフレームは暗くら闇やみを彩いろどる五色の虹にじとなって、宇宙に鮮あざやかな軌き跡せきを描えがいていった。
















特別短編　虚こ空くうからの呼よび声
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「クロノウェイブ正せい常じように発はつ信しんされています」

　女性オペレーターが、モニターを見つめながら報ほう告こくを行った。

「エネルギーの補ほ給きゆうも完かん璧ぺきです」

　先ほどまで船せん外がいで作業をしていた若い男が、自信たっぷりに親指をたてる。

「ここの宇う宙ちゆう灯とう台だいはあと一〇〇年は宇宙を照てらしつづけますよ」

「あいにくだが、一〇年に一度の点てん検けんが義ぎ務むづけられているんだ。次にここにくるのが、オレたちかどうかはわからんがな」

　船長である初しよ老ろうの男が、ニヤリとした笑えみを若者にかえす。

　彼らは、トランスバール皇こう国こく宇宙軍所属の作業船ＹＤ０１５ウッドペッカーに搭とう乗じようするクルーである。

　総数は二〇名。

　彼らは、皇国各地に点てん在ざいする無む人じん施し設せつの補ほ修しゆう点検を任にん務むとしている。

　そして彼らはたった今、無人の宇宙灯台の定期点検を行い、正常に作動していることを確認したところだ。

　ここフエルタ星系での作業は、すべて終了である。

「次の施設に移い動どうするぞ。総そう員いん、クロノドライブの用意！」

　船長の命令に、ブリッジに勤きん務むしていた船員たちが、それぞれの役割を果たすべく作業を開始した。

　そのときであった。

　忙いそがしく作業を行っていた全員の手が、同時に止まった。

　そして惚ほうけたような表情をして、互いに顔を見合わせる。

「……今のは、なに？」

　女性オペレーターが震ふるえる声で言った。

「目の前が、いきなり青い海でいっぱいになって……」

「おまえも見たのか？」

　船外作業員の若者が、驚おどろきの声をあげる。

　彼もまた、青い海が目の前に広がってゆくビジョンを見たのだ。

「オレも、見たぞ……」

　船長が呻うめくように言った。

「あ、また……」

　女性オペレーターがつぶやくと、頭を抱かかえて目を閉とじた。

　だが、ビジョンが消えることはなかった。

　彼女の視し覚かくに、ふたたび青い海がいっぱいに広がってゆく。そして暗い海の底に向かって潜もぐってゆく。

「し、沈んでしまう！」

　女性オペレーターは悲ひ鳴めいをあげて、足を床ゆかにつっぱった。

「ふざけるな！　ここは宇宙なんだぞ‼」

　船長が自分の見ているビジョンに向かって怒ど鳴なり声をあげる。

　その瞬しゆん間かん、目の前から海が消えた。

　しばらく待ったが、海のビジョンがふたたび見えることはなかった。

　船長はモニターに映うつる宇宙空間を見つめたまま、深くため息をついた。

「今のはいったい、なんだったのだ？」

　船長はブリッジにいるクルーたちに問といかけた。

　しかし、それに答えられる者は誰もいなかった──
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「みなさん、お茶が入りましたよ」

　明るい声が響ひびいて、ピンクの髪かみにふたつの白い花を髪飾かざりにした娘むすめが入ってくる。

　大きなトレイを手にしていて、ティーカップとショートケーキをそれぞれ五つ載のせている。

　彼女の名前は、ミルフィーユ・桜さくら葉ば。

　トランスバール皇国士し官かん学校を卒業し、先日、月の聖母ムーンミストレスの護ご衛えいを任務とする、ここムーンエンジェル隊たいに同期生の蘭花ランフア・フランボワーズとともに配はい属ぞくされてきた。

　いわば完全無欠の新しん米まいで、紋章機エンブレムフレームと呼ばれる大型戦せん闘とう機きの飛行訓くん練れんや整せい備び、そして任務に必要な知識や技ぎ能のうの研修に追われている。

　ミルフィーユはそれらを元気にこなしている。だが、彼女にとっていちばん充じゆう実じつした時間は、午ご後ごのこの時間だ。

　エンジェル隊のみんなの好このみに応おうじたお茶をいれ、手作りのケーキを一いつ緒しよに食べてもらう。そのために、彼女は毎朝、早く起きている。

「あれ、フォルテさんは？」

　ミルフィーユはきょとんとした顔をして、エンジェル隊のオフィスを見回した。

　長身で赤毛のエンジェル隊の隊長フォルテ・シュトーレンの姿が見えない。

「フォルテさんは、ルフト准じゆん将しように呼よばれて司し令れい室しつへ行ったわ」

　金色の長髪をばさりとさせながら、ランフアがミルフィーユに答えた。

「また雑ざつ用ようが回ってくるのかもしれませんわね」

　青い髪から生えているなにかの動物のような〝耳〟をつんとさせながら、ミント・ブラマンシュがつぶやく。

　月の聖母は、トランスバール皇国によって軟なん禁きん同どう然ぜんの状況にあるから、儀ぎ礼れい艦かんエルシオールに乗って外がい遊ゆうすることがない。だから、紋章機エンブレムフレームを駆かってエルシオールを護衛するという任務は開店休業状態なのである。

　だが、高性能な機体と優秀な隊員を遊ばせておくのはもったいないとの理由から、ロストテクノロジーに関係する現げん象しようや事件を調査、解決するという仕事もエンジェル隊には回ってくる。

　正せい規きの任務ではないから雑用だ。

　だが、エンジェル隊はその雑用のほうで、なにかと忙いそがしい毎日なのである。

「やっと、お仕事ができるんですね」

　トレイをテーブルにおろして、ミルフィーユはケーキと紅茶を配る。

　金属質のヘッドギアをつけた少女が、無表情にそれを手伝う。

　彼女はヴァニラ・Ｈアツシユ。

　超微細機械ナノマシーンを使って人間の怪け我がや病気、さらには機械の故こ障しようまでを治なおす特殊技能の持ち主である。

　彼女の足もとで嬉うれしそうに尻尾しつぽを振っている金属質のリスが、ナノマシーンの集合体コンプレツクスだ。

　ちょうどテーブルにカップとケーキ皿が並び終わったとき、フォルテがオフィスにもどってきた。

「出動だ。今回はちょっと遠出になるよ」

　フォルテが言って、テーブルに着く。

　残る四人も、それぞれの席に座すわった。

「仕事なんですか？」

　ミルフィーユが、フォルテに訊たずねる。

「フエルタという星系を航行していた作業船の乗員がそろって同じ幻げん覚かくを見たんだとさ」

「幻覚ですか？」

　ランファが美しい弧こを描えがく眉まゆをひそめる。

「青い海から、暗い深しん海かいへと潜もぐってゆく幻覚だったそうだよ」

「素す敵てきですね」

　ミルフィーユが目をきらきらさせながら言う。

「幻覚なのよ。アンタ、どういう感覚してんのよ」

　ランファが今度は眉をつりあげる。

　士官学校時代からの腐くされ縁えんで、ミルフィーユの性格はわかっているつもりだが、それでもこうしてあっけにとられるときがある。

「被ひ害がいはないけど、ロストテクノロジーが関係しているかもしれないから、あたしらに調査の依い頼らいが来たってわけさ」

　フォルテも苦笑まじりに言った。

「今回はエルシオールで行くよ。新人のふたりにとっては、訓練航海にもなるからねぇ」

「いつ、出発ですか？」

「お茶が終わったら、すぐだよ。エルシオールはすでに出しゆつ航こう準備をはじめているってさ」
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　青い海が目の前に広がっている。

　そして足もとには、白い砂。

「エルシオールって、すごいですね！」

　ミルフィーユが感動の声をあげた。

　ここは惑星上ではなく、儀ぎ礼れい艦かんエルシオールの艦内である。遠えん景けいはさすがにバーチャルだが、砂や水は本物だ。おまけに波まで打ち寄せている。

　ミルフィーユとランファのふたりは、紋章機に乗ってエルシオールからの発着訓練を繰くり返し、そして勤務時間が終わったあと、フォルテに勧すすめられて艦内を巡めぐっているところだった。

　艦内で迷まい子ごにならないことも、大事な仕事だからである。

「人工海岸に展てん望ぼう公園、おまけにコンビニまであったものね」

　ランファは肩かたをすくめてみせた。

　艦というより、ちょっとした街まちといった印いん象しようである。

「コンビニに水みず着ぎ、売ってたよね。泳ごうよ！」

　ミルフィーユが表ひよう情じようを輝かがやかせて、ランファを振り返る。

「遊んでるんじゃないのよ。艦内を隅すみから隅まで覚えないといけないんだから……」

　そうは言ったものの、ランファの視し線せんも人工の海に吸い寄せられていた。

　打ち寄せる波が、こちらにこいと誘さそっているようだ。

「ちょっとだけなら、いいかもね……」

「うん！」

　ミルフィーユは嬉うれしそうにうなずいた。

　そしてふたりはコンビニヘともどり、水着を購こう入にゆうした。ミルフィーユは白のワンピース、ランファは赤のビキニである。

　人工海岸には脱だつ衣い所じよもあり、シャワーの設せつ備びまであった。

　ふたりは水着に着き替がえると、競きそいあうように砂すな浜はまを駆かけ、水へと飛びこんでいった。

　しぶきがあがり、ミルフィーユの唇くちびるを濡ぬらした。

「この水、しょっぱいよ！」

　ミルフィーユが驚おどろいたように、目を丸くする。

「へぇ、海水なんだ」

　ランファも手の甲こうについていた水すい滴てきをなめて、たしかめてみた。

「魚も棲すんでるよ！」

　足もとを色鮮あざやかな小魚が泳いでいるのに気づいて、ミルフィーユが歓かん声せいをあげる。

　ランファも膝ひざに手をついて、水中を覗のぞきこんだ。

　透すきとおるような青色をした魚の群むれが足にからみつくように泳いでいる。

「かわいらしい～っ」

　ランファは我われを忘れて、無む邪じや気きな声をあげた。

　しかし、ミルフィーユが側そばにいることを思いだし、次の瞬しゆん間かんには表情をとりつくろう。

「さすが、先文明ＥＤＥＮの残した艦ってところね」

　ランファはすました声で言った。

　エルシオールはレーザーキャノンやミサイルなどで武ぶ装そうしているし、五機の紋章機の運用能力もある。その戦せん闘とう力りよくは、皇国宇宙軍の一艦かん隊たいに匹ひつ敵てきしているといっていい。そんな艦なのに、人工海岸や展望公園など、まるで豪ごう華か客船なみの施設が入っている。

「わたし、この艦、好きになりました」

　ミルフィーユがくったくなく言う。

「ま～ったく、あんたは単たん純じゆんなんだから」

　ランファはあきれたというように返したが、心のなかではミルフィーユに賛さん成せいしていた。

　そのときである。

「そこ、急に深くなってますからね」

　と、突とつ然ぜん、声をかけられた。

　ランファが声のほうを振り向くと、小こ柄がらな少年がひとり、砂浜に立っていた。

　少年の視線は彼女のほうには向いていないので、ミルフィーユに言ったのだろう。

　彼女のほうを振り返ってみると、犬かきみたいな独どく特とくの平泳ぎで、波打ち際から一〇メートルぐらいのところを泳いでいた。

　彼女にも少年の声が聞こえたらしく、その場で泳ぎをやめ、足をつこうとした。

「ここが、なん……」

　ミルフィーユは少年に何なに事ごとか問い返そうとしたようだが、最後まで言葉を続けられなかった。

　足が底につかず、頭がすーっと水のなかに消えていったからである。

　そしてごぼごぼと泡あわがわきあがってくる。きっと彼女が続けたかった言葉の名残なごりだろう。

「ミルフィー！」

　ランファはあわてて、彼女のもとへと泳いだ。

　ミルフィーユはあの泳ぎ方で、いつまでも水に浮うかんでいられるが、突とつ発ぱつ事じ態たいに対たい処しよする能力に欠けていて、そういうときには金かな槌づちどころか金かな床とこなみに水に沈しずんでしまうのだ。人間の身体からだは水より軽いという物理法則を完全に無む視ししている。

　ランファは水中に潜もぐって、目をかたくつぶったまま、手足をばたばたさせているミルフィーユを発見した。そして彼女の身体を抱かかえて、水面へと浮うかびあがる。

「落ち着きなさい、ミルフィー！」

　ランファが言葉をかけると、ミルフィーユが泣きそうな顔を向けてきた。

「ありがとう、ランファ～」

　ミルフィーユは礼を言って、お辞じ儀ぎをしようとする。

　ランファはあわてて彼女の額ひたいを押おさえて、顔が水に浸つかるのを阻そ止しした。それだけのことで、彼女はふたたび海底へと沈んでゆきかねないのだ。

「岸まで泳ぐよ」

　ランファが声をかけると、ミルフィーユがこくんとうなずいた。

　そしてふたりは、砂浜へとあがる。

「大だい丈じよう夫ぶですか？」

　さっきの少年が心配そうに声をかけてきた。

　ミルフィーユが溺おぼれる原因をつくったのは間ま違ちがいなく彼の一言だが、それを責せめるわけにはゆかない。

「あんたは、この艦の？」

「はい、クロミエ・クワルクと申します。この艦の生き物たちの世話をさせていただいてます」

　ランファが訊たずねると、少年はそう言って、ペこりと挨あい拶さつした。

　ミルフィーユが咳せき込こみながら、同じように挨拶を返す。

「わたしは蘭花ランフア・フランボワーズ、彼女はミルフィーユ・桜葉よ」

　声をだせないミルフィーユの分まで、ランファが自じ己こ紹しよう介かいをした。

　そしてクロミエという名の少年と握あく手しゆをかわす。

「エンジェル隊の新しいメンバーですね？　展望公園から発着訓練の様よう子すを拝はい見けんしてました。あの一号機が安定して飛んでいるのを、ボクは初めて見ましたよ」

　その言葉に、ランファの眉がぴくりと動く。

　ＧＡ００１──ラッキースターを操そう縦じゆうしているのは彼女ではなく、ミルフィーユだからだ。ポテンシャルは高いが安定性に欠かける紋章機の一号機だけに、乗りこなせる人間は極きわめてすくない。

　あんな機体を操縦できるのは特異体質の持ち主だけだと今では納なつ得とくしているが、自分に適てき性せいがなかったのはやはり悔くやしいのだ。

「水には浸つかったし、満足したでしょ」

　気分が白しらけて、ランファはまだ名残なごり惜おしそうなミルフィーユをひっぱるように、更こう衣い室しつへと引き上げた。
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　エルシオールが、目的地のフエルタ星系へ到とう着ちやくしたのは、皇都トランスバールを発たってから五日後である。

　その間、ミルフィーユとランファのふたりは、通常空間ではエルシオールヘの紋章機の発着訓練を繰くり返し、超時空間クロスノスペースでは飛行訓練や戦闘訓練を行った。

　同時に、エルシオール艦内の配置を完全に記き憶おくし、非常時に備そなえてクルーの仕事まで覚えさせられた。

　まさに大忙しの毎日だった。

　だが、本番はこれからなのだ。

　超時空航法クロノドライブを終了し、通常空間に出るとすぐに、フォルテから招しよう集しゆうがかかった。集合場所は、紋章機の格かく納のう庫こ近くにある更衣室である。

「……フエルタ星系には居きよ住じゆう可能な惑わく星せいはありませんが、重要な航路に近いため、無人の宇宙灯台が設置されています」

　淡たん々たんとした口く調ちようで、ヴァニラが資し料りようを読みあげる。まるで彼女自身がナノマシーンでできているのではないかと思うような感情のない声だ。

「問題の作業船は、宇宙灯台の定期点検のために、この星系にやってきたわけね」

　資料に目を通しながら、ランファはヴァニラの言こと葉ばにうなずいた。

　クロノスペースを航行している宇宙船にとって、もっとも危き険けんなのは、通常空間に浮ふ遊ゆうしている隕いん石せきや小惑星である。クロノスペースは通常空間に重かさなるように存在しているので、星間物質とも衝しよう突とつするのだ。

　たとえるなら、波の下に隠かくれている暗あん礁しようである。

　宇宙塵ちりていどの大きさなら、宇宙船の防ぼう御ぎよフィールドが防ふせいでくれるが、小惑星や隕石などに衝しよう突とつすると、核かく融ゆう合ごう反はん応のうを起こして大だい爆ばく発はつすることになる。

　そのため、宇宙空間には安全な航行のための航路が定さだめられているし、微び小しよう天体の多い宙ちゆう域いきには宇宙灯台を設置して、宇宙船に近寄らないよう警告を発しているのだ。

「この星系は、宇宙の難なん所しよということですのね」

　ミントが、まるで他ひ人と事ごとのように言った。しかし、彼女のもうひとつの耳は、動物が危険を察さつ知ちしたときのようにぴんとなっていた。

「資料に理由みたいなものが書いてありましたよね……」

　ミルフィーユが言って、資料の最後のページをめくる。

「数千年ほどまえに、この星系内を大質量星が通つう過かして、もとから存在していた小惑星の軌き道どうが乱みだされたり、第三惑星が破は壊かいされて小惑星帯アステロイドベルトができたりした」

　そう読みあげたあと、彼女はきょとんとした表情になる。あまり、ぴんとこない説明だったのだ。

「理由はともかく、小惑星とか隕石とかが勝手気ままに暴走しているってことさ。あまりしつけのよくない星系だねぇ。紋章機で飛ぶときにも、十分に注意をしないとね」

　フォルテがまとめるように言って、ただちに偵てい察さつにでると号令した。

　そしてその一〇分後、五機の紋章機はエルシオールから発進した──
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「──こちら、トリックマスター。隕石群の情報をみなさんに転送いたしますわ」

　通信機から、ミントの声が流れたかと思うと、全周囲モニターに赤い点が無む数すうに表示される。まるで、はしかにかかった子こ供どもの肌はだのようだ。

　それを見たミルフィーユは、

「こ、これ全部、隕石なんですか？」

　と、ラッキースターのコクピットで悲鳴をあげた。

　その瞬間、ラッキースターに搭とう載さいされているクロノストリングエンジンの出力がしゅるしゅるとさがる。

「──なに、動どう揺ようしてんのよ！　宇宙は広いんだから、隕石なんてそうそう当たるもんじゃないわよ。紋章機のフィールドは強力だし、自動回かい避ひ装そう置ちだってあるんだから」

　全周囲モニターに、怒いかりの表情のランファの顔が割わり込こんだ。

「──本物の戦闘じゃ、レーザーやらミサイルやらが飛んでくるんだよ。隕石なんか、かわいいものさ」

　ランファの隣となりに、フォルテの顔が浮かぶ。

「了りよう解かいです～」

　ミルフィーユは泣なきそうな顔をしながらも、首を縦たてに振った。

「──みんな、怪あやしいものを発見したら、すぐに報告するんだよ。とくにミント、トリックマスターとあんたの探たん知ち能力には、期待しているからね」

「──おまかせくださいませ」

　フォルテとミントの会話の声が、通信機から流れてくる。

　ミントの乗機であるトリックマスターには多機能レーダーアームが装そう備びされていて、彼女の精神感応テレパシー能力をクロノウェイブに変へん換かん、増ぞう幅ふくして時空を探たん査さしている。

　そして、その結果は彼女の感覚にフィードバックされる。直接、目で見て、指先で触ふれているようなものなのだ。

　五機の紋章機は散さん開かいして、星系内の探索をはじめた。

　電波源や熱ねつ源げんなどを探しだし、ひとつひとつ調べてゆくのだ。

　そして、二時間ばかりが経けい過かした。

「怪あやしいものなんて、なにもありませんね～」

　ミルフィーユはため息まじりに言った。

「青い海の幻げん覚かくも見えませんし……」

　しかし、彼女がそう言ったまさにその瞬間だった。

「あ、あれ？」

　全周囲モニターに浮かんでいる漆しつ黒こくの宇宙が青一色に染そまったのである。

「──ミルフィ～」

　ランファの声がやけに遠くから耳にとどく。

「──あんた、またやってくれたわね」

「わたし、なにもしてないよ～！」

　ミルフィーユはあわてて言った。

「──いいえ、あんたのせいよ。今のタイミングで幻覚が見えるんだから」

「ランファにも見えてるの？」

「──はっきりとね。青い海に、青い空、そして白い雲。まるで、絵に描かいたようだわ」

「──あたしにも見えているねぇ」

「──わたくしも、ですわ」

「──わたしにも……見えています」

　フォルテ、ミント、ヴァニラの声も続いた。

「よ、よかったです。わたしだけかと思ってしまいました」

「──よかったじゃないわよ！　これからが、わたしたちの仕事なんだから」

　ランファのきいっとした声が聞こえる。

「そうよね」

　ミルフィーユはてへっとする。

　青い海のビジョンは、まだ見えていた。しかし、次の瞬しゆん間かんには海の底へと潜もぐってゆくビジョンに変わる。そのあと、視し界かいが真まっ暗くらになって、海のビジョンは消えた。

「──報告のとおりだねぇ」

　フォルテが感かん心しんしたように言う。

　ミルフィーユは全周囲モニターを見回し、全ぜん天てんに宇宙空間が映うつっているのを確かめた。

「それにしても、きれいな海でしたね。生き物もたくさん泳いでいたし……」

「──でも、見たことのない生き物だったわ。わたしが知らないだけかもしれないけど」

　ランファがつぶやくように言う。

　ラッキースターのモニターに映っている彼女は、わずかに首をかしげていた。

「モニターの映像記録を調べてみましょうか？」

「──試しました……」

　ミルフィーユの言葉にたいし、ヴァニラがぼそりと口を開いた。

「──それで、どうだったのさ？」

　フォルテがうながす。

「──宇宙空間の映像だけでした……」

「──レーダーの記録は？」

「──なにも検けん出しゆつしていません……」

　ヴァニラはすべての問といに最小限の言葉で答えた。

　幻覚を見たあと、彼女はすぐに自分の機体──ハーベスターの記録を調べたのだろう。

「──モニターにも、レーダーにも映らないねぇ」

　フォルテがため息をつく。

「──だったら、いったいどうして、あんな幻覚を見るのかねぇ」

「まるで幽ゆう霊れいのしわざみたいですね」

「──ゆ、幽霊！」

　ミルフィーユの言葉に、ランファが表情をひきつらせる。

「──そ、そんなもの、いるわけないでしょ。ここは宇宙なのよ。墓はか場ばとかじゃないんだから……」

「──いいえ、ここは墓場ですわ」

　それまで無言だったミントが、つぶやくように言った。

「墓場……ですか？」

　彼女の言った意味がわからず、ミルフィーユは訊たずねかえす。

「──資料を調べてみたのですけど、破は壊かいされた第三惑星は海洋惑星で、たくさんの生き物が棲すんでいたみたいですわ」

「──や、やめてよ、ミント」

　ランフアは無む理りに笑おうとしたが、その笑顔もやはりひきつっていた。

「──惑星が破壊されて一瞬にして死んでしまった生き物の霊が、わたくしたちに故こ郷きようの幻覚を見せているのかもしれませんわね……」

「──だから、やめてって！」

　我が慢まんできないというように、ランファが悲鳴をあげた。

「──ランファさんは、こういう話は苦にが手てでらっしゃいますのね」

　ミントがすました声で言う。

「──に、苦手なんかじゃないけど、幽霊なんているわけないじゃない。さっきの幻覚はなにかのロストテクノロジーよ」

　ランファはあわてて弁べん解かいしたが、まるで自分に言い聞かせているみたいだった。

「──宇宙は広いんだ、幽霊ぐらいいたっておかしくない。だけど、ミントは本当にそう思っているのかい？」

　フォルテが訊ねた。

「──あくまで可能性を言ったまでですわ。他ほかにも可能性はありますもの……」

「──もったいぶらないで教えてよ！」

　ランファが救すくいを求めるように叫さけぶ。

　ミントは咳せき払ばらいをひとつしてから、もうひとつの耳をぱたぱたさせた。

「──さっきのは、テレパシーですわ。幻覚まで見せられるのですから、とても強力ですわね」

「テレパシー？」

　ミルフィーユが、不ふ思し議ぎそうに訊ねかえす。

「それじゃあ、この星系のどこかに生き物が棲んでいるってことですか？」

「──幽霊よりも可能性が高いと思いますわ」

　それがミントの答えだった。

「──第三惑星が破壊されてできた小惑星帯アステロイドベルトに向かうことを提てい案あんいたしますわ」

「──聞いたとおりだ。みんな、小惑星帯に向かうよ」

　ミントの提案を、フォルテが即そつ決けつで認みとめた。

「了りよう解かいしました！」

　ミルフィーユは元気な声で言うと、ラッキースターの針しん路ろを変へん更こうした。

　かつては、海洋惑星だった小惑星帯に向けて……
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「──熱ねつ源げん反はん応のうを発見いたしましたわ」

　ミントの声が、ラッキースターのコクピットに流れた。

　そしてトリックマスターの高性能レーダーが捕とらえた熱源体の位置がデータ転送されてくる。

　それは全周囲モニターの一画に、矢印として表示された。

　ミルフィーユは、ただちにラッキースターを矢印の方向に旋せん回かいさせる。

　そして彼女は誰だれよりも早く、ミントの示した座ざ標ひように到とう着ちやくした。

　そして信じられない光景を目にしたのである。

　大小の隕いん石せきにまじって、一頭のクジラが宇宙を泳いでいたのだ。

　全長は三〇メートルほど、惑星トランスバールの海に棲んでいるクジラとほとんど外見は変わらない。

　大きなヒレがゆっくりと動き、くりくりとした瞳ひとみが、フエルタ星系の太陽の光を受けて輝いていた。

　クジラは間ま違ちがいなく生きていた。真しん空くうの宇宙空間で……

「かわいい～」

　ミルフィーユはつい歓かん声せいをあげてしまった。

　それから、モニターに映るクジラの映像を拡かく大だいし、他の四機に転送する。

「みなさん、見てください。宇宙クジラですよ！」

　ミルフィーユは勝手な名前をつけて呼んだ。

「──なんで、クジラが！」

　興こう奮ふんぎみのミルフィーユの言葉に、ランファが驚おどろきの声でかえす。

「──ですが、今度は幻覚ではありませんわ。モニターにも映っていますし」

「はい、レーダーにも映っていますし、熱源反応もあります……」

　ミルフィーユはクジラの周囲を旋回するように飛びながら、報告を行った。

　だが、そのとき、突とつ然ぜんの恐きよう怖ふを彼女は感じた。

「えっ？」

　ミルフィーユは身を硬かたくする。

　しかし彼女には恐怖を感じる理由がなにもない。雄ゆう大だいではあるが愛らしいクジラの姿すがたに、感動と安やすらぎを感じていた。

　そこに恐怖という感情が、いきなり上うわ塗ぬりされたのだ。

「──今の恐怖心は、宇宙クジラの感情ですわ。ミルフィーさん、気をつけてくださいませ」

　ミントの声が響ひびく。

「もしかして、わたしのことをこわがっているんですか～」

　ミルフィーユは、悲しい気持ちになる。

「──あたりまえでしょ！　紋章機を見るのなんて、はじめてなんだから」

　ランファの怒ど鳴なり声がコクピットに流れる。

　宇宙クジラが感じている恐怖心は、ミルフィーユの心にまだ伝わっている。

　そして次の瞬間、恐怖が怒いかりに変わった。

「怒おこらないでくださいよぉ」

　ミルフィーユは泣きそうな声で叫さけんだが、その声が宇宙クジラに届とどくはずがなかった。

　そして宇宙クジラは、大きく口を開いた。

　そこから結けつ晶しよう状じようの物体が、いくつも飛びだしてきた。

　その結晶体は、しばらく宇宙を漂ただようと、突然、まばゆく輝かがやきはじめる。

　そして強きよう烈れつな閃せん光こうを放はなった。

「きゃあ～！」
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　全天周モニターが真っ白になり、ミルフィーユは悲鳴をあげた。

「──ミルフィー？」

　ランファが呼びかけてくる。

「だ、大丈夫。防ぼう御ぎよフィールドが、防ふせいでくれたから」

　モニターを見ると、閃光を放った結晶体は光を失い、粉こな々ごなに砕くだけている。

　紋章機の人工知能は、レーザーキャノンによる攻こう撃げきだと判断している。

「レーザーキャノンで攻撃されちゃいました～」

「──なんで、どうして、クジラがレーザーキャノンなんか撃うつのよ！」

　ミルフィーユの言葉に、ランファがヒステリックに叫ぶ。

「そんなこと、わからないよぉ～」

　ミルフィーユにはそう答えるしかなかった。

「──宇宙空間でも生きられるのですもの。怪かい光こう線せんぐらい使っても、おかしくありませんわ」

　ミントが真ま顔がおで解説する。

「そ、そんなぁ！」

　ミルフィーユが泣き声をあげたとき、宇宙クジラがふたたび口を開き、新たな結晶体を吐はきだした。

　そして閃光が、漆しつ黒こくの宇宙空間を切り裂さく。

　レーザーキャノンなのか怪光線なのかは不明だが、その攻撃は正確で、威い力りよくもかなりのものだった。ラッキースターの防御フィールドも、いつまで保もつかわからない。

「──ミルフィー！　反撃しな。戦場での鉄てつ則そくは、殺やられるまえに殺れ、だよ」

　フォルテの声が響く。

「わたし、クジラさんと、戦いたくありません～」

「──あんたがそう思っていても、向こうは攻撃してきてるのよ！」

　ランファの声が流れたかと思うと、全周囲モニターの上方から、シルバーメタリックにレッドのカラーリングをほどこした紋章機が、光の航こう跡せきをひきながら急きゆう降こう下かしてきた。もっとも、それはミルフィーユの感覚で、宇宙空間に上下の基き準じゆんはない。

「──よくも、ミルフィーを！」

　彼女は叫びながら、宇宙クジラにアンカーアームを叩たたきつける。

　攻撃は命中し、宇宙クジラが苦しそうにもがく。しかし、傷きずを負おったような様よう子すはない。

「──なんて生き物なの……」

　ランファは驚おどろきの声をもらす。

「ランファ、やめてあげて。クジラさんを驚かせたのは、わたしなんだから……」

　ミルフィーユは懇こん願がんするように言った。

「──それはわかっているけど、怒らせてしまったものはしかたないじゃない。コミュニケーションもとれないんだし……」

　こんな生き物を放っておいていいかどうかも難むずかしいところだ。

「──フォルテさん、どうします？」

　ランファはフォルテに判断を求めた。

「──落ち着くよう説得したいけど、あたしには無理だからねぇ。ミントには、なんとかできないかい？」

「──わたくしのテレパシーは、聞くだけですから……」

　ミントは首を横に振った。

「大丈夫ですよ。クジラさんにもテレパシー能力があるんですから。ミントさんの声ならきっと聞こえます」

　ミルフィーユが励はげましの通信をミントに送る。

「──紋章機がミントの能力を増ぞう幅ふくしてくれてるからねぇ。試ためしてみる価か値ちはあるかもしれないよ」

　フォルテがミルフィーユの提案を支持する。

「──そう申されましても、いったいどうすれば……」

　ラッキースターのモニターに映っているミントはあきらかに困こん惑わくしている様子だった。

「わたしたちが、敵てきではないことを伝えればいいんですよね？　一いつ緒しよに海で泳いでいるところをイメージするというのはどうでしょう」

「──わかりました。やってみますわ」

「ありがとうございます。ランファも、お願い」

「──通信は聞いていたわよ。クジラの攻撃はわたしが引き受けるから。あんたは離はなれてなさい」

　ランファは答えた。彼女としても無む益えきな殺せつ生しようは本ほん意いではないのだ。

　そして彼女は、結晶体から放射される閃せん光こうを、まさに蝶ちようが舞まうようにかわしていった。

　彼女の乗っているカンフーファイターは、紋章機のなかでも、もっとも機動性に富とんだ機体である。

　そしてランファの操縦技術は、皇国士官学校時代から高く評価されていた。

「──むだかもしれないけど、みんなもクジラと一緒に泳いでいるところを、イメージしておくれ」

「そうですね！」

　フォルテの言葉に、ミルフィーユは表情を輝かせてうなずいた。

　そして彼女は頭のなかでイメージする。

　エルシオール艦内の人工の海で、宇宙クジラが泳ぐ姿を。その側そばで、犬かきみたいな平泳ぎをしている自分の姿を……

　そして、そのイメージは現実となる──
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　エルシオール艦内にある人工の海に、宇宙クジラがその巨きよ体たいをぷかりと浮うかせていた。

　そしてエンジェル隊の五人は水着姿で、思い思いに砂すな浜はまでくつろいでいる。

「これで事じ件けんは解決だねぇ」

　満足そうに目を細めながら、フォルテがつぶやいた。

　ミントの想おもいが伝わったらしく、宇宙クジラは謎なぞの結晶体を吐はき出すのをやめた。

　そしておとなしくなった宇宙クジラはふたたび海の幻覚を見せたのだ。

　海に帰りたがっているのだと、エンジェル隊の誰だれもが理り解かいした。

　紋章機を使って宇宙クジラを海に連つれてゆくイメージをミントが伝えると、クジラは喜びの感情で答えてくれた。

　そして弾だん丸がんのように隕いん石せき群ぐんが飛びかうなかを、エンジェル隊の五人は、ミントがイメージしたとおりに宇宙クジラを曳えい航こうし、そしてエルシオールの艦内に収納した。

　そのあと、この人工の海に連れてくるまでにも涙なみだぐましい努力がいろいろあったのだが……

「みなさん、本当にご苦く労ろうさまでした」

　飼し育いく員いんの少年クロミエが、エンジェル隊の五人のところにやってきて、ぺこりと頭をさげた。

　彼の腕うでには丸くて、黒い生き物が抱かかえられている。

「あんたにも世せ話わをかけてしまうねぇ」

　フォルテがクロミエに答える。

「いえ、動物のめんどうを見るのは大好きですから」

　クロミエは首を横に振った。

「それに、このクジラは完全生命体です。宇宙空間で、何千年も生きてきたのですから世話をする必要なんてありません」

　そう言って、クロミエは腕に抱えていた黒い生き物をエンジェル隊の五人に見せる。

「そいつが、あのクジラの……」

「はい、子供です」

　クロミエは静かにうなずいた。

　黒い生き物はたしかにクジラの姿に似にていた。もっと丸々としていて、まるで宇宙クジラをぬいぐるみにしたような印象ではあったが……

　しかし、ヒレはぱたぱたと動いているし、きゅーきゅーと鳴き声もあげている。玩具おもちやではない、生き物の動きであり鳴き声だった。

　ミルフィーユが目をうるうるさせながら、宇宙クジラの子供を、クロミエから受け取った。

「わたしにも、あとで抱だかせなさいよ！」

　ランファがミルフィーユに耳打ちする。

「うん！」

　ミルフィーユは元気にうなずいた。

　宇宙クジラがこの子クジラを産うんだのは、この人工の海に連れてきてすぐのことだった。

　正確なことはもっと研究しないとわからないが、宇宙クジラは子供を産むために、海に帰りたがったのだ。

　しかし、故こ郷きようの海は惑星が崩ほう壊かいしたとき、永えい遠えんに失うしなわれている。

　それで、宇宙クジラは海のビジョンを強力なテレパシーに乗せて送ったのである。

「この宇宙クジラも、もともとは第三惑星の海に棲すんでいたんでしょ？」

　ランファが子クジラを指差しながら、クロミエに訊たずねる。

「そのはずです」

「よく宇宙に放りだされても生きていたわね」

「そこが、完全生命体のゆえんです。惑星トランスバールに棲せい息そくしているクジラも、潜せん水すい艦かんみたいな生き物ですから。深海の圧力にも平へい気きで耐たえますしね。このクジラはさらに宇宙船にもなれるぐらいにまで進化していたのでしょう……」

　白き月の研究者が調べたところでは、宇宙クジラの体内は、位い相そう空間となっており、閉へい鎖さされた生態系が存在しているとのことだった。体表面から光エネルギーを受け取るだけで、何千年、何万年と生きていられるらしい。

「ただ、この子はまだ宇宙で生きられるほどではありません。空気中がせいぜいですね。それに、位相空間や体内の生態系も完成していません。親クジラから栄えい養ようをもらって、大きくなったら完全生命体になるのでしょう」

「なんか、すごい生き物なのね」

　クロミエの説明に、ランファは感心したようにうなずいた。

　そしてミルフィーユから奪うばうように、子クジラを受け取る。

「あのレーザーキャノンを撃うつ結晶体みたいなものは？」

「怪光線ですわ、ランファさん」

　ミントが横から口をはさんだ。

「どっちだっていいじゃない」

「いいえ、怪光線ですわ」

　ミントが強きよう硬こうに主張する。

「じゃあ、それでいいわよ。とにかく、あの結晶体はなによ？」

「あくまで仮か説せつですが、あの結晶体の表面は、高こう精せい度どのハーフミラーになっているんだろうと。光を閉とじこめて、逃のがさないんですね。そして結晶のなかで増ぞう幅ふくされた光が、結晶構造を変えたある一点から、一気に放出される。宇宙クジラの免めん疫えき系けいから進化したんじゃないかと、研究者は推すい測そくしています」

「そんな生き物を、艦内に運はこびこんであぶなくない？」

　ランファは親クジラを振り返った。

「テレパシー能力を持った生き物ですからね。攻こう撃げきの意い志しを感じないかぎり、心配いりませんよ。それに高度な知能も持っていますからね。すぐにボクたちの言葉も理解するようになりますよ」

　クロミエが微笑ほほえみながら答えて、

「そうだよね」

　と宇宙クジラに呼びかけた。

　それに応こたえるように、宇宙クジラは七色に輝く光を頭の後ろの器き官かんから噴ふきあげた。

「あまったエネルギーを、ああやって放出しているんですね」

　クロミエが説明を加える。

「きれいですねぇ～」

　ミルフィーユが胸むねのまえで手を組んで、うっとりとした表情になる。

「たしかにね……」

　ランファも、認めるしかなかった。

　虹にじのような輝きとともに、宇宙クジラの感情が心に伝わってきたからだ。

　それは喜びであり、感謝であり、そして圧あつ倒とうされるほどの優やさしさだった。

（わかったわ。なかよくしましょ）

　ランファは心のなかでつぶやくと、子クジラをミントに預あずけて、海へと飛びこんでいった。

　そして、ミルフィーユを振り返る。

「今、行くね！」

　ミルフィーユが笑顔を弾はじけさせた。

（ここは、お気に入りの場所になりそうね、ミルフィー）

　ランファはそして、宇宙クジラに向かって、さっそうと泳ぎはじめた──
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　解説





水野　良　　






　どうも、ギャラクシーエンジェルの総そう監かん修しゆうをしております水みず野のです。

　本書は、ドラゴンマガジン誌しに連れん載さいされた柘つ植げめぐみさんの短編五本に、書き下ろしの短編を一本、さらにＰＣゲームのブックレットに掲けい載さいされた僕ぼく自身の短編も合わせて、編集しなおしたものです。なかなか豪ごう華かな内容で、ギャラクシーエンジェルのファンの方かたには満足いただけるのではないかと思っています。

　さて、ギャラクシーエンジェルはご存ぞんじのとおり、株式会社ブロッコリーが企画したタイトルでアニメ、ゲーム、コミック、そして小説とメディアミックス展開されています。

　メディアの特とく性せいに合わせて微び妙みようにバージョンが違うので、混こん乱らんされている読者もおられるかもしれませんから、かるく整理をしておきたいと思います。

　まず、アニメーションですが、こちらはキャラクター（エンジェル隊）に焦しよう点てんを絞しぼって、アニメーションのスタッフの方に自由に創つくっていただきました。

　ストーリーは毎回リセットされるし、設定もなんでもありとハチャメチャなシリーズですが、そこがアニメ版ギャラクシーエンジェルの魅み力りよくだと思っています。僕も毎回、楽しみにしていました。

　ＰＣや各種コンシューマーで発売されているゲームは、アドベンチャーとリアルタイム・シミュレーションをミックスしたゲームで、エンジェル隊との〝恋愛〟が楽しめます。メディアの特性上、マルチ・ストーリーとなっていますが、設定やストーリーはオリジナルといっていいかと思います。

　シミュレーション・パートも一見すると単純ですが、意い外がいに奥が深いんでやりこんでいただきたいです。お気に入りのキャラ一機で、全ぜん艦かん撃げき破はを達成した強つわ者ものもいると聞いています。

　あと、全体マップでコマンドを指定したあとは、ぜひエンジェル隊の活躍を〝見て〟あげてください。メンバーから送られてくるボイス・メッセージが楽しくて、幸せな気分になれますよ。「わたしばかり見ていていいのですか」と、つれない言葉もときどき返ってきますが……

　キャラクター・デザインも担当しているかなんさんが『ドラゴン・エイジ』で連載されているコミックこそが、僕的にはギャラクシーエンジェルの原点だと思っています。エンジェル隊のメンバーは間ま違ちがいなく、彼女の「妄もう想そう」のなかから誕たん生じようしたものだからです。基本的にはゲームや小説と同じストーリーをたどると思いますが、どういう展開になるかは、実は僕にも予想がつきません。タクトはいったいどの女の子と恋愛関係になるのか、毎回ネームが送られてくるのをドキドキして待っています。

　そして僕が担当している小説（長編）ですが、ギャラクシーエンジェル宇宙の設定と物語を総そう括かつするという役やく割わりを担になっています。ですから、正せい史しであると理解していただいてかまいません。実はこの宇宙、まだまだ壮大な設定が潜ひそんでいるのですが、そのすべてが明らかになるのはずっと先になると思います。とりあえず、遅おくれに遅れている２巻をなんとか出版しないといけませんね。

　最後に本書ですが、執しつ筆ぴつの苦労については柘植めぐみさん本人に語ってもらうとしましょう。僕の書いた短編「虚こ空くうからの呼よび声」ですが、思い切り趣しゆ味みに走って書きました。宇宙クジラ（小クジラも）は、僕がプロジェクトに参加したときから、なぜかエルシオールの艦かん内ないに鎮ちん座ざしていました。

「なんで？」と質問しても、スタッフの全員が首をかしげる。だったら、自分で考えようということでこの小説となったわけです。宇宙クジラはＳＦではわりと一般的なギミックなのですが、リスペクトはせず独自に設定してみました。現実、クジラの潜せん水すい能のう力りよくは潜水艦以上で、マッコウクジラは数千メートルもの深しん海かいでダイオウイカを捕ほ食しよくしています。ちなみに、生きているダイオウイカの撮さつ影えいには人間はまだ成功していませんから、クジラがいかに優すぐれた生き物かがわかるというものですね。







　あとがき





柘植めぐみ　　






　こんにちは、柘つ植げめぐみです。

　ＧＡ大好き！　でこの本を手に取ってくださった方とは、「はじめまして」かもしれませんね。お会いできて光こう栄えいです。

　この文庫は、『月刊ドラゴンマガジン』で六回にわたって連れん載さいさせていただいたものに、書き下ろし『月に歌えば』を加えたものです。また最終話は連載時、二話に分けて掲けい載さいされましたが、ここでは一話にまとめました。




「よっぽどランファが好きなんだね」とよく言われます。たしかに小説を書いていると、なにかと彼女が口をはさんできます。じつはいちばん好きなキャラクターはヴァニラなのですが、彼女はちっとも動いてくれません。ランファは喜き怒ど哀あい楽らくがはげしいというか、書いててすごくたのしいキャラクター。もう、全編、彼女オンリーで書きたいくらい。

　今回の企画の話を総そう監かん修しゆうの水みず野の良りようさんからいただいたとき、六回連載だから、毎回ひとりずつ取り上げて、最後に五人全員が活かつ躍やくする話を書こう、とすぐに方ほう針しんはまとまりました（結局、五・六話は前後編になりましたが）。しかし始めてみると、じつに苦労続きでした。もちろん、アニメはたのしく拝はい見けんさせていただいていましたが、あのノリをそのまま再さい現げんしようとして、もろくも失敗。あれはほんと、はちゃめちゃに動くキャラクターの映像と、声せい優ゆうさんの息の合ったかけ合いがあって成立するものなんだなあ、と。

　そこで、小説は小説として、ＧＡを知らない読者さんでも、読んで「よかった」と思ってもらえるような、一本筋すじの通った気持ちのよい「お話」になるようにがんばりました。水野さんからいただいた指示といえば、「ＧＡといえばロステクだから」というくらいで、かなり自由に書かせていただいたと思います（それでもたまに、長電話であれこれ相談させていただきました。ありがとうございます）。

　さまざまな方々のお力をいただいて、わたしが書く天使たちが生まれました。コミックやアニメの彼女たち同様、かわいがっていただければ幸いです。




　各話のタイトルは、すべて映画をヒントにさせていただいています。『明日に向かって打て！』なんて、そのまんまですからね（「撃うて」を「打て」にしただけ）。

　最終話の『天使エンジエルたちにララバイを』は、『天使にラブソングを』のもじりです。他は、映画のカタログなどと照てらし合わせていただければ、だいたいおわかりになると思うのですが。ひとつだけ、「ちょっと難むずかしいかな」というものがあります。

『ホンキートンク・ガールズ』。

　わたしは極きよく度どのオジさま好きで、たとえばショーン・コネリーとかアンソニー・ホプキンスとかエド・ハリスとかパトリック・スチュワートとかジーン・ハックマンとかトミー・リー・ジョーンズとか……（キリなし）。

　なかでも筆ひつ頭とうにあがるのが、クリント・イーストウッドです。花の中学生のころから憧あこがれていて、つたない英語でファンレターまで書いたことがあるくらい（お返しにサイン入りのポートレートが届とどきました）。

『ダーティハリー』（先日、ついに全５巻ＤＶＤセットを購入！）などのアクション映画で知られる彼ですが、じつはかなりのロマンチストで、いくつか監かん督とくしている作品のなかに、『センチメンタル・アドベンチャー』というものがあります。なんじゃ、そのベタベタなタイトルは！　と思う方もいらっしゃるでしょうね。わたしもそうでした。これは日本で公開されるにあたって、勝手につけられたタイトルです（『ザ・ミミー』が日本では『ハムナプトラ』になっているようなものですね）。

　その原げん題だいが、『ホンキートンク・マン』。〝ホンキートンク〟というのは、アメリカの酒場、あるいはそうした場所で演えん奏そうされる音楽を指さします。クリントが演じるのは売れないカントリー歌手で、甥おいっ子とともに（実の息子のカイルくんが熱演しています。すごくかわいい！）、病気を抱かかえながら、とあるオーディションに向かうロードムービー。とても地じ味みな映画ですが、心温あたたまるドラマでわたしは大好きです。クリントのお世せ辞じにもあまり上手とは言えない生声による歌──〝ホンキートンク・マン〟──は、しみじみとした気持ちにさせてくれます。結局、日本ではほとんど公開されずじまいでしたが。

　というわけで、『ホンキートンク・ガールズ』というタイトルは、安酒場でクダを巻まきながら酒をあおっているフォルテのイメージからつけました。隣となりにはエレンがいて、「まったくあなたは……」なんて言いながら、流しの歌手のもの悲しい声に耳を傾かたむけている……そんな感じです。

　書き下ろしの『月に歌えば』は、名作『雨に唄うたえば』からつけました。この短編はとにかく、「渋しぶいオジさまであるルフト准じゆん将しようを書きたい！」という一いつ心しんから生まれたものなのですが、結局、エンジェルたちばかり活かつ躍やくしちゃいました。う～ん……。




　なんてお話をしているうちに、ページが尽つきてしまいました。

　最後に謝しや辞じを。総監修の水野さん、このようなすばらしい機き会かいを与えてくださり、また文庫にあたってご自分の短編をよせてくださり、ありがとうございました。今年はラフィンムードでがんばりましょう（すみません、競けい馬ばの話です）。

　イラストの重じゆう戦せん車しや工こう房ぼうさん、連載時は無む茶ちやなスケジュールばかりでご迷めい惑わくをおかけしました。いつもポイントを突ついた、動きのあるイラストをありがとうございます。とくに、重戦車工房さんが描かくフォルテが、わたしはいちばん好きです。

　原作のブロッコリーさん、キャラクターの生みの親であるかなんさんにも、直接ではないものの、さまざまな点で作品の支ささえになっていただきました。この場をお借かりしてお礼を申し上げます。

　編集の柴しば田たさん、長は谷せ川がわさん、いつも温かい言葉と手厳しいご指し摘てきをありがとうございます。これからもよろしくお願いいたします。




　それでは。

　みなさまに、聖母ミストレルシャトヤーンさまの祝しゆく福ふくがありますように！
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